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海
外
に
ト
ッ
プ
セ
ー
ル
ス

新
潟
県
は
11
日
、
地
元
産

品
の
試
食
会
を
ニ
ュ
ー
ヨ
ー

ク
市
内
で
開
催
し
、
花
角
英

世
知
事
が
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
を

訪
れ
ト
ッ
プ
セ
ー
ル
ス
し
た
。

会
場
と
な
っ
た
パ
ー
ク
街
26

丁
目
の
レ
ス
ト
ラ
ン
「
パ
ー

ク
・
ア
ベ
ニ
ュ
ー
・
ウ
イ
ン

タ
ー
」
に
は
新
潟
県
か
ら

「
八
海
山
」
や
「
久
保
田
」
を

は
じ
め
と
す
る
県
内
の
酒
蔵

11
社
の
23
銘
柄
の
日
本
酒
や
、

チ
タ
ン
加
工
技
術
で
急
成
長

し
た
株
式
会
社
ホ
リ
エ
が
カ

ラ
フ
ル
な
ぐ
い
飲
み
や
ビ
ー

ル
の
チ
タ
ン
製
コ
ッ
プ
を
並

べ
た
。
前
日
に
は
知
事
来
米

に
合
わ
せ
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
新

潟
県
人
会
（
大
坪
賢
次
会
長
）

創
立
30
周
年
、
新
潟
日
報
国

際
交
流
拠
点
開
設
８
周
年
記

念
祝
賀
会
が
新
潟
日
報
社
の

小
田
敏
三
社
長
を
迎
え
日
本

ク
ラ
ブ
で
盛
大
に
開
催
さ
れ

た
。（
関
連
記
事
６
、
７
面
に
）

新潟の地元産品を使った試食会で来場者に日本酒をふるまう花角知事（11日昼、マンハッタンで、写真・三浦良一）

新潟の食文化売り込む
花角知事が来米しPR

日本酒など地元産品

本
紙
「
週
刊
Ｎ
Ｙ
生
活
」

を
発
行
す
る
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク

生
活
プ
レ
ス
社
は
１
月
13
日
、

コ
ン
テ
ン
ツ
共
有
プ
ラ
ッ
ト

フ
ォ
ー
ム
「n

or.

（
ノ
ア
ド

ッ
ト
）
」
を
利
用
し
た
情
報
サ

イ
ト
な
ど
へ
の
ニ
ュ
ー
ス
記

事

の

配

信

を

は

じ

め

た

。

n
or.

は
共
同
通
信
デ
ジ
タ
ル

と
ヤ
フ
ー
が
設
立
し
た
ノ
ア

ド
ッ
ト
社
が
運
営
す
る
サ
ー

ビ
ス
で
、
２
０
１
５
年
12
月

に
ス
タ
ー
ト
、
ニ
ュ
ー
ス
な

ど
の
コ
ン
テ
ン
ツ
を
制
作
す

る
「
コ
ン
テ
ン
ツ
ホ
ル
ダ
ー
」

と
、
ニ
ュ
ー
ス
を
そ
れ
ぞ
れ

の
視
点
で
選
択
し
、
自
ら
の

ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
で
伝
え
る

「
キ
ュ
レ
ー
タ
ー
」
を
つ
な
ぐ

機
能
を
持
っ
て
い
る
。
現
在

コ
ン
テ
ン
ツ
ホ
ル
ダ
ー
に
は

日
本
の
全
国
紙
や
地
方
ブ
ロ

ッ
ク
紙
な
ど
40
の
新
聞
社
を

は
じ
め
放
送
局
、
自
治
体
、

各
種
ニ
ュ
ー
ス
サ
イ
ト
な
ど

約
４
０
０
媒
体
が
登
録
さ
れ

て
い
る
。

ノ
ア
ド
ッ
ト
社
の
中
瀬
竜

太
郎
Ｃ
Ｅ
Ｏ
は
「
記
事
を
受

け
取
る
読
者
の
文
脈
は
、
記

事
の
作
り
手
自
身
が
想
像
す

る
以
上
に
多
様
。
そ
う
し
た

多
様
な
文
脈
を
付
与
し
て
く

れ
る
多
様
な
キ
ュ
レ
ー
タ
ー

を
使
っ
て
、
記
事
の
流
通
経

路
を
拡
大
で
き
る
こ
と
が

n
or.

の
メ
リ
ッ
ト
。
ま
た
、

自
身
も
キ
ュ
レ
ー
タ
ー
と
な

れ
ば
、
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
の
コ

ン
テ
ン
ツ
拡
充
も
は
か
れ
る
」

と
話
す
。

Ｎ
Ｙ
生
活
プ
レ
ス
社
で
は

「
週
刊
Ｎ
Ｙ
生
活
」
と
英
語
版

「T
H
E
JA
P
A
N
V
O
IC
E

」

の
２
ユ
ニ
ッ
ト
を
登
録
し
、

本
紙
に
掲
載
さ
れ
た
独
自
取

材
の
ニ
ュ
ー
ス
や
話
題
を
配

信
し
て
い
く
。

本
紙
発
行
人
の
三
浦
良
一

Ｃ
Ｅ
Ｏ
は
「
記
事
の
配
信
が

自
動
化
さ
れ
て
お
り
、
コ
ス

ト
を
か
け
ず
に
独
自
取
材
の

ニ
ュ
ー
ス
を
日
本
全
国
の
媒

体
に
迅
速
に
伝
え
る
経
路
を

増
や
せ
た
メ
リ
ッ
ト
は
大
き

い
。
ウ
ェ
ブ
版
へ
の
ア
ク
セ

ス
数
増
加
も
期
待
で
き
、
媒

体
と
し
て
よ
り
影
響
力
を
持

て
る
点
が
魅
力
」
と
話
す
。

ノ
ア
ド
ッ
ト
で
情
報
を
共
有

日
本
国
内
４
０
０
媒
体
が
登
録

週
刊
Ｎ
Ｙ
生
活
の
記
事
日
本
へ
配
信

デ
ブ
ラ
シ
オ
・
ニ
ュ
ー
ヨ
ー

ク
市
長
は
８
日
、
在
留
資
格
や

支
払
い
能
力
に
関
係
な
く
、
あ

ら
ゆ
る
市
民
が
診
察
・
治
療
を

受
け
ら
れ
る
新
た
な
公
的
医
療

保
険
制
度
を
導
入
す
る
と
発
表

し
た
。
対
象
と
な
る
の
は
市
内

の
低
所
得
者
、
若
者
な
ど
現
在

約
60
万
人
の
無
保
険
者
。
そ
の

半
分
の
30
万
人
は
不
法
滞
在
者

と
推
定
さ
れ
て
い
る
。
す
で
に

保
険
に
入
っ
て
い
る
人
に
は
影

響
は
な
い
。

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
市
に
は
メ
デ

ィ
ケ
ア
（
高
齢
者
・
障
害
者
向

け
医
療
制
度
）
、
メ
デ
ィ
ケ
イ

ド
（
低
所
得
者
・
障
害
者
向
け

医
療
扶
助
）
お
よ
び
医
療
改
革

制
度
（
オ
バ
マ
ケ
ア
）
を
通
じ

て
提
供
さ
れ
る
「
メ
ト
ロ
プ
ラ

ス
」
と
い
う
健
康
保
険
シ
ス
テ

ム
が
あ
る
が
、
こ
れ
を
拡
大
し

た
形
で
「
Ｎ
Ｙ
Ｃ
ケ
ア
」
と
名

付
け
る
。
現
在
保
険
に
入
っ
て

い
な
い
人
は
指
定
さ
れ
た
70

の
診
療
所
と
11
の
病
院
を
利

用
す
る
と
い
う
公
立
病
院
シ

ス
テ
ム
で
、
診
察
料
や
保
険

料
は
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
な

い
が
、
無
料
を
含
め
、
所
得

に
応
じ
た
ス
ラ
イ
ド
制
を
導

入
す
る
。

今
年
後
半
に
ブ
ロ
ン
ク
ス

で
開
始
し
、
２
０
２
１
年
ま

で
に
全
市
に
拡
大
す
る
。
年

間
の
費
用
は
お
よ
そ
１
億
ド

ル
（
約
１
１
０
億
円
）
に
な

る
と
み
ら
れ
て
い
る
が
、
増

税
な
ど
は
必
要
な
い
と
い
う
。

保
険
に
入
っ
て
い
な
い
人
は

緊
急
治
療
室
（
Ｅ
Ｒ
）
を
使
っ

た
り
、
病
気
が
重
く
な
っ
て
か

ら
病
院
に
駆
け
込
む
こ
と
が
多

い
た
め
医
療
費
が
増
大
、
病
院

や
補
助
金
を
出
す
州
の
負
担
を

増
や
し
続
け
て
い
る
。
市
長
に

よ
れ
ば
、
誰
も
が
健
康
保
険
に

入
っ
て
も
ら
う
こ
と
で
、
病
気

の
予
防
や
早
期
の
治
療
が
促
進

さ
れ
、
医
療
費
の
削
減
に
な
る

と
い
う
。
10
年
ほ
ど
前
か
ら
導

入
開
始
し
た
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス

コ
市
で
は
対
象
者
の
４
分
の
３

が
プ
ラ
イ
マ
リ
ー
ケ
ア
（
初
期

診
療
）
の
診
察
を
受
け
る
よ
う

に
な
り
、
緊
急
治
療
室
の
利
用

も
入
院
数
も
減
っ
た
と
い
う
。

ト
ラ
ン
プ
大
統
領
は
、
オ
マ

バ
ケ
ア
の
廃
止
を
公
約
に
し
て

お
り
、
連
邦
議
会
は
、
２
０
１

７
年
12
月
に
保
険
加
入
を
義
務

付
け
を
廃
止
し
て
い
る
。
今
回

の
措
置
は
こ
う
し
た
動
き
に
対

応
し
た
も
の
と
見
ら
れ
、
カ
リ

フ
ォ
ル
ニ
ア
州
の
ギ
ャ
ビ
ン
・

ニ
ュ
ー
サ
ム
知
事
（
民
主
党
）

も
今
回
の
「
Ｎ
Ｙ
Ｃ
ケ
ア
」
と

同
様
の
制
度
を
導
入
す
る
計
画

を
発
表
し
て
い
る
。

新
公
的
医
療
保
険
制
度
導
入
へ

デ
ブ
ラ
シ
オ
Ｎ
Ｙ
市
長
が
発
表

◇
本
紙
は
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
発
行
の
フ
リ
ー
紙
で
Ｎ
Ｙ
、
ニ
ュ

ー
ジ
ャ
ー
ジ
ー
地
区
で
「
日
本
経
済
新
聞
」
と
と
も
に
折
り

込
ま
れ
て
配
達
さ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
日
本
国
内
で
は
紀
伊

國
屋
書
店
（
大
手
町
ビ
ル
店
）
で
無
料
配
布
の
ほ
か
、
青
山

学
院
大
学
図
書
館
（
青
山
キ
ャ
ン
パ
ス
）
に
常
備
、
東
京
大

学
本
郷
・
駒
場
両
図
書
館
で
閲
覧
で
き
ま
す
。

http://www.momotaronewyork.com
http://www.iiicareer.com/
https://nipponexpressusa.com/
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試
乗
し
て
み
て
ま
ず
気
づ
く

の
は
、
プ
レ
ミ
ア
ム
セ
レ
ク
ト

の
新
型
シ
ー
ト
と
座
席
周
辺
が

明
ら
か
に
こ
れ
ま
で
よ
り
「
広

い
」
と
い
う
こ
と
。
２-

４-

２

と
い
う
余
裕
を
持
っ
た
座
席
配

列
も
さ
る
こ
と
な
が
ら
、
最
新

的
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
を
駆
使
し
座

り
心
地
が
快
適
な
薄
型
ク
ッ
シ

ョ
ン
が
見
た
目
に
も
ス
ッ
キ
リ

と
し
た
空
間
を
演
出
し
て
い
る
。

シ
ー
ト
ピ
ッ
チ
（
座
席
間
隔
）

は
最
大
約
96
・
５
セ
ン
チ
、
シ

ー
ト
幅
は
最
大
約
48
・
３
セ
ン

チ
、
リ
ク
ラ
イ
ニ
ン
グ
は
最
大

約
17
・
８
セ
ン
チ
と
、
か
な
り

ゆ
と
り
の
あ
る
設
計
と
な
っ
て

い
る
。
ま
た
、
頭
上
の
荷
物
入

れ
も
新
し
い
デ
ザ
イ
ン
設
計
に

よ
る
も
の
で
天
井
が
高
く
感
じ

ら
れ
、
全
体
的
に
「
空
間
」
が

広
く
大
き
く
な
っ
て
い
て
圧
迫

感
が
な
い
の
が
特
長
だ
。

広
い
空
間

日
米
間
４
路
線
に
新
型
シ
ー
ト
を
導
入

デ
ル
タ
航
空
は
、
２
０
１
７
年
10
月
、
新
機
種
で
あ
る
エ
ア
バ
ス
３
５
０-

９
０
０
型
機
を

成
田
│
デ
ト
ロ
イ
ト
線
に
運
航
を
開
始
し
た
の
に
続
き
、
新
た
に
４
つ
の
日
米
路
線
に
個
室
タ

イ
プ
の
ビ
ジ
ネ
ス
ク
ラ
ス
「
デ
ル
タ
・
ワ
ン

ス
イ
ー
ト
」
と
プ
レ
ミ
ア
ム
エ
コ
ノ
ミ
ー
「
デ

ル
タ
・
プ
レ
ミ
ア
ム
セ
レ
ク
ト
」
を
導
入
す
る
。

昨
年
11
月
に
東
京
・
羽
田
│
ミ
ネ
ア
ポ
リ
ス
／
セ
ン
ト
ポ
ー
ル
路
線
の
ボ
ー
イ
ン
グ
７
７

７-
２
０
０
Ｅ
Ｒ
型
機
に
導
入
し
た
の
を
皮
切
り
に
、
今
年
４
月
ま
で
に
成
田
│
ア
ト
ラ
ン
タ

路
線
、
成
田
│
シ
ア
ト
ル
路
線
、
羽
田
│
ロ
ス
ア
ン
ゼ
ル
ス
路
線
に
も
新
型
シ
ー
ト
を
搭
載
。

シ
ー
ト
の
改
装
だ
け
に
留
ま
ら
ず
サ
ー
ビ
ス
面
に
お
い
て
も
さ
ら
に
内
容
を
充
実
さ
せ
、
ま
っ

た
く
新
し
い
ス
タ
イ
ル
の
空
の
旅
を
提
案
す
る
。

本
紙
記
者
が
実
際
に
羽
田
│
ミ
ネ
ア
ポ
リ
ス
／
セ
ン
ト
ポ
ー
ル
路
線
の
「
デ
ル
タ
・
プ
レ
ミ

ア
ム
セ
レ
ク
ト
」
に
試
乗
し
た
体
験
談
を
レ
ポ
ー
ト
す
る
。

ま
っ
た
く
新
し
い
ス
タ
イ
ル
の
本
格
的
プ
レ
ミ
ア
ム
セ
レ
ク
ト

シ
ー
ト
に
は
、
ク
ッ
シ
ョ
ン

性
の
高
い
可
動
式
の
レ
ッ
グ
レ

ス
ト
と
ヘ
ッ
ド
レ
ス
ト
を
完
備
。

し
っ
か
り
と
し
た
肘
掛
け
が
あ

り
、
と
な
り
の
席
と
の
間
隔
も

十
分
に
開
い
て
い
て
腕
が
ぶ
つ

か
る
こ
と
も
な
い
。
ウ
ェ
ス
テ

ィ
ン
ホ
テ
ル
が
開
発
し
た
ウ
ェ

ス
テ
ィ
ン
・
ヘ
ブ
ン
リ
ー
・
ブ

ラ
ン
ケ
ッ
ト
と
枕
、
ニ
ュ
ー
ヨ

ー
ク
発
の
ス
キ
ン
ケ
ア
ブ
ラ
ン

ド
、
マ
リ
ン
・
ア
ン
ド
・
ゴ
ッ

ツ
の
製
品
が
入
っ
た
Ｔ
Ｕ
Ｍ
Ｉ

製
ア
メ
ニ
テ
ィ
キ
ッ
ト
、
ノ
イ

ズ
キ
ャ
ン
セ
リ
ン
グ
機
能
付
き

Ｌ
Ｓ
Ｔ
Ｎ
製
ヘ
ッ
ド
フ
ォ
ン
を

備
え
高
級
感
が
漂
う
。
携
帯
電

話
や
タ
ブ
レ
ッ
ト
、
Ｐ
Ｃ
な
ど

の
充
電
用
電
源
を
完
備
し
、
カ

ッ
プ
や
ち
ょ
っ
と
し
た
小
物
を

置
く
ス
ペ
ー
ス
を
各
座
席
に
設

置
し
て
あ
る
の
が
嬉
し
い
。
ク

ラ
ス
最
大
級
13
・
３
イ
ン
チ
の

高
解
像
度
の
タ
ッ
チ
式
ス
ク
リ

ー
ン
で
は
、
機
内
エ
ン
タ
ー
テ

イ
ン
メ
ン
ト
「
デ
ル
タ
・
ス
タ

ジ
オ
」
で
映
画
、
テ
レ
ビ
番
組
、

ゲ
ー
ム
、
音
楽
な
ど
業
界
随
一

の
豊
富
な
コ
ン
テ
ン
ツ
で
飽
き

る
こ
と
が
な
い
。
日
本
映
画
も

充
実
の
ラ
イ
ン
ナ
ッ
プ
だ
。

離
陸
前
の
ド
リ
ン
ク
サ
ー
ビ

ス
に
は
じ
ま
り
、
お
し
ぼ
り
サ

ー
ビ
ス
な
ど
も
あ
り
、
食
事
の

際
に
は
白
い
テ
ー
ブ
ル
ク
ロ
ス

を
用
意
す
る
な
ど
、
ま
る
で
ビ

ジ
ネ
ス
ク
ラ
ス
並
み
の
サ
ー
ビ

ス
。
デ
ル
タ
航
空
用
に
特
別
に

デ
ザ
イ
ン
さ
れ
た
ア
レ
ッ
シ
ィ

の
食
器
で
、
季
節
ご
と
に
変
わ

る
メ
ニ
ュ
ー
を
提
供
。
数
量
限

定
だ
が
、
和
食
メ
ニ
ュ
ー
を
選

ぶ
こ
と
も
で
き
る
。
ベ
ジ
タ
リ

ア
ン
メ
ニ
ュ
ー
も
あ
る
こ
と
に

も
配
慮
が
感
じ
ら
れ
る
。

delta.com

多
機
能
の
座
席
ま
わ
り

そ
の
他
の
サ
ー
ビ
ス
と
し
て
、

優
先
チ
ェ
ッ
ク
イ
ン
や
優
先
セ

キ
ュ
リ
テ
ィ
テ
ェ
ッ
ク
（
一
部

空
港
）、
優
先
搭
乗
、
預
け
入
れ

手
荷
物
の
優
先
取
り
扱
い
を
含

む
「
ス
カ
イ
・
プ
ラ
イ
オ
リ
テ

ィ
」
の
サ
ー
ビ
ス
も
利
用
で
き

る
の
で
、
空
港
で
の
移
動
が
と

て
も
楽
で
ス
ム
ー
ズ
だ
。
し
っ

か
り
と
「
優
先
」
し
て
も
ら
え

る
。

＊
　
　
＊
　
　
＊

こ
れ
ま
で
の
い
わ
ゆ
る
「
プ

レ
エ
コ
」
は
、
エ
コ
ノ
ミ
ー
シ

ー
ト
の
延
長
の
よ
う
な
感
じ
で

そ
れ
ほ
ど
メ
リ
ッ
ト
を
感
じ
ら

れ
な
か
っ
た
が
、
デ
ル
タ
が
新

し
く
提
供
す
る
こ
の
「
プ
レ
ミ

ア
ム
セ
レ
ク
ト
」
は
、
よ
り
ビ

ジ
ネ
ス
ク
ラ
ス
に
近
づ
い
た
印

象
が
強
い
。
こ
れ
こ
そ
が
本
当

の
「
プ
レ
ミ
ア
ム
」
の
サ
ー
ビ

ス
で
、
新
し
い
ス
タ
イ
ル
の
本

格
的
な
プ
レ
エ
コ
が
は
じ
ま
っ

た
と
言
っ
て
い
い
だ
ろ
う
。
し

か
も
、
比
較
的
手
頃
な
料
金
設

定
と
な
っ
て
い
る
の
で
、
ビ
ジ

ネ
ス
マ
ン
だ
け
で
な
く
家
族
連

れ
に
も
好
評
な
の
は
頷
け
る
。

一
度
体
験
し
て
み
る
価
値
は
大

き
く
、
２
度
目
か
ら
は
病
み
つ

き
に
な
る
だ
ろ
う
。

ビ
ジ
ネ
ス
ク
ラ
ス
に
近
い
感
覚

「
楽
し
め
る
」
機
内
食

デルタ航空が太平洋路線を強化

高
画
質
の
13
・
３
イ
ン
チ
ス
ク
リ
ー
ン

高
級
感
漂
う
ヘ
ッ
ド
フ
ォ
ー
ン

新
機
材
で
広
々
と
快
適
シ
ー
ト

朝
食
に
出
た
絶
品
チ
ャ
ー
ハ
ン

レ
ッ
グ
レ
ス
ト
で
足
元
を
サ
ポ
ー
ト

新型シートでの日本へのフライト ニューヨークからのオススメ乗り継ぎ（例）

● ラガーディア空港（LGA）8:00am発→ミネアポリス・セントポール空港（MSP）10:17am着

ミネアポリス・セントポール空港（MSP）11:20am発→羽田国際空港（HND）2:55pm着（翌日）

○ 羽田国際空港（HND）4:25pm発→ミネアポリス・セントポール空港（MSP）12:46pm着

ミネアポリス・セントポール空港（MSP）2:58pm発→ラガーディア空港（LGA）6:45pm着

＊ミネアポリス・セントポール−羽田間はボーイング777-200ER型機を使用。（2019年1月6日現在）

https://www.delta.com/
https://www.delta.com/


史
佳
（F

u
m
iy
oshi

、
本

名
・
小
林
史
佳
）
は
、
津
軽
三

味
線
の
大
御
所
・
高
橋
竹
山

（
故
人
）
の
竹
山
流
最
年
少
の

継
承
者
で
、
音
の
響
き
を
大
切

に
す
る
斬
新
な
弾
（
ひ
）
き
で

聴
衆
を
魅
了
す
る
気
鋭
の
三
味

線
プ
レ
ー
ヤ
ー
だ
。
日
本
国
内

外
で
演
奏
活
動
を
続
け
、
今
年

10
月
５
日
に
カ
ー
ネ
ギ
ー
ホ
ー

ル
の
ザ
ン
ケ
ル
ホ
ー
ル
で
コ
ン

サ
ー
ト
を
行
う
。
津
軽
三
味
線

の
ス
タ
ン
ダ
ー
ド
曲
は
も
ち
ろ

ん
、
近
年
は
作
曲
家
／
ア
レ
ン

ジ
ャ
ー
の
長
岡
成
貢
と
と
も
に

新
し
い
三
味
線
の
楽
曲
作
り
に

取
り
組
ん
で
、
古
典
を
大
切
な

ベ
ー
ス
と
し
な
が
ら
も
、
伝
統

芸
能
の
枠
を
越
え
た
新
し
い
ニ

ッ
ポ
ン
の
音
楽
を
目
指
し
て
活

動
し
て
い
る
。
演
奏
活
動
の
ほ

か
、
ラ
イ
フ
ワ
ー
ク
と
し
て
自

ら
が
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
時
代
に
患

っ
た
「
う
つ
病
」
か
ら
回
復
し

た
エ
ピ
ソ
ー
ド
を
語
る
講
演
会

も
教
育
機
関
や
福
祉
施
設
な
ど

で
積
極
的
に
行
っ
て
い
る
。

１
９
７
４
年
、
新
潟
市
で
生

ま
れ
た
。
母
（
高
橋
竹
育
）
は

新
潟
竹
山
会
二
代
目
で
、
９
歳

の
時
か
ら
母
親
の
手
解
き
で
三

味
線
を
始
め
た
。
「
大
嫌
い
だ

っ
た
」
と
い
う
三
味
線
は
そ
れ

で
も
高
校
時
代
ま
で
続
け
た
が

バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
に
熱
中
、

立
命
館
大
学
理
工
学
部
に
進
ん

で
も
バ
ス
ケ
は
同
好
会
で
続
け

た
が
三
味
線
か
ら
は
遠
ざ
か

り
、
普
通
の
大
学
生
の
よ
う
に

就
職
激
動
の
氷
河
期
を
突
破
し

て
Ｎ
Ｔ
Ｔ
西
日
本
に
就
職
し

た
。
そ
こ
で
転
機
が
あ
っ
た
。

本
社
に
転
勤
し
て
か
ら
技
術
革

新
に
追
い
つ
け
ず
に
重
度
の
う

つ
病
に
。
入
社
３
年
目
。
母
親

か
ら
「
会
社
辞
め
て
戻
っ
て
お

い
で
」
と
の
言
葉
に
吸
い
寄
せ

ら
れ
る
よ
う
に
帰
郷
し
た
。

「
な
ん
に
も
や
る
こ
と
な
い
な

ら
三
味
線
で
も
触
っ
て
な
さ

い
」
と
渡
さ
れ
た
三
味
線
。
ひ

と
り
で
に
手
が
動
い
た
。
25
歳

だ
っ
た
。
そ
れ
か
ら
20
年
。
が

む
し
ゃ
ら
に
自
分
の
世
界
を
見

つ
め
て
走
っ
て
き
た
。
「
優
秀

だ
と
思
っ
た
け
ど
、
優
秀
じ
ゃ

な
か
っ
た
」
（
笑
）
「
で
も
ど
ん

底
が
あ
る
か
ら
、
一
旦
捨
て
た

人
生
だ
か
ら
何
で
も
で
き
る
。

こ
れ
が
完
全
に
救
っ
て
く
れ

た
。
命
の
恩
人
で
す
」
と
三
味

線
を
握
る
。

「
魂
が
震
え
る
演
奏
—
。
」
小

さ
い
時
に
演
奏
を
聞
い
た
高
橋

竹
山
が
１
９
８
６
年
ニ
ュ
ー
ヨ

ー
ク
の
ジ
ャ
パ
ン
・
ソ
サ
エ
テ

ィ
ー
で
演
奏
し
た
時
の
ニ
ュ
ー

ヨ
ー
ク
タ
イ
ム
ズ
紙
の
記
事
に

そ
の
言
葉
が
あ
っ
た
。
自
分
も

い
つ
か
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
で
。
そ

ん
な
気
持
ち
を
抱
い
た
。
３
年

前
に
竹
山
会
の
演
奏
家
が
招
か

れ
た
ジ
ャ
パ
ン
デ
ー
＠
セ
ン
ト

ラ
ル
パ
ー
ク
に
参
加
し
た
。
自

分
の
中
で
世
界
へ
踏
み
出
す
道

を
心
に
刻
ん
だ
。
そ
の
頃
に
日

本
で
結
成
し
た
の
が
「
ス
リ

ー
・
ラ
イ
ン
・
ビ
ー
ト
」
と
い

う
演
奏
ユ
ニ
ッ
ト
。
史
佳
の
音

色
に
魅
了
さ
れ
て
三
味
線
の
道

に
入
っ
た
演
奏
家
・
更
家
健
吾

と
ペ
ル
ー
の
民
族
打
楽
器
カ
ホ

ン
を
操
る
ド
ラ
マ
ー
、R

ica

の

３
人
組
。
10
日
、
日
本
ク
ラ
ブ

で
開
催
さ
れ
た
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク

新
潟
県
人
会
30
周
年
、
新
潟
日

報
国
際
交
流
拠
点
開
設
８
周
年

記
念
式
典
で
来
米
し
た
花
角
英

世
新
潟
県
知
事
ら
一
行
を
歓
迎

す
る
レ
セ
プ
シ
ョ
ン
でR

ica

と

出
演
し
て
演
奏
し
大
喝
采
を
受

け
た
。

「
私
よ
り
三
味
線
が
上
手
い

人
は
世
の
中
に
い
っ
ぱ
い
い
る

が
、
人
を
惹
き
付
け
る
三
味
線
、

そ
れ
が
唯
一
自
分
に
し
か
で
き

な
い
音
楽
だ
し
、
そ
れ
を
極
め

て
い
き
た
い
。
三
味
線
は
そ
の

時
、
そ
の
瞬
間
を
勝
負
す
る
瞬

間
芸
術
な
ん
で
す
」
。
10
月
の

カ
ー
ネ
ギ
ー
ホ
ー
ル
で
は
三
味

線
の
ほ
か
に
バ
イ
オ
リ
ン
も
参

加
す
る
な
ど
「
タ
イ
ト
ス
ト
リ

ン
グ
ス
（
ぴ
ん
と
張
っ
た
糸
）
」

と
い
う
タ
イ
ト
ル
に
し
た
。

「
多
く
の
人
に
来
て
い
た
だ
き

た
い
。
本
番
ま
で
に
何
度
か
ま

た
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
に
来
ま
す
。

機
会
が
あ
っ
た
ら
い
ろ
い
ろ
な

所
で
お
目
に
か
か
り
ま
す
」
と

笑
顔
を
見
せ
た
。

（
三
浦
良
一
記
者
、
写
真
も
）

（3）　［総　合］ 週刊NY生活　SHUKANNEWYORKSEIKATSU 2019年（平成31年）1月19日（土）
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三
陽
商
会
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
は

23
日
（
水
）
か
ら
25
日
（
金
）

と
28
日
（
月
）
か
ら
31
日
（
木
）

ま
で
の
午
前
10
時
か
ら
午
後
４

時
ま
で
、
ト
ラ
イ
ベ
ッ
カ
の
ヴ

ェ
ス
ト
リ
ー
通
り
49
番
地

（V
estry

St

、
グ
リ
ニ
ッ
チ

通
り
と
ワ
シ
ン
ト
ン
通
り
の

間
）
。
期
間
限
定
の
ア
ウ
ト
レ

ッ
ト
セ
ー
ル
を
開
催
す
る
。
取

り
扱
い
商
品
は
メ
ン
ズ
・
ア
ウ

タ
ー
ウ
ェ
ア
、
レ
イ
ン
コ
ー
ト
、

ジ
ャ
ケ
ッ
ト
な
ど
。

今
回
の
セ
ー
ル
で
は
、
こ
れ

ま
で
の
セ
ー
ル
よ
り
も
ま
た
一

段
と
価
格
設
定
を
低
く
し
特
別

奉
仕
価
格
で
販
売
す
る
と
あ
っ

て
、
高
品
質
の
コ
ー
ト
や
ジ
ャ

ケ
ッ
ト
を
安
価
に
購
入
で
き
る

ま
た
と
な
い
チ
ャ
ン
ス
と
な
っ

て
い
る
。

問
い
合
わ
せ
は
Ｅ
メ
ー
ル

info@
sanyonew

york.co
m

ま
で
。

三
陽
商
会
ア
ウ
ト
レ
ッ
ト
セ
ー
ル

期間限定

23〜25日

28〜31日

特別奉仕価格で

伝
統
を
超
え
た
瞬
間
芸
術
で
世
界
へ

三味線プレーヤー

史佳（Fumiyoshi）
info@worldcompass.jp

ユニットThree Line Beatのカホン奏者Ricaと

https://www.samuraimama.com/
https://kashiyama1927.com/
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先
月
米
国
に
住
む
男
性
か
ら

「
海
外
に
住
ん
で
い
る
と
、
妻

は
将
来
国
民
年
金
を
受
給
で
き

な
く
な
る
の
か
心
配
で
す
」
と

の
相
談
が
あ
り
ま
し
た
。
今
回

は
こ
の
問
題
を
取
り
上
げ
ま

す
。日

本
で
は
昨
年
12
月
「
外
国

人
労
働
者
受
け
入
れ
拡
大
に
向

け
た
改
正
出
入
国
管
理
法
」
が

成
立
し
、
本
年
4
月
１
日
か
ら

施
行
さ
れ
ま
す
。
実
は
政
府
は

こ
の
受
け
入
れ
拡
大
に
備
え

て
、
保
険
料
負
担
な
し
で
年
金

を
受
け
取
れ
る
「
第
３
被
保
険

者
」
と
な
る
た
め
に
は
日
本
国

内
居
住
（
日
本
に
住
ん
で
い
る

こ
と
）
を
要
件
と
す
る
こ
と
を

考
え
て
お
り
、
早
け
れ
ば
本
年

に
国
民
年
金
法
の
改
正
の
方
向

で
検
討
に
入
っ
た
と
報
道
さ
れ

て
い
ま
す
。

こ
の
記
事
を
読
ま
れ
て
、
将

来
米
国
に
住
む
妻
が
国
民
年
金

を
受
け
取
れ
な
く
な
る
の
で
は

と
懸
念
さ
れ
て
い
る
わ
け
で

す
。
そ
こ
で
第
３
被
保
険
者
制

度
に
つ
い
て
ご
説
明
し
ま
す
。

国
民
年
金
の
加
入
者
は
第
１

号
被
保
険
者
（
自
営
業
者
、
学

生
等
）
、
第
２
号
被
保
険
者

（
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
・
Ｏ
Ｌ
、
公

務
員
）
、
第
３
号
被
保
険
者

（
会
社
勤
務
者
の
配
偶
者
）
に

分
か
れ
ま
す
。
第
３
号
被
保
険

者
の
制
度
が
始
ま
っ
た
の
は
１

９
８
６
年
４
月
か
ら
で
す
。
厚

生
年
金
に
加
入
す
る
会
社
員

（
例
え
ば
夫
の
場
合
）
が
扶
養

す
る
配
偶
者(

妻)

は
国
民
年
金

の
「
第
３
被
保
険
者
」
と
呼
ば

れ
、
保
険
料
を
支
払
う
必
要
は

な
く
国
民
年
金
に
加
入
し
て
い

ま
す
。
国
民
年
金
第
３
号
被
保

険
者
の
保
険
料
は
、
配
偶
者
の

加
入
す
る
被
用
者
年
金
制
度

（
厚
生
年
金
）
か
ら
拠
出
金
と

し
て
負
担
さ
れ
て
お
り
、
ご
主

人
が
ご
夫
婦
二
人
分
の
保
険
料

を
納
め
て
い
る
わ
け
で
は
あ
り

ま
せ
ん
。
そ
し
て
国
民
年
金
の

第
１
号
被
保
険
者
に
は
国
内
居

住
要
件
が
あ
り
ま
す
。
つ
ま
り

日
本
国
内
に
住
ん
で
い
る
こ
と

が
加
入
の
条
件
と
な
り
ま
す
。

で
す
か
ら
海
外
か
ら
国
民
年
金

に
加
入
す
る
場
合
は
第
１
号
被

保
険
者
で
は
な
く
任
意
加
入
者

と
呼
ば
れ
る
わ
け
で
す
。
第
２

号
、
第
３
号
被
保
険
者
に
は
国

内
居
住
要
件
は
あ
り
ま
せ
ん
。

そ
こ
で
現
在
外
国
人
労
働
者

の
配
偶
者
が
海
外
に
住
ん
で
い

て
も
、
将
来
国
民
年
金
を
受
給

で
き
る
状
況
と
な
っ
て
い
ま

す
。
こ
の
ま
ま
外
国
人
労
働
者

を
大
量
に
受
け
入
れ
る
と
、
将

来
日
本
の
年
金
財
政
へ
の
影
響

が
大
き
い
こ
と
が
懸
念
さ
れ
て

い
ま
す
。
政
府
は
現
在
健
康
保

険
が
適
用
さ
れ
る
扶
養
家
族
を

原
則
国
内
に
居
住
す
る
人
に
限

る
方
針
を
固
め
て
お
り
、
年
金

も
同
様
に
、
国
内
に
住
む
配
偶

者
を
対
象
と
す
る
必
要
が
あ
る

と
判
断
し
国
民
年
金
法
の
改
正

を
検
討
し
て
い
る
と
い
う
こ
と

で
す
。

以
上
が
第
３
号
被
保
険
者
の

説
明
で
す
が
、
日
本
で
サ
ラ
リ

ー
マ
ン
の
妻
と
し
て
つ
ま
り
第

３
号
被
保
険
者
と
し
て
国
民
年

金
に
加
入
さ
れ
て
い
た
方
は
既

に
保
険
料
納
付
期
間
が
確
定
さ

れ
て
お
り
、
そ
れ
以
降
ど
こ
に

住
ん
で
い
よ
う
と
関
係
な
く
受

給
年
齢
の
65
歳
に
な
れ
ば
国
民

年
金
を
受
給
す
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。
で
す
か
ら
ご
質
問
さ
れ

た
方
の
ご
心
配
は
必
要
あ
り
ま

せ
ん
。
た
だ
将
来
日
本
の
サ
ラ

リ
ー
マ
ン
の
妻
が
海
外
に
居
住

の
場
合
、
妻
は
第
３
号
被
保
険

者
に
な
れ
な
い
こ
と
が
起
こ
る

か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
時
代
の
流

れ
と
共
に
年
金
制
度
も
変
化
し

て
い
き
ま
す
。

交
通
事
故
犠
牲
者
減
少

歩
行
者
の
死
亡
は
増
加

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
市
当
局
は
昨

年
末
の
12
月
28
日
、
２
０
１
８

年
の
発
生
し
た
交
通
事
故
に
関

す
る
統
計
を
公
表
し
た
。

交
通
事
故
の
死
亡
者
数
は
、

１
９
１
０
年
の
統
計
開
始
以
来

で
最
低
の
１
９
６
件
を
記
録
し

た
。
同
件
数
に
は
、
歩
行
者
１

１
１
人
、
オ
ー
ト
バ
イ
搭
乗
者

39
人
、
自
動
車
搭
乗
者
36
人
、

自
転
車
運
転
者
10
人
が
含
ま
れ

て
い
る
。
17
年
と
比
較
す
る
と
、

歩
行
者
は
５
人
、
自
転
車
運
転

者
は
６
人
増
加
し
て
い
る
が
、

同
市
の
交
通
事
故
の
死
亡
率
は

５
年
連
続
で
減
少
し
て
い
る
。

ビ
ル
・
デ
ブ
ラ
シ
オ
同
市
長

は
、
ス
ピ
ー
ド
違
反
取
締
監
視

カ
メ
ラ
の
更
新
や
自
転
車
専
用

道
路
の
増
設
、
自
転
車
シ
ェ
ア

制
度
の
拡
大
を
含
む
、
14
年
に

ス
タ
ー
ト
し
た
交
通
事
故
死
０

人
を
目
指
す
「
ビ
ジ
ョ
ン
・
ゼ

ロ
計
画
」
の
効
果
と
考
え
て
い

る
。
し
か
し
歩
行
者
の
死
亡
事

故
に
つ
い
て
は
「
目
標
に
向
か

っ
て
さ
ら
に
対
策
に
取
り
組
ん

で
い
く
」
と
話
し
て
い
る
。

訴
え
る
活
動
を
続
け
る
国
連
平

和
の
鐘
を
守
る
会
代
表
の
高
瀬

聖
子
さ
ん
（
70
）
が
、
こ
れ
ま

何
度
か
国
連
本
部
を
訪
れ
た
な

か
で
鐘
の
由
来
や
寄
贈
当
時
の

平
和
へ
の
思
い
な
ど
が
き
ち
ん

と
説
明
さ
れ
て
い
な
い
の
を
知

り
、
国
連
代
表
部
に
国
連
の
ガ

イ
ド
の
方
で
き
ち
ん
と
訪
問
者

に
説
明
を
す
る
よ
う
に
し
て
欲

し
い
と
い
う
申
し
入
れ
を
し
て

き
も
の
。
こ
れ
を
受
け
、
昨
年

12
月
国
連
代
表
部
川
村
泰
久
大

使
よ
り
国
連
広
報
局
に
対
し
、

平
和
の
鐘
の
案
内
に
つ
い
て
の

改
善
策
を
申
し
入
れ
た
。
そ
の

際
、
国
連
広
報
局
が
説
明
文
書

の
勝
活
用
を
提
案
、
日
英
両
語

に
よ
る
説
明
書
が
国
連
代
表
部

の
協
力
を
受
け
て
作
成
さ
れ
、

今
後
国
連
訪
問
者
の
説
明
に
役

立
て
ら
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。

記
載
文
章
（
日
本
語
）
は
次
の

通
り
。

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
の
国
連
本
部

の
ビ
ル
正
面
中
庭
に
あ
る
日
本

庭
園
。
そ
こ
に
あ
る
平
和
の
鐘

は
毎
年
９
月
の
国
連
総
会
に
合

わ
せ
歴
代
の
国
連
事
務
総
長
と

総
会
議
長
が
鐘
を
突
き
、
平
和

を
祈
念
す
る
恒
例
行
事
と
な
っ

て
い
る
。
国
連
公
式
ガ
イ
ド
ツ

ア
ー
で
最
初
に
案
内
さ
れ
る
場

所
と
し
て
も
知
ら
れ
る
が
、
そ

の
平
和
の
鐘
が
日
本
か
ら
寄
贈

さ
れ
た
こ
と
の
詳
細
な
経
緯
な

ど
に
つ
い
て
は
案
内
す
る
ガ
イ

ド
自
身
も
良
く
知
ら
な
い
の
が

現
状
だ
。
こ
の
鐘
の
由
来
を
国

連
に
訪
れ
る
世
界
か
ら
の
観
光

客
、
ま
た
案
内
す
る
ツ
ア
ー
ガ

イ
ド
自
身
に
も
周
知
す
る
た
め

の
説
明
書
が
こ
の
ほ
ど
作
ら

れ
、
近
く
日
本
政
府
国
連
代
表

部
を
通
じ
て
国
連
本
部
に
渡
さ

れ
る
。

こ
の
説
明
書
は
、
鐘
を
国
連

本
部
に
設
置
す
る
こ
と
に
尽
力

し
た
日
本
人
、
中
川
千
代
治

（
故
人
）
の
娘
で
、
現
在
父
親

の
遺
志
を
継
い
で
世
界
平
和
を

国
連
平
和
の
鐘

説
明
書
を
作
成

ツアーガイドのマニュアルに

鐘寄贈功労者の娘が要望

日本政府国連代表部動く

鐘
寄
贈
の
歴
史
き
ち
ん
と
伝
え
て

高瀬さん

海外年金相談センター

市川俊治

http://nenkinichikawa.org

E-mail: shunjiichikawa@gmail.com

〒162-0067

東京都新宿区富久町15番1-2711号

Tel&Fax 03-3226-3240

海
外
に
住
む
妻
は
国
民
年
金
が

受
給
で
き
な
く
な
る
っ
て
ホ
ン
ト
？

国
連
本
部
日
本
庭
園
に
あ
る
平
和
の
鐘

３
月
と
10
月
か
ら
開
始
す
る

陰
陽
五
行
論
ス
ク
ー
ル
・
フ
ォ

ー
・
リ
ー
ダ
ー
ス
の
事
前
説
明

会
「
フ
ァ
ー
ス
ト
ア
プ
ロ
ー
チ
」

が
23
日
（
水
）
午
後
６
時
30
か

ら
８
時
30
分
ま
で
、
Ｎ
Ｙ
日
系

人
会
館
（
西
45
丁
目
49
番
地
11

階
）
で
開
催
さ
れ
る
。
古
来
か

ら
リ
ー
ダ
ー
に
必
要
と
さ
れ
て

き
た
帝
王
学
と
、
そ
の
背
景
で

あ
る
陰
陽
五
行
論
に
基
づ
き
、

ビ
ジ
ネ
ス
リ
ー
ダ
ー
が
即
座
に

使
え
る
ビ
ジ
ネ
ス
上
で
の
問
題

解
決
技
法
や
人
間
関
係
に
お
け

る
改
善
方
法
な
ど
を
具
体
的
に

学
ぶ
。
　
参
加
費
は
30
ド
ル

（
当
日
現
金
に
て
支
払
う
）
。
誰

で
も
参
加
可
能
。
定
員
は
先
着

50
人
。
申
し
込
み
・
詳
細
は
ウ

ェ
ブ
サ
イ
トhttps://m

ikoto
-inc.com

/ny
-event/

参
照
。

◇
（
説
明
文
／
日
本
語
）
◇

国
連
平
和
の
鐘
と
は

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
国
連
本
部
に
あ
る
「
日
本
の
平
和
の
鐘
」
は
、

故
・
中
川
千
代
治
氏
が
１
９
５
４
年
６
月
に
日
本
国
際
連
合
協
会

を
通
じ
て
国
連
本
部
に
贈
呈
し
た
も
の
で
す
。
「
二
度
と
戦
争
を
し

て
は
い
け
な
い
」
と
い
う
確
固
た
る
思
い
を
胸
に
、
戦
争
の
悲
惨

さ
、
核
廃
絶
を
訴
え
て
世
界
を
回
り
、
ロ
ー
マ
法
王
か
ら
頂
い
た

金
貨
を
は
じ
め
60
余
か
国
の
大
使
か
ら
頂
い
た
コ
イ
ン
や
、
子
供

達
を
含
む
応
援
す
る
多
く
の
人
々
か
ら
頂
い
た
硬
貨
や
金
属
を
入

れ
て
鋳
造
し
た
も
の
で
あ
り
、
日
本
か
ら
国
連
に
贈
呈
さ
れ
た
唯

一
の
品
で
す
。
国
連
で
は
毎
年
国
際
平
和
デ
ー
に
各
国
代
表
出
席

の
も
と
、
国
連
事
務
総
長
が
世
界
平
和
を
祈
念
し
て
平
和
の
鐘
の

鐘
打
式
を
行
い
ま
す
。

世
界
絶
対
平
和
萬
歳
の
祈
り

「
平
和
の
鐘
」
に
刻
ま
れ
た
「
世
界
絶
対
平
和
萬
歳
」
の
文
字
と
撞

座
の
マ
ー
ク
は
、
世
界
が
絶
対
に
い
つ
ま
で
も
平
和
で
あ
っ
て
欲

し
い
と
い
う
千
代
治
の
強
い
願
い
で
す
。
撞
木
の
当
る
処
の
月
桂

樹
と
日
月
は
、
夫
婦
の
和
、
家
庭
の
和
、
家
族
的
世
界
の
和
を
示

し
て
い
ま
す
。
中
の
丸
は
太
陽
、
三
日
月
が
そ
れ
を
支
え
、
そ
の

周
り
を
平
和
の
象
徴
で
あ
る
月
桂
樹
が
囲
ん
で
い
ま
す
。
太
陽
は

男
性
を
、
月
は
女
性
を
意
味
し
て
い
ま
す
。

平
和
の
鐘
の
由
来
や
歴
史
に
つ
い
て

日
英
両
後
で
書
か
れ
た
説
明
書

陰
陽
五
行
論
講
座

23
日
に
Ｊ
Ａ
Ａ
で

https://peraichi.com/landing_pages/view/mikotonys
http://www.919usa.com
https://ibec-usa.com/
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●JASSI第14回ファンドレージングセミナー「犬の健康管理について
の正しい知識」＝1/18（金）18:30〜20:00 We Work Grand Central
(450 Lexington Ave. 4Fl) 参加費：＄20（当日現金、またはJASSI
宛て小切手）日米ソーシャルサービス（JASSI）が主催。獣医師の添
田晋吾さんが、飼い主が知っておくべきことを解説。定員30人。申し
込みはＥメールjassinyevent@gmail.comまで。●成人式「振袖レン
タル、着付け、写真撮影」＝ 1/20（日）Kimono
House（131 Thompson St）予約制、詳細は問い
合わせを。電話212-505-0232まで。●ＮＪ日本人
会「2019年新年名刺交換会・交流会」＝1/23（水）
19:00〜22:00　　Regina's Steakhouse （827
Teaneck Road, Teaneck, NJ 07666）参加費：$60（現金か小切手）
同州内在住の日本人、同州向けビジネス展開をする事業者が集う。６
月にNJ遠征試合を予定している高知ファイティング ドッグスの北古
味潤氏も参加。申し込み・問い合わせは電話201-424-7850 （吉岡さ
ん）またはＥメールinfo@jusanj.orgまで。●源氏物語連続講座「六条
院でロックンロール婚活就活ハンパないって！」＝1/24（木）18:00

〜19:00  天理文化協会（43A W.13rd St）Tel:212-645-2800 参加費:
$12（当日現金）ペース大学語学部教授の八幡真帆さんが月１回、古
典的名著を現代生活に置き換えて分かりやすく解説する。問い合わ
せ・申し込みはＥメールmyahata@pace.edu、または上記電話まで。
●ニューヨーク島根県人会「新年会・総会」＝1/25（金）18:30 梓レ
ストラン（3 E. 44th St.) 参加費：$50（飲食、税・チップ込み。当日

現金）希望者は1/22（火）までに氏名・人数・
連絡先を明記のうえ下記に申し込むこと。ラッフ
ル用の景品の持ち寄り推奨。申し込みは電話
917-755-8459（柏井さん）またはEメール
nyshimanekenjinkai@gmail.comまで。●骨盤

調整ヨガクラス＝1/31（木）10:00〜11:30　CRS White room（123
4th Ave.2nd Fl.）　参加費：$10　定員20人（先着順、先着10人ま
で無料）骨盤周りの筋肉をほぐし骨盤を調整しながら体全体の筋肉も
ほぐす。自宅で誰でもできる簡単なエクササイズを紹介。問い合わ
せ ・ 申 し 込 み は 電 話 201-280-6013ま た は Eメ ー ル
murai.yukiko@gmail.com（村井さん）まで。

www.nyseikatsu.comで詳報

一昨年で創立40周年を迎えたニューヨーク日系ラ
イオンズクラブは、地域社会や世界への貢献のため
さまざまな活動しています。

明けましておめでとうございます。今年も宜しく
お願い致します。

■ピンバッチデザインコンテスト
多数のご応募を頂き有難うございました。現在審査
中です。優秀デザインが決定次第ご報告申し上げま
す。
■ アイスクリーニング（眼の検査）
3月5日（火）ホワイトプレーンズ こどものくに幼稚
園にて。

技術の進歩によりポラロイドカメラのような検査
器で眼(視力)の異常を見つけることができます。生後
6か月から 6歳頃までに検査することをお薦めしてお
ります。

人数が集まりましたらイベントを企画しますし、
学校やコミュニティーに出向くことも可能です（無
料）。検査のご希望がございましたらご連絡下さい。
■ 第42回クラブ創立記念ディナーパーティー開催 
3月7日（木）The Yale Club of NYC $120/person
参加希望はEメール：rsvp@nyjalc.org
＊ボランティア活動を呼びかける際のメーリングリ
ストを作成致します。
不定期ではありますが、企画の都度皆さまにお声掛
けしてご参加頂けるようにしたいと考えております。
ご希望の方はご連絡下さい。

The New York Japanese-American Lions Club
www.nyjalc.org
info@nyjalc.org

ライオンズクラブの行事

日
産
自
動
車
の
前
会
長
、
カ

ル
ロ
ス
・
ゴ
ー
ン
被
告
（
64
）

が
11
日
、
会
社
法
の
特
別
背
任

罪
で
追
起
訴
さ
れ
た
。
ゴ
ー
ン

被
告
の
弁
護
人
は
東
京
地
裁
に

保
釈
を
請
求
し
た
が
、
11
日
付

Ｃ
Ｎ
Ｎ
は
、
保
釈
が
認
め
ら
れ

な
け
れ
ば
ゴ
ー
ン
被
告
は
来
年

ま
で
刑
務
所
に
い
る
か
も
し
れ

な
い
と
報
じ
た
。

同
日
付
ウ
ォ
ー
ル
ス
ト
リ
ー

ト
ジ
ャ
ー
ナ
ル
紙
も
「
自
白
し

な
け
れ
ば
（
日
本
は
）
何
も
し

な
い
」
と
の
ゴ
ー
ン
被
告
の
言

葉
を
タ
イ
ト
ル
に
し
、
「
無
罪

を
主
張
し
て
抵
抗
す
れ
ば
、
１

年
は
刑
務
所
に
い
る
だ
ろ
う
」

と
の
記
事
を
掲
載
し
た
。
ゴ
ー

ン
被
告
８
日
、
東
京
地
裁
で
開

か
れ
た
勾
留
理
由
開
示
手
続
き

の
た
め
に
出
廷
し
た
が
、
ま
っ

た
く
の
無
罪
と
主
張
し
て
い

る
。
東
京
地
裁
は
15
日
、
保
釈

を
認
め
な
い
決
定
を
し
た
。

追
起
訴
さ
れ
た
同
じ
11
日

に
、
フ
ラ
ン
ス
の
ル
モ
ン
ド
紙

な
ど
が
、
フ
ラ
ン
ス
司
法
当
局

が
東
京
五
輪
招
致
を
巡
る
贈
収

賄
疑
惑
で
日
本
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク

委
員
会
（
Ｊ
Ｏ
Ｃ
）
の
竹
田
恒

和
会
長
を
訴
追
す
る
手
続
き
を

開
始
し
た
こ
と
伝
え
た
。
こ
れ

に
ロ
シ
ア
の
Ｒ
Ｔ
ニ
ュ
ー
ス
が

「
報
復
か
？

日
産
前
会
長
が
告

発
さ
れ
た
の
と
同
じ
よ
う
に
、

フ
ラ
ン
ス
が
Ｊ
Ｏ
Ｃ
会
長
を
捜

査
」
、
中
国
の
新
華
社
が
「
フ

ラ
ン
ス
当
局
が
竹
田
氏
の
調
査

を
始
め
た
タ
イ
ミ
ン
グ
が
絶

妙
」
と
報
じ
た
。
根
拠
は
示
さ

れ
て
い
な
い
。
ネ
ッ
ト
上
で
は

「
ゴ
ー
ン
逮
捕
の
報
復
か
」
と

い
っ
た
見
方
が
広
ま
っ
て
い

る
。ゴ

ー
ン
被
告
の
妻
、
キ
ャ
ロ

ル
・
ゴ
ー
ン
さ
ん
は
14
日
、
夫

が
日
本
の
拘
置
所
で
「
過
酷
な

扱
い
」
を
受
け
て
い
る
と
し
て
、

国
際
人
権
団
体
ヒ
ュ
ー
マ
ン
・

ラ
イ
ツ
・
ウ
ォ
ッ
チ
に
書
簡
を

提
出
。
キ
ャ
ロ
ル
さ
ん
は
、

「
弁
護
士
の
立
会
い
な
し
に
、

検
察
が
自
白
を
引
き
出
そ
う
と

毎
日
数
時
間
に
わ
た
り
威
圧

し
、
叱
り
、
非
難
し
て
尋
問
し

て
い
る
」
と
書
い
て
い
る
。

海
外
メ
デ
ィ
ア
は

長
い
勾
留
に
批
判

ゴ
ー
ン
被
告
が
昨
年
11
月
19

日
、
東
京
地
検
特
捜
部
に
よ
り

金
融
商
品
取
引
法
違
反
（
有
価

証
券
報
告
書
の
虚
偽
記
載
）
の

疑
い
で
逮
捕
さ
れ
て
以
来
、
世

界
中
の
メ
デ
ィ
ア
が
こ
の
行
く

末
に
注
目
し
て
い
る
。
事
件
の

背
景
に
は
「
フ
ラ
ン
ス
大
手
ル

ノ
ー
と
の
経
営
統
合
に
反
対
す

る
日
産
社
内
勢
力
の
反
乱
」

（
ウ
ォ
ー
ル
ス
ト
リ
ー
ト
ジ
ャ

ー
ナ
ル
な
ど
）
が
あ
る
と
の
見

方
が
多
い
。
こ
れ
と
と
も
に
日

本
で
は
最
大
23
日
間
、
容
疑
者

を
勾
留
で
き
る
こ
と
に
批
判
的

な
報
道
も
相
次
い
だ
。
ル
モ
ン

ド
紙
が
「
弁
護
士
の
立
ち
会
い

な
し
で
の
取
り
調
べ
が
毎
日
続

く
」
、
ウ
ォ
ー
ル
ス
ト
リ
ー
ト

ジ
ャ
ー
ナ
ル
も
「
日
本
の
司
法

制
度
は
国
際
企
業
の
幹
部
で
な

く
『
ヤ
ク
ザ
』
に
こ
そ
ふ
さ
わ

し
い
」
な
ど
批
判
的
だ
。

東
京
地
検
特
捜
部
は
３
度
に

わ
た
り
逮
捕
す
る
な
ど
し
て
、

拘
留
は
長
期
化
。
東
京
地
検
の

久
木
元
伸
次
席
検
事
が
12
月
29

日
の
定
例
記
者
会
見
で
、
海
外

メ
デ
ィ
ア
か
ら
批
判
に
つ
い
て

「
国
ご
と
に
そ
れ
ぞ
れ
の
制
度

が
あ
り
、
自
分
の
国
と
違
う
か

ら
と
言
っ
て
簡
単
に
批
判
す
る

の
は
い
か
が
な
も
の
か
」
と
反

論
す
る
事
態
と
な
っ
た
。

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
タ
イ
ム
ズ
は

昨
年
12
月
30
日
、
ゴ
ー
ン
被
告

の
長
女
キ
ャ
ロ
ラ
イ
ン
さ
ん

（
31
）
ら
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
を

掲
載
。
キ
ャ
ロ
ラ
イ
ン
さ
ん
は

拘
置
所
で
の
過
酷
な
扱
い
で
父

親
が
「
９
キ
ロ
以
上
や
せ
た
こ

と
で
胸
を
痛
め
て
い
る
」
と
語

り
、
「
父
は
テ
ロ
リ
ス
ト
で
は

な
い
」
と
処
遇
改
善
を
訴
え
た
。
　

今
回
も
東
京
地
検
特
捜
部

は
、
勾
留
期
限
が
切
れ
る
11
日

に
追
起
訴
を
し
て
い
る
。

勾
留
長
期
化
へ

海
外
メ
デ
ィ
ア
批
判
高
ま
る

沖
縄
に
ル
ー
ツ
を
持
つ
ハ
ワ

イ
在
住
の
ロ
ブ
・
カ
ジ
ワ
ラ
さ

ん
が
７
日
、
沖
縄
の
辺
野
古
新

基
地
へ
の
土
砂
投
入
を
中
止
す

る
署
名
活
動
を
米
国
政
府
に
ア

ピ
ー
ル
す
る
た
め
、
ワ
シ
ン
ト

ン
Ｄ
Ｃ
の
ホ
ワ
イ
ト
ハ
ウ
ス
前

で
行
わ
れ
た
集
会
に
参
加
し

た
。
　

カ
ジ
ワ
ラ
さ
ん
は
、
ホ
ワ
イ

ト
ハ
ウ
ス
向
け
の
署
名
サ
イ
ト

「
ウ
ィ
・
ザ
・
ピ
ー
プ
ル
」
で

「
辺
野
古
米
軍
新
基
地
に
対
す

る
賛
否
を
問
う
沖
縄
県
民
投
票

が
２
月
24
日
に
実
施
さ
れ
る
の

を
待
た
ず
に
、
日
本
政
府
が
住

民
や
知
事
の
反
対
を
押
し
切
っ

て
進
め
て
い
る
工
事
を
中
止
し

て
ほ
し
い
」
と
大
統
領
に
訴
え

る
署
名
運
動
を
12
月
初
旬
に
始

め
た
。
活
動
開
始
か
ら
１
か
月

で
10
万
筆
に
達
す
れ
ば
ホ
ワ
イ

ト
ハ
ウ
ス
か
ら
何
ら
か
の
返
答

が
も
ら
え
る
と
い
う
署
名
運
動

で
、
元
ク
イ
ー
ン
の
ブ
ラ
イ
ア

ン
・
メ
イ
な
ど
全
世
界
の
芸
能

人
や
有
名
人
の
呼
び
か
け
も
加

わ
っ
て
勢
い
を
増
し
、
１
か
月

目
と
な
る
同
日
朝
に
は
19
万
筆

を
超
え
た
署
名
が
集
ま
っ
た
。

同
集
会
は
米
国
人
、
在
米
邦

人
、
沖
縄
県
系
人
で
構
成
さ
れ

る
「
Ｕ
Ｓ
Ａ
・
ス
タ
ン
ド
・
ウ

ィ
ズ
・
オ
キ
ナ
ワ
」
が
企
画
。

近
隣
住
民
だ
け
で
な
く
ニ
ュ
ー

ヨ
ー
ク
市
や
ミ
ネ
ソ
タ
州
な
ど

か
ら
駆
け
付
け
た
約
40
人
が
集

ま
り
、
「
署
名
運
動
に
応
え
て

く
だ
さ
い
」
と
い
う
内
容
の
横

断
幕
を
背
に
ア
ピ
ー
ル
し
た
。

ま
た
、
同
地
に
本
部
を
置
く
平

和
団
体
「
ワ
ー
ル
ド
・
ビ
ヨ
ン

ド
・
ウ
ォ
ー
」
や
「
平
和
を
求

め
る
退
役
軍
人
の
会
Ｖ
Ｆ
Ｐ
」

女
性
の
平
和
団
体
「
コ
ー
ド
ピ

ン
ク
」
が
共
催
団
体
と
し
て
参

加
し
た
。

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
沖
縄
県
人
会

顧
問
の
ト
ゥ
ー
シ
ー
て
い
子
さ

ん
は
、
「
日
本
全
体
に
あ
る
米

軍
基
地
の
う
ち
73
％
が
沖
縄
に

集
中
し
て
い
る
限
り
ア
メ
リ
カ

も
当
事
者
。
こ
の
署
名
運
動
を

通
し
て
、
ア
メ
リ
カ
は
ウ
チ
ナ

ン
チ
ュ
（
沖
縄
人
）
の
声
を
聞

か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
と
マ

イ
ク
を
握
り
訴
え
た
。
参
加
者

代
表
の
ス
ピ
ー
チ
が
続
い
た
後

に
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
か
ら
の
参

加
者
が
カ
ジ
ワ
ラ
さ
ん
と
三
線

に
合
わ
せ
て
沖
縄
舞
踊
を
披

露
。
ト
ゥ
ー
シ
ー
さ
ん
も
「
古

来
よ
り
ウ
チ
ナ
ン
チ
ュ
は
武
器

を
持
っ
て
相
手
を
攻
撃
し
な
い

と
い
う
平
和
の
文
化
を
も
っ
て

い
る
」
と
い
う
説
明
を
加
え
、

キ
レ
の
よ
い
空
手
の
舞
を
披
露

し
た
。

集
会
に
続
い
て
カ
ジ
ワ
ラ
さ

ん
は
多
く
の
メ
デ
ィ
ア
関
係
者

を
前
に
記
者
会
見
を
行
い
、
上

院
下
院
会
館
で
ハ
ワ
イ
州
選
出

の
日
系
議
員
メ
イ
ジ
ー
・
ヒ
ロ

ノ
議
員
ら
議
員
オ
フ
ィ
ス
を
訪

問
し
て
、
辺
野
古
基
地
問
題
を

辺
野
古
新
基
地
の
土
砂
投
入

ホ
ワ
イ
ト
ハ
ウ
ス
前
で
抗
議

ゴーン被告の保釈却下
勾
留
延
長
を
報
じ
る
15
日
付
Ｎ
Ｙ
タ
イ
ム
ズ
紙
電
子
版

議
会
で
取
り
上
げ
て
ほ
し
い

と
訴
え
た
。

同
活
動
へ
の
署
名
数
は
10

日
現
在
、
20
万
６
０
０
０
余

筆
。
ホ
ワ
イ
ト
ハ
ウ
ス
か
ら

回
答
を
得
ら
れ
る
ま
で
続
く
。

詳

細

は

https://petition
s.w

hite-
house.gov

を
参
照
。

（
長
島
志
津
子
、
写
真
提
供
も
）

第
８
回
「
ト
ゥ
ギ
ャ
ザ
ー
・

フ
ォ
ー
・
３
・
11

東
日
本
大

震
災
追
悼
式
典
」
が
３
月
10
日

（
日
）
午
後
４
時
45
分
か
ら
、

ア
ッ
パ
ー
ウ
エ
ス
ト
サ
イ
ド
に

あ
る
教
会
フ
ァ
ー
ス
ト
チ
ャ
ー

チ
・
オ
ブ
・
ク
ラ
イ
ス
ト
・
サ

イ
エ
ン
テ
ィ
ス
ト
（
西
68
丁
目

10
番
地
）
で
開
催
さ
れ
る
。

追
悼
式
典
で
は
、
在
ニ
ュ
ー

ヨ
ー
ク
日
本
国
総
領
事
・
大
使

の
山
野
内
勘
二
氏
、
宮
城
県
知

事
の
村
井
嘉
浩
氏
（
ビ
デ
オ
出

演
）
、
岩
手
県
釜
石
リ
ー
ジ
ョ

ナ
ル
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
協
議

会
（
釜
援
隊
）
の
手
塚
さ
や
香

氏
（
ビ
デ
オ
出
演
）
、
宮
城
県

名
取
市
ユ
リ
ア
ゲ
語
り
部
の

三
浦
七
海
氏
、
福
島
県
相
馬

市
み
な
と
保
育
園
（
ビ
デ
オ

出
演
）
な
ど
の
挨
拶
の
ほ
か
、

風
の
環
少
年
少
女
合
唱
団
が

歌
を
披
露
す
る
。
司
会
は
ト

ゥ
ギ
ャ
ザ
ー
・
フ
ォ
ー
・

３
・
11
代
表
の
Ａ
Ｋ
・
ア
ケ

ミ
カ
キ
ハ
ラ
。

入
場
無
料
（
任
意
寄
付
制
）
。

収
益
の
す
べ
て
が
在
ニ
ュ
ー

ヨ
ー
ク
日
本
総
領
事
館Japan

E
arth

qu
ak

e
R

elief
F

und

、
ジ
ャ
パ
ン
・
ソ
サ
エ

テ
ィ
ー
な
ど
を
通
し
て
東
日

本
大
震
災
、
お
よ
び
九
州
・

熊
本
震
災
の
被
災
地
支
援
へ

送
ら
れ
る
。
イ
ベ
ン
ト
の
問

い

合

わ

せ

は

Ｅ

メ

ー

ル

togetherfor311@
gm

ail.c
om

ま
で
。
詳
細
は
フ
ェ
イ
ス

ブ
ッ
ク
ペ
ー
ジw

w
w

.face
b

o
o

k
.c

o
m

/e
v

e
n

ts
/

201893520741130/

を
参

照
。

東
日
本
大
震
災
追
悼
式
典

ト
ゥ
ギ
ャ
ザ
ー
・
フ
ォ
ー
３
・
11

３
月
10
日
に
ウ
エ
ス
ト
サ
イ
ド
教
会
で

http://hinomaru-limo.com
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ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
の
日
本
人
社

会
の
草
創
期
を
紹
介
す
る
書
籍

を
ま
と
め
た
歴
史
学
者
の
ダ
ニ

エ
ル
・
Ｈ
・
イ
ノ
ウ
エ
博
士
が

26
日
（
土
）
午
後
１
時
か
ら
３

時
ま
で
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
日
系

人
会
（
Ｊ
Ａ
Ａ
＝
西
45
丁
目
49

番
地
11
階
）
で
出
版
記
念
講
演

を
行
う
。
講
演
は
英
語
。
講
演

会
の
後
、
サ
イ
ン
会
が
あ
る
。

イ
ノ
ウ
エ
氏
は
３
年
前
か
ら

コ
ロ
ン
ビ
ア
大
学
な
ど
で
教

鞭
を
取
る
気
鋭
の
歴
史
学
者
。

昨

年

11

月

に

刊

行

さ

れ

た

『D
istan

t
Islan

d
s: th

e
Jap

an
ese

A
m

erican
C

o
m

m
u

n
ity

in
N

ew
Y

o
rk

, 
1

8
7

6
-1

9
3

0
s

』

（U
n

iv
ersity

P
ress

o
f

C
olorado

）
は
３
６
０
ペ
ー

ジ
に
及
ぶ
大
著
で
、
イ
ノ
ウ
エ

氏
が
取
り
組
む
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク

日
本
人
社
会
の
歴
史
を
ひ
も
と

く
３
部
作
の
第
１
冊
目
。
本
書

で
は
、
１
８
７
６
年
か
ら
１
９

３
０
年
代
に
焦
点
を
当
て
、
Ｊ

Ａ
Ａ
の
創
設
者
で
あ
る
高
見
豊

彦
医
師
や
日
本
ク
ラ
ブ
創
設
者

で
あ
る
科
学
者
で
実
業
家
の
高

峰
譲
吉
博
士
、
現
在
の
日
本
食

料
店
「
片
桐
」
の
よ
う
に
小
売

業
を
始
め
た
人
、
労
働
者
、
学

生
な
ど
、
当
時
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

ー
を
形
成
し
て
い
た
人
々
の
多

様
な
社
会
経
済
的
背
景
や
ラ
イ

フ
ス
ト
ー
リ
ー
を
綴
る
。
そ
し

て
、
日
本
人
社
会
を
開
拓
し
た

人
た
ち
の
人
間
性
に
迫
る
。

西
海
岸
に
移
り
住
ん
だ
日
本

人
の
歴
史
は
広
く
知
ら
れ
て
い

る
が
、
本
書
は
お
そ
ら
く
初
め

て
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
の
草
創
期

の
日
本
人
社
会
を
紹
介
し
た
研

究
書
と
し
て
注
目
さ
れ
る
。

入
場
無
料
、
要
予
約
。
同
講

演
で
は
特
別
割
引
35
ド
ル
（
上

製
本
49
ド
ル
）
で
販
売
す
る
。

予
約
は
電
話
２
１
２
・
８
４

０
・
６
９
４
２
、
ま
た
は
Ｅ
メ

ー
ルinfo@

jaany
.org

か
ら
。

出版記念講演会

D・H・イノウエ博士

26日にJAAで

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
市
教
育
局
は

４
日
、
昨
年
12
月
に
公
募
し
た

公
立
校
に
通
う
生
徒
た
ち
の
意

見
を
代
表
す
る
「
ス
テ
ュ
ー
デ

ン
ト
・
ボ
イ
ス
・
マ
ネ
ー
ジ
ャ

ー
」
の
職
務
に
、
12
月
19
日
ま

で
に
約
３
５
０
人
の
応
募
が
あ

っ
た
と
報
告
し
た
。

リ
チ
ャ
ー
ド
・
カ
ラ
ン
ザ
同

局
長
は
「
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
市
で

の
就
任
初
日
か
ら
、
学
生
た
ち

の
熱
意
と
知
性
、
成
熟
度
に
衝

撃
を
受
け
た
。
彼
ら
の
意
見
を

取
り
入
れ
る
こ
と
は
教
育
制
度

の
平
等
化
、
統
合
に
不
可
欠
で

あ
る
」
と
し
、
学
生
代
表
者
の

役
職
を
新
た
に
設
置
し
た
。
年

収
は
７
万
ド
ル
で
、
選
任
さ
れ

た
学
生
代
表
者
は
、
同
市
内
の

各
校
の
代
表
者
た
ち
と
話
し
合

い
、
協
力
し
な
が
ら
人
種
差
別

問
題
や
学
校
方
針
に
関
す
る
意

見
を
収
集
し
、
同
市
当
局
に
報

告
す
る
。
同
局
に
よ
る
と
、
候

補
者
の
選
択
に
は
学
生
た
ち
に

も
参
加
し
て
も
ら
う
と
い
う
。

同
市
公
立
校
は
近
年
、
人
種

差
別
や
校
内
の
警
察
官
の
関
わ

り
、
不
平
等
な
援
助
な
ど
多
く

の
問
題
を
抱
え
て
い
る
。
同
市

内
で
は
、
テ
ィ
ー
ン
・
テ
イ

ク
・
チ
ャ
ー
ジ
や
イ
ン
テ
グ
レ

ー
ト
Ｎ
Ｙ
Ｃ
、
フ
ェ
ア
・
プ
レ

イ
・
コ
ー
リ
シ
ョ
ン
、
ア
ー
バ

ン
・
ユ
ー
ス
・
コ
ラ
ボ
レ
ー
テ

ブ
な
ど
学
生
主
宰
の
団
体
が
す

で
に
、
デ
モ
や
メ
デ
ィ
ア
を
通

し
て
、
意
見
を
聞
い
て
も
ら
お

う
と
動
き
出
し
て
お
り
、
カ
ラ

ン
ザ
同
局
長
も
彼
ら
の
役
割
の

強
化
を
表
明
し
て
い
る
。

学
生
の
声
を
行
政
に

Ｎ
Ｙ
教
育
局
に
応
募
３
５
０
人

全
日
空
が
大
坂
な
お
み
と

ス
ポ
ン
サ
ー
契
約

全
日
空
（
Ａ
Ｎ
Ａ
）
は
、
プ

ロ
テ
ニ
ス
プ
レ
ー
ヤ
ー
の
大
坂

な
お
み
選
手
と
の
ス
ポ
ン
サ
ー

契
約
締
結
を
発
表
し
た
。

大
坂
選
手
は
１
９
９
７
年
、

大
阪
生
ま
れ
の
21
歳
。
昨
年
８

月
、
全
米
オ
ー
プ
ン
で
日
本
人

初
と
な
る
女
子
シ
ン
グ
ル
ス
で

の
優
勝
を
果
た
し
、
世
界
ラ
ン

キ
ン
グ
４
位
と
な
り
活
躍
を
続

け
て
い
る
。
ま
た
世
界
一
を
目

指
し
て
挑
戦
す
る
姿
勢
や
プ
レ

ー
ス
タ
イ
ル
、
温
か
み
の
あ
る

飾
ら
な
い
人
柄
な
ど
、
大
坂
選

手
は
世
界
中
の
人
々
を
惹
き
つ

け
て
い
る
。
Ａ
Ｎ
Ａ
は
大
坂
選

手
が
常
に
最
高
の
コ
ン
デ
ィ
シ

ョ
ン
で
試
合
に
臨
む
こ
と
が
で

き
る
よ
う
に
快
適
な
フ
ラ
イ
ト

を
は
じ
め
と
し
た
遠
征
の
サ
ポ

ー
ト
を
行
っ
て
い
く
。

大
坂
選
手
は
、
「
シ
ー
ズ
ン

を
通
し
て
移
動
が
多
い
の
で
す

が
、
好
き
だ
っ
た
航
空
会
社
が

ス
ポ
ン
サ
ー
と
な
り
心
強
い
で

す
。
Ａ
Ｎ
Ａ
と
と
も
に
世
界
で

益
々
活
躍
で
き
る
よ
う
頑
張
り

ま
す
の
で
、
引
き
続
き
の
応
援

を
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま

す
」
と
コ
メ
ン
ト
し
て
い
る
。

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
新
潟
県
人
会

（
大
坪
賢
次
会
長
）
は
10
日
、
日

本
ク
ラ
ブ
で
創
立
30
周
年
記
念

と
新
潟
日
報
国
際
交
流
拠
点
開

設
８
周
年
を
記
念
し
た
式
典
と

祝
賀
新
年
会
を
日
本
ク
ラ
ブ
で

開
催
し
た
。

当
日
は
、
新
潟
県
産
品
を
売

り
込
む
Ｐ
Ｒ
の
た
め
に
来
米
し

た
花
角
英
世
知
事
や
小
田
敏
三

新
潟
日
報
社
長
、
大
橋
武
紀
新

潟
総
合
テ
レ
ビ
社
長
、
平
辰
東

京
新
潟
県
人
会
名
誉
会
長
、
川

村
敏
夫
東
京
新
潟
県
人
会
常
任

顧
問
ら
日
本
か
ら
の
来
米
者
、

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
総
領
事
の
山
野

内
勘
二
大
使
ら
80
人
余
り
が
出

席
し
た
。
県
知
事
か
ら
県
人
会

30
周
年
の
お
祝
い
に
大
き
な
バ

ナ
ー
が
プ
レ
ゼ
ン
ト
さ
れ
た
。

エ
ン
タ
ー
テ
イ
ン
メ
ン
ト
で

は
ブ
レ
ー
ク
ダ
ン
ス
の
中
澤
利

彦
、
タ
ヒ
チ
ア
ン
ダ
ン
ス
の
小

川
原
七
穂
、
三
味
線
の
小
林
史

佳
、
ピ
ア
ノ
の
三
原
有
利
加
ら

新
潟
県
出
身
の
エ
ン
タ
ー
テ
イ

ナ
ー
が
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
を
披

露
し
て
喝
采
を
浴
び
た
。

NY新潟県人会
30周年

新潟日報NY国際
交流拠点8周年

明
治
〜
戦
前
の
日
本
人

Ｎ
Ｙ
日
本
人
社
会
の
草
創
期
を
浮
き
彫
り
に

https://www.takenakapartners.com/
http://www.terailaw.com
http://rblpartners.com/
https://sanyonewyork.com/
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納

税

者

はS
tan

d
ard

D
eduction

ま
た
はItem

ized
D
eductions

の
控
除
方
式
の

う
ち
い
ず
れ
か
を
選
択
し
て
税

金
計
算
を
行
い
ま
す
。
２
０
１

７
年
ま
で
は
、
州
・
市
の
所
得

税
や
固
定
資
産
税
、
動
産
税
な

ど
の
諸
税
金
は
、
金
額
に
関
わ

り
な
く
全
額
が
項
目
別
控
除
の

一
つ
と
し
て
控
除
が
認
め
ら
れ

て
き
ま
し
た
。
住
宅
所
有
者
が

支
払
う
固
定
資
産
税
は
、
住
宅

ロ
ー
ン
支
払
利
子
と
並
ん
で
、

住
宅
減
税
を
達
成
す
る
た
め
の

控
除
項
目
と
し
て
大
き
く
役
立

っ
て
き
ま
し
た
。
２
０
１
８
年

か
ら
諸
税
金
の
控
除
額
と
し
て

１
万
ド
ル
の
上
限
額
が
設
定
さ

れ
ま
し
た
。
こ
の
こ
と
は
実
質

的
に
固
定
資
産
税
控
除
の
否
認

を
意
味
し
ま
す
。

項
目
別
控
除
の
一
つ
と
し
て

認
め
ら
れ
て
き
た
勤
務
活
動
経

費
控
除
、
お
よ
び
、
投
資
関
連

経
費
控
除
が
あ
り
ま
す
。
調
整

総
所
得
の
２
％
足
切
制
限
対
象

の
経
費
で
す
。
こ
れ
ら
経
費
控

除
が
２
０
１
８
年
か
ら
撤
廃
と

な
り
ま
し
た
。
給
与
所
得
者
が

勤
務
活
動
の
一
環
と
し
て
雇
用

主
の
た
め
に
支
出
し
た
経
費

で
、
会
社
か
ら
の
返
済
額
を
超

過
し
た
金
額
が
控
除
の
対
象
と

な
っ
て
い
ま
し
た
。
以
下
、
否

認
さ
れ
る
経
費
の
例
で
す
。
出

張
旅
費
、
交
通
費
、
交
際
費
、

贈
答
品
費
、
組
合
費
、
職
業
団

体
会
員
費
、
文
房
具
・
消
耗
品

な
ど
の
費
用
、
専
門
雑
誌
、
職

業
新
聞
購
読
料
、
勤
務
関
係
教

育
費
、
自
宅
用
事
務
所
経
費
。

さ
ら
に
、
投
資
顧
問
料
、
投
資

管
理
手
数
料
、
投
資
相
談
料
、

税
務
申
告
書
作
成
手
数
料
な
ど

も
控
除
撤
廃
で
す
。

こ
の
よ
う
に
、
２
０
１
８
年

の
申
告
か
ら
ト
ラ
ン
プ
大
統
領

に
よ
る
税
制
改
正
の
影
響
が
鮮

明
に
感
じ
ら
れ
ま
す
。

（
大
島
襄
／
米
国
公
認
会
計
士
）

項
目
別
控
除
の
制
限

701

新潟を売り込む

新
潟
県
は
、
11
日
地
元
産
品

の
試
食
会
を
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
市

内
で
開
催
し
、
花
角
英
世
知
事

が
、
昨
年
６
月
に
就
任
以
来
初

め
て
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
を
訪
れ

た
。
会
場
と
な
っ
た
パ
ー
ク
街

26
丁
目
の
レ
ス
ト
ラ
ン
「
パ
ー

ク
ア
ベ
ニ
ュ
ー
・
ウ
イ
ン
タ

ー
」
に
は
新
潟
県
か
ら
「
八
海

山
」
や
「
久
保
田
」
を
は
じ
め

と
す
る
県
内
の
酒
蔵
11
社
の
23

銘
柄
の
日
本
酒
や
、
チ
タ
ン
加

工
技
術
で
米
国
に
進
出
し
た
ホ

リ
エ
が
カ
ラ
フ
ル
な
ぐ
い
飲
み

や
ビ
ー
ル
の
チ
タ
ン
製
コ
ッ
プ

を
並
べ
た
。
（
１
面
に
記
事
）

ま
た
雪
室
と
い
う
雪
を
使
っ

た
伝
統
的
な
新
潟
県
の
冷
蔵
方

法
を
経
て
熟
成
さ
れ
た
醤
油
な

ど
の
食
品
や
対
米
進
出
を
計
画

中
の
和
牛
、
グ
ル
テ
ン
フ
リ
ー

の
麺
類
な
ど
の
紹
介
を
株
式
会

社
ウ
オ
シ
ョ
ウ
が
出
展
し
た
。

醤
油
な
ど
一
部
の
商
品
は
既
に

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
共
同
貿
易
を
通

じ
て
米
国
内
で
販
売
さ
れ
て
い

る
と
い
う
。
宇
尾
野
隆
社
長
は

米
国
で
認
可
待
ち
の
和
牛
を

「
早
く
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
の
皆
さ

ん
に
味
わ
っ
て
い
た
だ
き
た

お
」
と
語
っ
た
。

当
日
は
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
の
食

品
関
係
者
、
シ
ェ
フ
な
ど
報
道

関
係
者
も
含
め
て
１
０
０
人
余

り
が
来
場
し
て
賑
わ
っ
た
。

当
日
は
、
同
レ
ス
ト
ラ
ン
料

理
長
の
ゼ
ー
ン
・
フ
リ
ン
さ
ん

が
新
潟
の
食
材
を
使
っ
た
創
作

料
理
を
振
舞
っ
た
。
フ
リ
ン
さ

ん
は
、
昨
年
夏
に
新
潟
県
の

「
バ
イ
ヤ
ー
招
へ
い
事
業
」
で

訪
日
し
て
お
り
、
新
潟
県
の
食

材
な
ど
に
つ
い
て
学
ん
だ
と
い

う
。
花
角
知
事
は
、
ス
ラ
イ
ド

を
つ
か
っ
て
春
夏
秋
冬
の
美
し

い
新
潟
の
四
季
が
生
み
出
す
自

然
の
恵
み
や
、
雪
を
つ
か
っ
て

か
ん
干
し
し
た
、
か
ん
ず
り
の

製
法
な
ど
を
紹
介
。
会
場
を
ま

わ
り
な
が
ら
、
日
本
酒
の
コ
ー

ナ
ー
で
は
、
来
場
者
と
日
本
酒

を
酌
み
交
わ
す
場
面
も
あ
っ

た
。知

事
は
「
今
日
は
一
般
の
消

費
者
で
は
な
く
バ
イ
ヤ
ー
が
中

心
な
の
で
、
ま
ず
は
知
っ
て
い

た
だ
き
、
そ
し
て
広
く
多
く
の

人
に
提
供
し
て
い
た
だ
き
た

い
。
新
潟
の
米
は
生
産
高
で
ト

ッ
プ
、
高
く
評
価
さ
れ
て
い
る
、

ま
た
県
内
に
は
89
の
酒
蔵
が
あ

り
お
米
と
日
本
酒
は
新
潟
の
食

文
化
を
支
え
て
い
る
」
と
Ｐ
Ｒ

し
た
。

新
潟
県
燕
市
に
本
社
を
置
く

ホ
リ
エ
は
昨
年
12
月
に
ニ
ュ
ー

ヨ
ー
ク
事
務
所
を
開
設
し
た
ば

か
り
で
、
同
日
午
前
、
花
角
知

事
が
新
設
さ
れ
た
事
務
所
を
表

敬
訪
問
し
、
同
県
か
ら
ニ
ュ
ー

ヨ
ー
ク
に
進
出
を
果
た
し
た
同

社
の
社
長
、
堀
江
拓
尓
社
長
を

激
励
し
た
。

Ｎ
Ｙ
で
県
産
品
Ｐ
Ｒ

花
角
県
知
事
陣
頭
に

ト
ラ
ン
プ
政
権
下
の

移
民
政
策
を
探
る

日
本
貿
易
振
興
機
構
（
ジ
ェ

ト
ロ
）
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
事
務
所

は
31
日
（
木
）
午
後
４
時
か
ら
、

「
ト
ラ
ン
プ
政
権
下
の
移
民
政

策
最
新
動
向
〜
最
近
の
ビ
ザ
審

査
傾
向
や
政
府
監
査
の
ト
レ
ン

ド
〜
」
と
題
し
た
米
国
法
務
ウ

ェ
ビ
ナ
ー
（
オ
ン
ラ
イ
ン
セ
ミ

ナ
ー
）
を
開
催
す
る
。

講
師
は
Ｒ
Ｂ
Ｌ
・
パ
ー
ト
ナ

ー
ス
・
Ｐ
Ｌ
Ｌ
Ｃ
の
ボ
ア
ズ
麗

奈
弁
護
士
。
米
国
で
ビ
ジ
ネ
ス

を
行
っ
て
い
る
、
ま
た
は
こ
れ

か
ら
米
国
へ
の
進
出
を
検
討
し

て
い
る
企
業
を
対
象
に
、
ト
ラ

ン
プ
政
権
下
で
の
移
民
政
策
の

最
新
動
向
に
つ
い
て
、
最
近
の

ビ
ザ
審
査
の
傾
向
や
政
府
監
査

の
ト
レ
ン
ド
な
ど
を
中
心
に
解

説
す
る
。
視
聴
方
法
は
パ
ソ
コ

ン
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
、
タ
ブ

レ
ッ
ト
等
、
自
身
の
オ
ン
ラ
イ

ン
端
末
か
ら
ア
ク
セ
ス
す
る
。

参
加
無
料
、
要
事
前
申
し
込

み
。
定
員
５
０
０
人
。
問
い
合

わ
せ
は
電
話
２
１
２
・
９
９

７
・
０
４
３
６
、
Ｅ
メ
ー
ル

rept3@
jetro.go.jp

（
ロ
ッ
ド

マ
ン
さ
ん
、
沖
本
さ
ん
）
ま
で
。

希

望

者

は

ウ

ェ

ブ

サ

イ

ト

https://attendee.gotow
eb

in
a
r.c

o
m
/
re

g
is
te
r/

7404911041868602115

か
ら
申
し
込
む
。

ジ
ェ
ト
ロ
Ｎ
Ｙ
事
務
所

31
日
に
ビ
ザ
セ
ミ
ナ
ー

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
日
本
商
工
会

議
所
は
18
日
（
金
）
正
午
か
ら

３
時
ま
で
、
恒
例
の
新
春
討
論

会
を
日
本
ク
ラ
ブ
の
ロ
ー
ズ
ル

ー
ム
（
西
57
丁
目
１
４
５
番
地

２
階
）
で
開
催
す
る
。
タ
イ
ト

ル
は
「
２
０
１
９
年
へ
の
期
待

ト
ラ
ン
プ
政
権
と
日
米
政
治
・

経
済
／
ア
ジ
ア
情
勢
」
。
米
国

で
は
年
初
か
ら
政
府
機
関
が
閉

鎖
、
貿
易
摩
擦
も
先
行
不
透
明

で
、
株
式
市
場
は
大
荒
れ
大
変

動
と
な
っ
て
い
る
。
政
治
外
交

と
経
済
・
ビ
ジ
ネ
ス
の
側
面
か

ら
、
各
界
を
代
表
す
る
パ
ネ
リ

ス
ト
が
ビ
ジ
ネ
ス
の
展
望
を
予

測
す
る
。
討
論
会
は
日
本
語
で

行
わ
れ
る
。

パ
ネ
リ
ス
ト
は
、
雨
宮
愛
知

氏
（
ノ
ム
ラ
・
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ

ー
ズ
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
シ

ニ
ア
エ
コ
ノ
ミ
ス
ト
）
、
中
山

俊
宏
氏
（
慶
応
義
塾
大
学
総
合

政
策
学
部
・
教
授
）
、
篠
崎
眞

睦
氏
（
米
国
三
井
物
産
エ
グ
ゼ

ク
テ
ィ
ブ
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
）
、

山
崎
一
民
氏
（
ワ
シ
ン
ト
ン
・

ウ
ォ
ッ
チ
誌
編
集
長
）
、
津
山

恵
子
氏
（
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
）
。

モ
デ
レ
ー
タ
ー
は
篠
原
洋
一
氏

（
日
本
経
済
新
聞
社
米
州
編
集

総
局
長
）
。

参
加
費
（
ラ
ン
チ
込
み
）
は

会
員
１
０
０
ド
ル
、
一
般
１
５

０
ド
ル
、
学
生
50
ド
ル
。
問
い

合
わ
せ
は
電
話
２
１
２
・
２
４

６

・

８

０

０

１

、

詳

細

は

w
w
w
.jcciny.org

を
参
照
。

Ｎ
Ｙ
日
商
新
春
討
論
会

日
米
ア
ジ
ア
情
勢

ニューヨークにショールームを構えたばかりのホリエのブースで

訪日経験のあるシェフ長、フリンさん（右）と花角知事

https://michaeldunnlaw.com
http://www.hkateadvisors.com
http://www.nikkeius.com
http://saitama-shintoshin.or.jp
http://villagewellusa.com
http://www.rostamilaw.com
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LIVING in USA
米国の住まいを豊かにするページ：住居から考察するNYライフスタイル

木枯らしの季節はもうすぐ。寒くなる前
に暖炉やヒーターの煙突の点検は毎年したい。
音も匂いもしない一酸化炭素は台所のガズ漏
れ並みに危険。寝ている間に死亡する。暖炉
のある居間、子供部屋、寝室、ボイラーのあ
る地下室に各１個の一酸化炭素探知機を設置
しておくと安心だ。コンセントに差し込むタ
イプで停電になっても電池がバックアップす
る。メーターで一酸化炭素の濃度を敏感に表
示。数字が15以上になったら危険。窓を開け
てすぐ業者に相談を。
Kidde Plug-in Carbon Monoxide with 9V
battery Backup and Digital Display
$39.97
www.amazon.com

一酸化炭素中毒を防ぐ必需品

マ
ン
ハ
ッ
タ
ン
で
は
絶
対
に
得
ら
れ
な
い
、
ア
メ

リ
カ
ら
し
い
ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
な
居
住
空
間
を
望
む
な

ら
、
郊
外
の
一
戸
建
て
が
い
い
。

ウ
エ
ス
ト
チ
ェ
ス
タ
ー
の
ハ
ド
ソ
ン
川
の
絶
景
を

楽
し
め
る
町
と
し
て
古
く
か
ら
知
ら
れ
て
い
る
ア
ー

ビ
ン
ト
ン
。
グ
ラ
ン
ド
セ
ン
ト
ラ
ル
駅
か
ら
メ
ト
ロ

ノ
ー
ス
鉄
道
の
ハ
ド
ソ
ン
ラ
イ
ン
で
約
40
分
。
マ
ン

ハ
ッ
タ
ン
に
通
う
な
ら
風
光
明
美
な
四
季
お
り
お
り

の
川
沿
い
の
景
色
を
眺
め
な
が
ら
通
勤
で
き
る
と
い

う
贅
沢
な
場
所
だ
。
治
安
、
学
校
区
と
も
に
良
好
と

の
定
評
が
あ
る
。

写
真
の
家
は
、
レ
ン
タ
ル
で
、
５
寝
室
、
バ
ス
ル

ー
ム
が
３
つ
半
。
３
５
０
０
平
方
フ
ィ
ー
ト
あ
る
大

型
の
コ
ン
テ
ン
ポ
ラ
リ
ー
ス
タ
イ
ル
の
家
。
リ
ビ
ン

グ
ル
ー
ム
の
天
井
も
と
て
も
高
く
、
玄
関
を
入
る
と

あ
っ
と
驚
く
解
放
感
が
あ
る
。
キ
ッ
チ
ン
改
装
済
み
。

２
台
収
容
の
車
庫
、
全
館
冷
暖
房
、
デ
ッ
キ
、
フ
ィ

ニ
ッ
シ
ュ
し
て
あ
る
地
下
ス
ペ
ー
ス
も
大
変
広
い
。

フ
ァ
ミ
リ
ー
ル
ー
ム
が
二
つ
あ
り
、
本
当
に
広
々
し

た
物
件
だ
。
「
ア
メ
リ
カ
に
い
る
間
に
こ
そ
」
と
言

い
た
く
な
る
よ
う
な
ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
な
物
件
だ
。

家
賃
は
６
０
０
０
ド
ル
。
マ
ン
ハ
ッ
タ
ン
の
新
築

ア
パ
ー
ト
で
同
じ
値
段
を
出
し
て
も
、
こ
れ
だ
け
の

開
放
感
と
環
境
は
、
ま
ず
手
に
入
れ
ら
れ
な
い
。

問
い
合
わ
せ
先：

電
話
９
１
４
・
９
２
１
・
１
６

１
６
、
　
Ｅ
メ
ー
ル
　info@

shoenrealty.com

、

古
旗
（
こ
ば
た
）
修
さ
ん
。

（
写
真
提
供
・
荘
園
不
動
産
）

ア
メ
リ
カ
ら
し
い
広
々
と
し
た
家
に
住
む

グ
リ
ニ
ッ
チ
は
、
コ
ネ
テ

ィ
カ
ッ
ト
州
フ
ェ
ア
フ
ィ
ー

ル
ド
郡
南
西
端
海
岸
に
位
置

す
る
町
。
人
口
は
約
６
万
人
。

域
内
に
は
ヘ
ッ
ジ
フ
ァ
ン
ド

な
ど
金
融
サ
ー
ビ
ス
の
会
社

が
多
い
。

グ
リ
ニ
ッ
チ
は
コ
ネ
テ
ィ

カ
ッ
ト
州
の
最
南
端
か
つ
最

西
端
に
あ
り
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー

ク
市
マ
ン
ハ
ッ
タ
ン
の
グ
ラ

ン
ド
・
セ
ン
ト
ラ
ル
駅
か
ら
、

急
行
列
車
で
38
分
強
の
位
置

に
あ
る
。
２
０
０
５
年
７
月
、

Ｃ
Ｎ
Ｎ
の
雑
誌
『
マ
ネ
ー
』

が
、
米
国
で
住
み
た
い
場
所

１
０
０
傑
の
第
１
位
に
グ
リ

ニ
ッ
チ
を
挙
げ
た
。
06
年
の

『
マ
ネ
ー
』
で
も
「
最
大
の
稼

ぎ
手
」
分
類
で
第
１
位
に
挙

げ
て
い
た
。
グ
リ
ニ
ッ
チ
の

名
前
は
イ
ギ
リ
ス
の
ロ
ン
ド

ン
、
グ
リ
ニ
ッ
チ
・
ロ
ン
ド

ン
特
別
区
か
ら
取
ら
れ
た
。

全
日
制
の
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク

日
本
人
学
校
も
こ
の
町
に
あ

る
。
ウ
エ
ス
ト
チ
ェ
ス
タ
ー

地
区
か
ら
は
日
本
人
学
校
行

き
の
ス
ク
ー
ル
バ
ス
も
運
行

さ
れ
て
い
る
。
日
系
学
習
塾

大
手
も
こ
こ
に
集
中
し
て
お

り
、
帰
国
中
学
受
験
、
高
校

受
験
、
大
学
受
験
を
め
ざ
す

日
本
人
生
徒
が
多
く
通
っ
て

い
る
。
日
系
食
料
品
店
も
あ

り
、
治
安
は
よ
く
、
米
国
の

中
で
も
最
も
富
裕
層
が
住
む

地
域
の
代
表
的
な
町
。

町
の
歴
史
は
米
国
の
中
で

も
古
い
方
で
、
グ
リ
ニ
ッ
チ

の
町
は
１
６
４
０
年
に
設
立

さ
れ
た
。
設
立
者
の
１
人
に

エ

リ

ザ

ベ

ス

・

フ

ォ

ー

ン

ズ
・
ウ
ィ
ン
ス
ロ
ッ
プ
が
お

り
、
マ
サ
チ
ュ
ー
セ
ッ
ツ
湾

植
民
地
設
立
者
か
つ
総
督
だ

っ
た
ジ
ョ
ン
・
ウ
ィ
ン
ス
ロ

ッ
プ
の
義
理
の
娘
だ
っ
た
。

１
６
６
５
年
３
月
11
日
、
タ

ウ
ン
シ
ッ
プ
と
な
っ
た
。

ロ
ー
カ
ル
沿
線
巡
り

富
裕
層
多
い
コ
ネ
テ
ィ
カ
ッ
ト
州
グ
リ
ニ
ッ
チ

https://www.redacinc.com/
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２
０
１
９
年
、
日
本
で
は
平

成
31
年
の
お
正
月
で
す
。
し
か

し
、
今
年
の
日
本
は
も
う
一
回

「
お
正
月
」
が
あ
り
ま
す
。
そ

れ
は
４
月
27
日
か
ら
５
月
６
日

ま
で
の
10
連
休
が
セ
ッ
ト
に
な

っ
た
「
新
元
号
元
旦
」
が
や
っ

て
き
ま
す
。
め
で
た
い
の
は
め

で
た
い
の
で
す
が
、
介
護
の
現

場
に
限
ら
ず
人
々
の
癒
し
や
安

全
、
各
種
エ
ン
タ
メ
、
移
動
の

仕
事
に
関
わ
る
現
場
に
と
っ
て

は
休
む
間
も
無
く
働
か
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
期
間
で
す
。
そ
れ

で
も
な
ん
ら
か
の
心
機
一
転
、

生
ま
れ
変
わ
る
チ
ャ
ン
ス
が
そ

の
タ
イ
ミ
ン
グ
で
あ
る
こ
と
を

期
待
し
た
い
も
の
で
す
。

さ
て
、
18
年
を
振
り
返
っ
て

西
村
視
点
で
の
ト
ッ
プ
ワ
ー
ド

10
を
あ
げ
た
い
と
思
い
ま
す
。

＊
10
位
　
災
害
対
応
と
し
て
の

介
護
の
あ
り
方

毎
年
自
然
災
害
は
日
本
各
地

で
起
こ
っ
て
い
ま
す
が
、
人
は

「
ま
さ
か
今
日
は
な
い
だ
ろ
う
」

と
か
「
自
分
に
限
っ
て
」
と
い

う
正
常
性
バ
イ
ア
ス
が
働
い
て

し
ま
い
が
ち
で
す
。
18
年
は
私

が
住
ん
で
い
る
大
阪
で
も
６
月

と
９
月
に
地
震
と
台
風
が
あ

り
、
介
護
現
場
で
「
自
分
た
ち

に
役
に
立
つ
こ
と
」
と
か
「
も

し
も
あ
の
人
が
一
人
の
時
に
」

と
い
う
「
瞬
間
」
を
想
定
す
る

こ
と
が
肌
身
に
し
み
ま
し
た
。

＊
９
位
　
介
護
と
障
害
者
福
祉

と
認
知
症

テ
レ
ビ
で
「
認
知
症
に
な
ら

な
い
た
め
の
」
と
い
う
タ
イ
ト

ル
で
た
く
さ
ん
番
組
が
あ
り
ま

す
。
で
も
「
そ
ん
な
番
組
い
ら

な
い
の
で
は
な
い
か
な
」
と
思

い
ま
し
た
。
認
知
症
は
風
邪
と

ま
で
は
言
わ
な
い
ま
で
も
普
通

に
周
り
に
あ
る
も
の
と
し
て
対

応
で
き
る
世
の
中
に
し
た
い
も

の
で
す
。
日
本
人
口
の
10
人
に

一
人
が
認
知
症
や
障
害
を
持
っ

て
い
る
時
代
に
な
っ
た
の
で
す

か
ら
。

＊
８
位
　
副
業
（
複
業
）
と
し

て
の
介
護

人
口
減
だ
け
で
な
く
生
産
労

働
人
口
も
毎
年
30
万
人
弱
減
っ

て
い
る
の
が
事
実
で
す
。
18
年

春
に
経
済
産
業
省
の
方
と
話
し

た
時
に
「
副
業
の
促
進
へ
の
取

り
組
み
」
と
い
う
話
を
聞
き
ま

し
た
。
「
専
門
的
な
介
護
」
と

「
誰
で
も
で
き
る
介
護
」
の
ス

キ
ル
の
分
業
を
明
確
に
し
て
、

水
道
光
熱
と
同
じ
よ
う
に
介
護

も
難
し
く
考
え
ず
に
誰
で
も
身

近
に
さ
っ
と
手
が
伸
ば
せ
る
よ

う
に
し
た
い
も
の
で
す
。

＊
７
位
　
口
腔
ケ
ア
と
栄
養
の

介
護
と
の
関
係

介
護
報
酬
改
定
の
際
に
医
師

会
か
ら
提
言
さ
れ
た
栄
養
と
い

う
キ
ー
ワ
ー
ド
が
気
に
な
り
ま

し
た
。
確
か
に
高
齢
に
な
る
と

「
介
護
に
な
ら
な
い
た
め
に
リ

ハ
ビ
リ
や
ら
な
き
ゃ
」
と
い
う

声
を
聞
き
ま
す
が
、
も
っ
と
根

幹
的
な
栄
養
摂
取
を
継
続
す
る

こ
と
の
方
が
リ
ハ
ビ
リ
よ
り
大

事
な
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う

か
。
「
栄
養
な
き
リ
ハ
ビ
リ
は

虐
待
」
と
さ
え
い
い
ま
す
。
サ

プ
リ
じ
ゃ
ダ
メ
で
す
。
特
に

「
お
口
の
健
康
」
は
す
べ
て
の

介
護
予
防
に
つ
な
が
る
と
言
わ

れ
て
い
ま
す
。
だ
か
ら
、
歯
を

大
切
に
し
ま
し
ょ
う
。

＊
６
位
　
仕
事
付
き
介
護
サ
ー

ビ
スこ

の
仕
事
付
き
と
い
う
言
葉

は
現
政
権
の
６
月
発
表
「
骨
太

の
方
針
」
に
も
あ
げ
ら
れ
て
い

ま
し
た
。
そ
し
て
、
「
あ
り
が

と
う
」
と
い
う
言
葉
を
い
う
こ

と
の
意
味
を
知
っ
た
気
も
し
ま

し
た
。
高
齢
に
な
る
と
「
あ
り

が
と
う
」
を
い
う
こ
と
は
あ
っ

て
も
、
言
わ
れ
る
機
会
は
激
減

し
ま
す
。
だ
か
ら
こ
そ
、
仕
事
、

社
会
的
立
場
を
確
立
し
て
「
あ

り
が
と
う
」
と
言
わ
れ
続
け
る

高
齢
者
を
育
成
し
た
い
も
の
で

す
。
「
育
成
」
。
そ
う
何
歳
に
な

っ
て
も
進
み
続
け
る
機
会
は
あ

る
の
だ
か
ら
。

続
き
は
次
回
、
５
位
〜
１
位

を
書
か
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

西
村
栄
一
／
株
式
会
社
ヘ
ル
プ

ズ
・
ア
ン
ド
・
カ
ン
パ
ニ
ー
代

表
取
締
役
、
一
般
社
団
法
人
日

本
介
護
協
会
（
介
護
甲
子
園
）

理
事

＊
同
社
で
は
専
門
家
と
連
携
し

て
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
を
行
っ

て
い
る
。
疑
問
、
悩
み
、
日
本

の
社
会
保
障
（
介
護
・
医
療
・

年
金
・
雇
用
等
）
制
度
に
関
す

る
質
問
や
相
談
を
受
け
付
け
て

い
る
。info@

helpz.jp

米
疫
病
対
策
セ
ン
タ
ー
（
Ｃ

Ｄ
Ｃ
）
は
11
日
、
昨
年
10
月
１

日
か
ら
１
月
５
日
ま
で
に
約
７

０
０
万
人
が
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

に
感
染
し
た
と
伝
え
た
。

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
感
染
に
関

す
る
報
告
が
公
表
さ
れ
る
の
は

今
シ
ー
ズ
ン
で
初
め
て
で
、
最

新
情
報
は
今
後
５
月
頃
ま
で
毎

週
金
曜
日
に
更
新
さ
れ
る
。
５

日
ま
で
の
感
染
者
の
う
ち
３
５

０
万
人
は
医
師
の
診
察
を
受

け
、
約
８
万
３
０
０
０
人
が
入

院
し
て
い
る
。
昨
シ
ー
ズ
ン
は
、

全
米
で
５
０
０
０
万
人
が
感
染

し
、
死
者
は
約
８
万
人
と
過
去

最
高
を
記
録
し
た
。
特
に
幼
児

の
死
亡
を
含
む
深
刻
な
イ
ン
フ

ル
エ
ン
ザ
の
リ
ス
ク
を
低
減
す

る
た
め
に
、
Ｃ
Ｄ
Ｃ
は
引
き
続

き
予
防
接
種
を
呼
び
掛
け
て
い

る
。

退
職
後
の
生
活
プ
ラ
ニ
ン
グ

は
…
と
周
り
を
見
る
と
、
一
般

の
米
国
人
が
深
刻
に
考
え
る
の

は
介
護
保
険
だ
。
掛
け
金
は
40

代
で
加
入
す
れ
ば
さ
ほ
ど
高
く

は
な
い
が
、
多
く
は
住
宅
ロ
ー

ン
や
子
供
の
学
費
を
払
い
終
え

た
50
〜
60
代
に
加
入
す
る
の
が

現
実
。
高
齢
に
な
る
ほ
ど
掛
け

金
が
高
額
に
な
る
。

日
本
に
は
65
歳
で
被
保
険
者

と
な
る
介
護
保
険
制
度
が
あ
る

が
、
米
国
に
は
そ
れ
が
な
い
。

オ
バ
マ
大
統
領
の
時
代
に
案
は

出
た
が
、
共
和
党
議
員
か
ら
の

猛
反
対
に
あ
い
、
セ
ベ
リ
ウ
ス

厚
生
長
官
は
撤
回
を
せ
ざ
る
を

得
な
か
っ
た
経
緯
が
あ
る
。
で

は
、
実
際
の
掛
け
金
は
ど
の
く

ら
い
に
な
る
か
と
言
う
と
、
加

入
時
の
年
齢
、
恩
恵
額
、
恩
恵

期
間
、
持
病
の
有
無
な
ど
さ
ま

ざ
ま
な
条
件
で
異
な
る
が
、
目

安
と
し
て
一
例
を
挙
げ
る
と
、

健
康
な
64
歳
の
夫
婦
が
加
入
し

て
年
間
の
掛
け
金
が
約
８
０
０

０
ド
ル
。
し
か
も
恩
赦
期
間
は

一
人
に
つ
き
た
っ
た
の
３
年

（
夫
婦
加
入
で
一
人
に
限
れ
ば

６
年
間
ま
で
有
効
）
と
い
う
厳

し
い
も
の
だ
。

次
に
介
護
施
設
の
費
用
の
目

安
と
し
て
、
介
護
保
険
会
社
提

供
の
統
計
（
表
参
照
）
を
見
る

と
、
ナ
ー
シ
ン
グ
ホ
ー
ム
の
年

間
費
用
は
約
９
〜
10
万
ド
ル
、

介
護
付
き
施
設
（A

ssisted
L
iving

H
om
e

）
で
４
万
８

０
０
０
ド
ル
、
昼
間
だ
け
過
ご

せ
る
施
設
は
１
万
９
０
０
０
ド

ル
、
自
宅
介
護
が
５
万
ド
ル
。

余
程
の
貯
え
が
な
い
と
貯
金
は

た
ち
ま
ち
底
を
つ
く
。

で
は
、
経
費
が
工
面
で
き
な

い
と
ど
う
な
る
か
？

米
国
に

は
１
９
６
５
年
に
創
設
さ
れ
た

低
所
得
者
や
身
体
障
害
者
を
対

象
と
し
た
メ
デ
ィ
ケ
イ
ド
と
い

う
公
的
医
療
制
度
が
あ
る
。
し

か
し
、
こ
の
制
度
を
使
う
に
は

ま
ず
個
人
の
貯
金
、
財
産
、
収

入
な
ど
す
べ
て
を
使
い
果
た
す

こ
と
が
条
件
だ
。
子
孫
に
財
産

を
残
し
た
い
と
信
託
口
座
に
財

産
を
預
け
て
し
ま
う
人
も
い
る

が
、
こ
れ
に
は
問
題
点
が
２
つ

あ
る
。
１
つ
は
、
メ
デ
ィ
ケ
イ

ド

も

３

〜

４

年

前

か

ら

「L
ook

back
period

（
過
去

調
査
）
」
と
呼
ば
れ
る
取
り
締

ま
り
を
設
け
、
５
年
以
内
の
財

産
譲
渡
は
認
め
ら
れ
な
く
し
て

い
る
。
も
う
１
つ
は
、
信
託
口

座
の
金
銭
に
対
す
る
本
人
の
権

利
は
失
わ
れ
、
譲
渡
先
の
家
族
、

親
戚
の
承
認
な
し
で
は
金
銭
を

引
き
出
せ
な
い
こ
と
で
あ
る
。

米
国
で
は
、
譲
渡
さ
れ
た
者
が

譲
渡
人
が
頼
ん
で
も
引
き
出
し

を
渋
る
と
い
う
悲
し
い
ケ
ー
ス

も
あ
る
。

ど
ち
ら
に
し
て
も
、
米
国
暮

ら
し
を
す
る
場
合
は
、
日
本
の

よ
う
な
介
護
保
険
が
な
い
米
国

の
現
状
を
認
識
し
て
お
く
必
要

が
あ
り
そ
う
だ
。
４
〜
５
年
前
、

議
会
で
政
府
負
担
の
介
護
保
険

を
「
高
す
ぎ
る
」
と
し
て
反
対

し
た
共
和
党
の
議
員
に
、
「
ア

メ
リ
カ
で
死
ぬ
な
ら
（
高
額
な

介
護
施
設
を
使
わ
ず
に
）
さ
っ

さ
と
墓
場
へ
行
け
と
い
う
の
が

共
和
党
の
言
っ
て
い
る
こ
と

だ
」
と
皮
肉
っ
た
民
主
党
議
員

が
い
た
こ
と
を
思
い
出
す
。

（
ワ
イ
ン
ス
タ
イ
ン
今
井
絹
江
）

潤
沢
な
蓄
財
が
必
要

も
し
く
は
無
一
文
で
メ
デ
ィ
ケ
イ
ド

高額な米国の介護 ２
０
１
８
年
を
振
り
返
る
（
前
編
）

75

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
猛
威

７
０
０
万
人
以
上
が
感
染

https://america-keitai.com/
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こ
こ
で
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
の
話

を
少
し
。
私
は
、
ス
キ
ン
ケ
ア

だ
け
で
な
く
、
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン

も
引
き
算
し
て
い
く
こ
と
が
大

切
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。

私
の
好
き
な
装
い
は
、
子
ど

も
の
頃
に
着
て
い
た
服
が
原

点
。
今
の
よ
う
な
既
製
服
で
は

な
く
て
、
ほ
と
ん
ど
が
手
づ
く

り
。
母
が
街
の
仕
立
屋
さ
ん
に

頼
ん
で
、
素
材
の
し
っ
か
り
し

た
服
を
あ
つ
ら
え
て
く
れ
た
こ

と
も
あ
り
ま
す
。

中
学
の
入
学
祝
い
に
祖
父
が

グ
レ
ー
の
ス
ー
ツ
を
つ
く
っ
て

く
れ
ま
し
た
。
流
行
に
合
わ
せ

た
服
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
ベ

ー
シ
ッ
ク
な
デ
ザ
イ
ン
で
素
材

が
よ
く
、
着
心
地
の
い
い
服
で

し
た
。
き
っ
と
今
着
て
も
素
敵

に
見
え
た
で
し
ょ
う
。
シ
ン
プ

ル
で
い
い
も
の
は
エ
イ
ジ
レ
ス

で
、
誰
が
着
て
も
馴
染
む
の
だ

と
思
い
ま
す
。
母
が
着
せ
て
く

れ
た
も
の
は
グ
レ
ー
、
え
び
茶
、

濃
い
緑
な
ど
、
ど
れ
も
地
味
な

色
合
い
で
し
た
が
、
私
は
そ
れ

ら
が
大
好
き
で
し
た
。

靴
は
イ
タ
リ
ア
製
で
、
革
が

や
わ
ら
か
く
て
履
き
心
地
の
よ

い
も
の
を
与
え
て
く
れ
ま
し

た
。
決
し
て
数
が
多
か
っ
た
わ

け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
長
く

大
事
に
使
う
こ
と
を
前
提
に
、

い
い
も
の
を
必
要
な
だ
け
持
た

せ
て
く
れ
た
の
で
す
。

高
価
な
靴
や
洋
服
が
ど
れ
ほ

ど
あ
っ
て
も
、
使
わ
な
け
れ
ば

価
値
を
失
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

そ
の
反
対
で
、
持
っ
て
い
る
も

の
は
少
し
で
も
、
て
い
ね
い
に

使
っ
て
手
入
れ
を
し
て
こ
そ
、

も
の
自
身
も
呼
吸
し
、
生
き
て

く
る
の
で
す
。
持
ち
す
ぎ
な
い

こ
と
は
、
心
の
豊
か
さ
に
も
通

じ
る
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
そ

う
や
っ
て
私
が
母
か
ら
受
け
継

い
だ
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
観
を
、
娘

が
ま
た
受
け
継
い
で
く
れ
る
こ

と
を
願
っ
て
い
ま
す
。

今
、
私
が
持
っ
て
い
る
服
も

ほ
と
ん
ど
が
無
地
。
素
材
が
よ

く
、
シ
ル
エ
ッ
ト
が
き
れ
い
で

着
心
地
の
い
い
服
に
こ
だ
わ
り

ま
す
。
そ
の
代
わ
り
、
大
判
の

シ
ル
ク
ス
ト
ー
ル
や
本
真
珠
の

ネ
ッ
ク
レ
ス
、
ベ
ル
ト
な
ど
で

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト
の
変
化
を
楽

し
ん
で
い
ま
す
。
小
物
で
ア
ク

セ
ン
ト
を
つ
け
る
と
決
め
て
い

る
の
で
、
出
張
な
ど
の
荷
物
も

コ
ン
パ
ク
ト
に
収
ま
り
、
移
動

の
疲
れ
も
た
ま
り
ま
せ
ん
。

バ
ッ
グ
は
ブ
ラ
ン
ド
で
は
な

く
使
い
勝
手
に
こ
だ
わ
り
、
自

分
に
と
っ
て
使
い
や
す
い
も
の

で
あ
れ
ば
、
色
違
い
で
２
色
揃

え
て
お
き
ま
す
。
靴
の
色
も
合

わ
せ
て
何
色
か
セ
ッ
ト
で
持
っ

て
い
る
と
、
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト

に
も
時
間
が
か
か
ら
ず
、
上
質

な
装
い
と
時
短
を
両
方
手
に
入

れ
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

「
ぜ
い
た
く
に
手
抜
き
す
る
」
。

そ
れ
が
私
の
、
永
遠
の
美
の
テ

ー
マ
で
す
。

愛
と
は
何
か
？

と
い
う
の
は

万
人
の
興
味
で
し
ょ
う
。
愛
は

姿
勢
で
す
。
何
か
私
た
ち
が
、

そ
こ
に
到
達
す
る
こ
と
を
目
標

と
し
て
生
き
る
べ
き
人
間
性
の

最
高
峰
の
よ
う
な
、
成
る
こ
と

が
可
能
な
ら
成
り
た
い
人
間
の

質
で
す
。
愛
はD

oing

で
は
な

くB
ein
g

で
す
。
愛
と
い
う

B
ein
g

で
行
動
す
る
な
ら
ば
、

そ
のD

oing

は
愛
を
表
現
す
る

も
の
に
な
り
ま
す
。
た
と
え
そ

れ
が
ど
の
よ
う
な
行
動
で
あ
っ

て
も
。
た
だ
自
分
が
愛
と
呼
べ

るB
eing

に
な
る
こ
と
を
目
指

し
て
生
き
る
、
そ
れ
だ
け
で
す
。

愛
のB

eing

は
地
に
足
の
つ

い
た
姿
勢
で
あ
り
、
ぶ
れ
な
い

中
心
軸
を
確
立
す
る
こ
と
で
あ

り
、
体
と
心
と
魂
の
一
体
化
さ

れ
た
姿
勢
で
す
。
こ
こ
は
地
球
、

だ
か
ら
私
た
ち
は
人
間
と
し
て

存
在
す
る
の
で
す
。
地
球
に
存

在
す
る
す
べ
て
のB

eing

が
愛

な
の
で
、
た
と
え
誰
か
が
あ
な

た
を
苛
立
た
せ
る
よ
う
な
こ
と

が
あ
っ
て
も
、
あ
な
た
が
誰
か

に
苛
立
っ
て
も
、
別
に
構
わ
な

い
の
で
す
。
苛
立
つ
こ
と
自
体

は
善
で
も
悪
で
も
あ
り
ま
せ
ん
。

で
も
、
苛
立
つ
こ
と
か
ら
あ
な

た
は
何
を
学
ぶ
の
か
、
如
何
に

そ
の
状
態
か
ら
前
進
し
て
（
成

長
し
て
）
愛
の
姿
勢
を
築
く
の

か
、
そ
れ
が
問
題
な
だ
け
で
す
。

苛
立
つ
自
分
を
愛
せ
ば
良
い
の

で
す
。
も
し
、
あ
な
た
が
自
分

の
苛
立
ち
と
正
面
か
ら
向
き
あ

お
う
と
せ
ず
、
つ
ま
り
愛
の
姿

勢
に
向
か
お
う
と
し
な
い
の
で

あ
れ
ば
、
経
験
の
す
べ
て
を
人

生
に
お
け
る
学
習
と
し
て
、
自

分
を
学
ぶ
姿
勢
を
取
ら
な
い
の

で
あ
れ
ば
、
年
月
と
と
も
に
積

り
積
っ
た
心
の
不
安
の
重
み
で

あ
な
た
の
姿
勢
は
縮
ん
で
硬
く

な
っ
て
い
っ
て
し
ま
う
で
し
ょ

う
。
そ
れ
は
あ
な
た
の
人
間
性

の
萎
え
で
あ
り
凝
固
な
の
で
す
。

経
験
を
通
し
て
自
分
の
人
間
性

を
学
び
高
め
よ
う
す
る
姿
勢
が
、

あ
な
た
の
愛
のBeing

へ
の
第

一
歩
で
す
。
そ
れ
が
ど
の
よ
う

な
も
の
か
と
体
感
覚
で
い
う
と
、

ま
ず
、
体
全
体
で
楽
に
呼
吸
で

き
、
テ
ロ
ン
と
無
駄
な
力
な
く

楽
に
立
ち
、
ほ
ん
の
少
し
未
来

に
向
か
っ
て
い
る
姿
勢
で
す
。

多
く
の
皆
さ
ん
が
考
え
る
、
胸

を
張
っ
た
姿
勢
と
は
真
反
対
の

姿
勢
で
す
。
幾
ら
か
前
傾
し
た

よ
う
に
感
じ
る
か
も
し
れ
ま
せ

ん
が
、
何
時
で
も
簡
単
に
一
歩

踏
み
出
せ
る
状
態
で
す
。（
背
中

が
丸
ま
っ
て
前
傾
す
る
の
と
、

テ
ロ
ン
と
立
て
た
状
態
で
前
傾

す
る
の
で
は
、
全
く
異
な
り
ま

す
）
こ
の
状
態
で
立
ち
ま
す
と
、

足
の
裏
全
体
が
地
に
吸
い
付
く

よ
う
な
感
覚
な
の
に
土
踏
ま
ず

は
フ
ワ
ッ
と
軽
く
、
そ
の
上
に

凛
と
身
体
全
体
が
空
に
向
か
っ

て
伸
び
続
け
る
か
の
よ
う
な
状

態
と
い
え
る
で
し
ょ
う
。
こ
の

時
に
注
意
す
べ
き
は
背
骨
の
真

っ
す
ぐ
さ
で
は
な
く
、
中
心
軸

の
真
っ
す
ぐ
さ
で
す
。
人
間
の

体
の
体
幹
の
中
心
は
、
背
骨
で

は
あ
り
ま
せ
ん
。
背
骨
を
真
っ

す
ぐ
に
す
る
こ
と
を
ゴ
ー
ル
に

し
ま
す
と
、
回
転
力
を
失
い
、

そ
の
た
め
に
視
野
が
狭
く
な

り
、
徐
々
に
守
り
の
心
の
姿
勢

へ
と
落
ち
込
ん
で
い
っ
て
し
ま

う
の
で
す
。
こ
れ
で
は
、
愛
の

姿
勢
、
愛
のBeing

は
学
べ
ま

せ
ん
。

カ
ス
ト
ロ
・
岡
牧
子
／
米
国
栄

養
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
協
会
認
定

コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
、
Ｇ
Ａ
Ｐ
Ｓ

認
定
食
事
療
法
士
、
フ
ェ
ル
デ

ン
ク
ラ
イ
ス
・
メ
ソ
ッ
ド
認
定

プ
ラ
ク
テ
ィ
シ
ョ
ナ
ー
。
１
０

０
％
健
康
で
幸
せ
な
人
生
の
た

め
の
「
マ
キ
コ
メ
ソ
ッ
ド
」
を

考

案

。N
atural

H
ealing

A
rtists

創

業

者

兼

代

表

。

N
aturalH

ealingArtists.com

新
年
を
迎
え
「
今
年
の
目
標
」

を
立
て
た
方
は
多
い
と
思
い
ま

す
。
残
念
な
が
ら
す
で
に
「
３

日
坊
主
」
の
方
も
…
？

効
果

的
な
目
標
設
定
と
は
Ｓ
Ｍ
Ａ
Ｒ

Ｔ
と
言
わ
れ
、Specific

（
明

確
）
、M

easurable

（
測
定
可

能
）
、A

chievable

（
達
成
可

能
）
、R

ealistic

（
現
実
的
）
、

T
im
e-specific

（
時
間
制
限

の
あ
る
）
の
条
件
を
す
べ
て
満

た
し
た
も
の
で
す
。

Ｄ
さ
ん
は
健
康
の
た
め
に
と

医
師
か
ら
減
量
を
処
方
さ
れ
ま

し
た
。
一
念
発
起
。
毎
日
仕
事

帰
り
に
ジ
ム
に
通
い
、
食
べ
る

も
の
に
気
を
つ
け
た
お
蔭
で
２

週
間
で
か
な
り
の
減
量
に
成
功

し
ま
し
た
が
、
疲
労
困
憊
。
次

第
に
ジ
ム
か
ら
足
が
遠
の
く
と

体
重
が
戻
り
、
テ
レ
ビ
の
前
の

カ
ウ
チ
に
座
り
ア
イ
ス
ク
リ
ー

ム
を
食
べ
る
日
々
に
逆
戻
り
。

自
己
嫌
悪
が
強
く
な
り
、
カ
ウ

ン
セ
リ
ン
グ
に
お
越
し
に
な
り

ま
し
た
。

以
前
の
Ｄ
さ
ん
の
目
標
は

「
来
週
ま
で
に
10
キ
ロ
痩
せ
る
」

と
言
う
も
の
。
明
確
で
測
定
可

能
、
ま
た
時
間
制
限
も
あ
り
ま

す
が
、
非
現
実
的
で
達
成
不
可

能
な
も
の
で
し
た
。

カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
と
共
に
立
て

た
目
標
は
「
６
か
月
で
５
キ
ロ

の
減
量
」
。
Ｓ
Ｍ
Ａ
Ｒ
Ｔ
の
条

件
を
す
べ
て
満
た
し
て
い
ま

す
。
そ
し
て
、
付
随
す
る
月
毎

や
週
毎
の
小
さ
な
目
標
を
ク
リ

ア
す
る
こ
と
で
達
成
感
を
体
験

し
、
心
の
健
康
を
カ
ウ
ン
セ
リ

ン
グ
で
維
持
し
た
結
果
、
目
標

を
大
幅
に
上
回
っ
た
減
量
に
成

功
し
ま
し
た
。
さ
ら
に
今
回
、

体
重
は
減
っ
た
ま
ま
、
健
康
面

も
向
上
し
て
い
ま
す
。
自
己
評

価
も
高
ま
り
、
う
れ
し
い
新
年

を
お
迎
え
に
な
り
ま
し
た
。

（
ま
か
べ
ひ
ろ
こ
／
ニ
ュ
ー
ヨ

ー
ク
州
公
認
臨
床
心
理
療
法

士
、LC

SW
,C
A
SA
C

保
持
）

ゴ
ー
ル
設
定

愛
は
姿
勢

米
疫
病
対
策
セ
ン
タ
ー
（
Ｃ

Ｄ
Ｃ
）
は
10
日
、
全
国
的
に
出

生
数
が
減
少
し
て
お
り
、
将
来

的
に
人
口
を
維
持
で
き
な
く
な

る
と
い
う
最
新
の
連
邦
報
告
書

を
公
開
し
た
。

２
０
１
７
年
の
出
生
率
は
、

15
〜
44
歳
女
性
１
０
０
０
人
当

た
り
１
７
６
５
・
５
人
で
、
国

民
の
生
活
を
賄
う
た
め
に
必
要

と
さ
れ
る
基
準
１
０
０
０
人
当

た
り
２
１
０
０
人
よ
り
も
16
％

低
い
。
さ
ら
に
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク

市
の
出
生
率
は
、
全
国
平
均
よ

り
も
低
い
１
６
５
４
・
５
人
だ

っ
た
。

出
生
率
低
下
の
原
因
は
明
ら

か
で
は
な
い
が
、
同
調
査
を
率

い
た
ブ
レ
イ
デ
ィ
・
ハ
ミ
ル
ト

ン
氏
に
よ
る
と
、
２
０
１
６
年

か
ら
17
年
で
、
10
代
の
妊
娠
率

は
７
％
減
、
高
齢
の
出
産
年
齢

が
平
均
40
歳
か
ら
44
歳
と
上
が

っ
て
い
る
こ
と
が
背
景
に
あ
る

と
話
す
。
ま
た
コ
ロ
ン
ビ
ア
大

学
公
衆
衛
生
大
学
院
の
ジ
ョ

ン
・
ロ
ウ
教
授
は
、
女
性
の
社

会
進
出
が
進
み
、
実
家
か
ら
独

立
し
キ
ャ
リ
ア
を
積
み
子
供
を

授
か
る
年
齢
が
上
が
っ
て
い
る

こ
と
な
ど
を
指
摘
し
て
い
る
。

出
生
率
が
年
々
減
少

米
国
の
人
口
維
持
が
困
難
に

ザ・ボディショップ社
長等、多くの化粧品を手
がけ、娘の肌荒れをきっ
かけに「LENAJAPON」を
設立。素肌で生きるため
の正しい洗顔法を提唱。

第3話

ニューヨーク生活における

メンタルヘルスケア（11）

真壁弘子カウンセラー

フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
も

引
き
算
す
る
こ
と
が
大
切

http://op-ed.jp
http://www.easeny.com/
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日
本
ク
ラ
ブ
は
２
月
23
日

（
土
）
午
後
８
時
、
リ
ン
カ
ー
ン

セ
ン
タ
ー
で
、
第
４
回
オ
ペ
ラ

鑑
賞
会
を
開
催
す
る
。
協
力
は

メ
ト
ロ
ポ
リ
タ
ン
オ
ペ
ラ
、
共

催
は
「
オ
ペ
ラ
の
楽
し
み
」
発

起
人
会(

代
表：

伊
藤
澄
子
氏
）。

演
目
は
ベ
ル
カ
ン
ト
オ
ペ
ラ
の

名
作
で
、
ド
ニ
ゼ
ッ
テ
ィ
作
の

「
連
隊
の
娘
」
。
テ
ナ
ー
と
ソ
プ

ラ
ノ
の
超
絶
技
巧
に
よ
る
き
ら

め
く
歌
唱
で
展
開
す
る
甘
く
切

な
い
ラ
ブ
コ
メ
デ
ィ
ー
。
座
席

は
舞
台
全
体
が
よ
く
見
渡
せ
る

２
階
グ
ラ
ン
ド
テ
ィ
ア
を
用
意
。

先
着
25
人
限
定
。

参
加
費
は
一
般
１
５
５
ド
ル
、

日
本
ク
ラ
ブ
会
員
１
３
５
ド
ル
。

申
し
込
み
は
31
日
（
木
）
ま
で

に
電
話
２
１
２
・
５
８
１
・
２

２

２

３

、

Ｅ

メ

ー

ル

hnaito@
nipponclub.org

ま

で
。

オペラの楽しみ

日本クラブで2月23日

「連隊の娘」

劇
作
家
、
レ
イ
・
ヤ
マ
ノ
ウ

チ
（
本
名：

平
畑
大
五
郎
）
が

脚
本
を
手
が
け
た
新
作
「
ア
メ

リ
カ
ン
・
ト
ラ
デ
ィ
ッ
シ
ョ

ン
」
が
25
日
（
金
）
か
ら
２
月

19
日
（
火
）
ま
で
、
オ
フ
ブ
ロ

ー
ド
ウ
エ
ー
劇
場
の
13
ス
ト
リ

ー
ト
・
レ
パ
ー
ト
リ
ー
・
カ
ン

パ
ニ
ー
（
西
13
丁
目
50
番
地
）

で
上
演
さ
れ
る
。
南
北
戦
争
時

代
以
前
、
女
性
の
奴
隷
が
男
装

し
て
南
部
か
ら
北
部
へ
脱
出
す

る
と
い
う
実
話
に
基
づ
く
劇
。

ヤ
マ
ノ
ウ
チ
は
１
９
８
７

年
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
州
生
ま
れ
。

米
国
演
劇
界
で
は
稀
少
な
日
系

人
の
ひ
と
り
で
、
米
国
社
会
で

の
人
種
問
題
を
テ
ー
マ
に
し
た

劇
を
作
り
続
け
る
か
た
わ
ら
ユ

ー
チ
ュ
ー
ブ
の
ト
ー
ク
シ
ョ
ー

「R
E
:

」
で
ホ
ス
ト
を
務
め
劇

場
界
関
係
者
に
数
多
く
イ
ン
タ

ー
ビ
ュ
ー
し
て
い
る
。

入
場
料
は
25
ド
ル
、
。
指
定

席
（
飲
み
物
付
き
）
は
35
ド
ル
。

上
演
は
午
後
７
時
30
分
か
ら

（
28
日
、
２
月
４
日
、
12
日
は

休
み
）
。
２
月
２
日
（
土
）
、
３

日
（
日
）
、
９
日
（
土
）
、
10
日

（
日
）
は
マ
チ
ネ
も
あ
る
。
購

入

は

ウ

ェ

ブ

サ

イ

ト

w
w

w
.n

ew
lig

h
tth

eater-
project.com

/am
erican

-
tradition

か
ら
。

日
系
劇
作
家
レ
イ
・
ヤ
マ
ノ
ウ
チ

新
作
劇
25
日
か
ら

「チャンスは四国にある！」
25日JAAで講演会

四国アイランドリーグ・プラス

坂口氏、北古味氏迎え

四
国
４
県
に
チ
ー
ム
を
持
ち

人
材
育
成
に
定
評
の
あ
る
プ
ロ

野
球
独
立
リ
ー
グ
「
四
国
ア
イ

ラ
ン
ド
リ
ー
グ
・
プ
ラ
ス
」
の

坂
口
裕
昭
理
事
長
、
北
古
味
潤

高
知
Ｆ
Ｄ
副
社
長
を
迎
え
た
講

演
会
「
チ
ャ
ン
ス
は
四
国
に
あ

る
！
」
が
、
25
日
（
金
）
午
後

７
時
か
ら
９
時
30
分
ま
で
、
日

系
人
会
館
（
西
45
丁
目
49
番
地

11
階
）
で
開
催
さ
れ
る
。
主
催

は
高
知
フ
ァ
イ
テ
ィ
ン
グ
ド
ッ

ク
ス
Ｕ
Ｓ
Ａ
。

同
リ
ー
グ
は
レ
ッ
ド
ソ
ッ
ク

ス
や
ド
ジ
ャ
ー
ス
で
活
躍
し
た

マ
ニ
ー
・
ラ
ミ
レ
ス
、
阪
神
タ

イ
ガ
ー
ス
か
ら
シ
カ
ゴ
カ
ブ
ス

を
経
て
古
巣
に
戻
る
ま
で
地
元

高
知
フ
ァ
イ
テ
ィ
ン
グ
ド
ッ
ク

ス
で
プ
レ
イ
し
た
藤
川
球
児
な

ど
の
メ
ジ
ャ
ー
リ
ー
ガ
ー
が
所

属
し
た
こ
と
で
も
話
題
と
な
っ

た
。
同
リ
ー
グ
や
高
知
フ
ァ
イ

テ
ィ
ン
グ
ド
ッ
ク
ス
の
取
り
組

み
、
地
域
貢
献
活
動
、
野
球
を

通
じ
た
国
際
交
流
、
同
リ
ー
グ

誕
生
か
ら
60
人
以
上
の
選
手
を

Ｎ
Ｐ
Ｂ
に
輩
出
し
て
い
る
人
材

育
成
の
実
績
な
ど
を
語
る
。
司

会
は
フ
リ
ー
ア
ナ
ウ
ン
サ
ー
の

佐
々
木
真
奈
美
さ
ん
、
ゲ
ス
ト

と
の
対
談
も
行
わ
れ
る
。

入
場
料
は
一
般
30
ド
ル
、
学

生
10
ド
ル
（
当
日
現
金
で
支
払

う
）
。
軽
食
ド
リ
ン
ク
付
き
。

参
加
申
し
込
み
は
Ｅ
メ
ー
ル

kfdusa459@
gm

ail.com

ま

で
。ピ

ア
ニ
ス
ト
で
シ
ン
ガ
ー
ソ

ン
グ
ラ
イ
タ
ー
の
サ
コ
・
ヤ
ス

マ
の
ニ
ュ
ー
ア
ル
バ
ム
「
あ
り

の
ま
ま
が
美
し
い
」
の
リ
リ
ー

ス
と
新
年
を
祝
う
コ
ン
サ
ー
ト

が
27
日
（
日
）
午
後
２
時
か
ら
、

Ｃ
Ｒ
Ｓ
（
４
番
街
１
２
３
番
地

２
階
。
12
丁
目
と
13
丁
目
の
間
）

で
開
催
さ
れ
る
。

出
演
は
片
岡
桜
子
（
語
り
）
、

マ
イ
ケ
ル
Ｔ
Ａ
ト
ン
プ
ソ
ン

（
パ
ー
カ
ッ
シ
ョ
ン
）
、
ケ
ビ

ン
・
ナ
サ
ニ
エ
ル
（
ム
ビ
ラ
、

シ
ェ
ケ
レ
、
語
り
）。
特
別
ゲ
ス

ト
の
フ
ァ
イ
バ
ー
ア
ー
テ
ィ
ス

ト
、
鶴
田
伸
子
は
サ
コ
の
コ
ス

チ
ュ
ー
ム
と
イ
ン
ス
ト
レ
ー
シ

ョ
ン
で
参
加
す
る
。

入
場
料
は
前
売
り
15
ド
ル
、

当
日
20
ド
ル
。
購
入
は
電
話
２

１
２
・
６
７
７
・
８
６
２
１
、

ま
た
は
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
か
ら
。

詳

細

は

ウ

ェ

ブ

サ

イ

ト

http://bit.ly/2V
2p1M

C

を
参

照
。

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
を
拠
点
と
す

る
パ
フ
ォ
ー
マ
ー
の
Ｓ
Ｈ
Ｏ
Ｗ

Ｊ
Ｉ
（
熊
本
翔
士
）
が
１
日
、

ノ
マ
ド
に
あ
る
エ
ー
ス
ホ
テ
ル

で
の
年
越
し
イ
ベ
ン
ト
に
出
演

し
た
。
主
催
し
た
の
は
東
京
渋

谷
発
の
レ
コ
ー
ド
店
「
フ
ェ
イ

ス
レ
コ
ー
ズ
」
ウ
イ
リ
ア
ム
ズ

バ
ー
グ
店
で
、
同
店
ス
タ
ッ
フ

が
Ｄ
Ｊ
を
務
め
た
。
ス
ー
ツ
や

ド
レ
ス
に
身
を
包
む
人
々
が
会

場
に
あ
ふ
れ
る
な
か
、
Ｓ
Ｈ
Ｏ

Ｗ
Ｊ
Ｉ
は
Ｍ
Ａ
Ｙ
Ａ
と
と
も
に

カ
ウ
ン
ト
ダ
ウ
ン
の
指
揮
を
執

り
、
零
時
ち
ょ
う
ど
に
パ
フ
ォ

ー
マ
ン
ス
を
始
め
、
山
下
達
郎

の
「
ス
パ
ー
ク
ル
ズ
」
な
ど
を

熱
唱
し
た
。
１
９
７
０
年
代
後

半
か
ら
80
年
代
に
流
行
し
た
日

本
の
シ
テ
ィ
ー
ポ
ッ
プ
が
近
年

世
界
的
な
リ
バ
イ
バ
ル
と
な
っ

て
い
る
こ
と
も
功
を
奏
し
、
拍

手
や
歓
声
に
包
ま
れ
た
。

Ｓ
Ｈ
Ｏ
Ｗ
Ｊ
Ｉ
は
ア
ポ
ロ
シ

ア
タ
ー
や
全
米
最
大
級
ゴ
ス
ペ

ル
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
な
ど
の
ソ

ロ
フ
ァ
イ
ナ
リ
ス
ト
。
オ
フ
ブ

ロ
ー
ド
ウ
エ
ー
や
Ｂ
Ａ
Ｍ
で
の

公
演
を
経
て
現
在
は
ブ
ル
ッ
ク

リ
ン
の
ケ
ー
ブ
ル
Ｔ
Ｖ
に
毎
週

出
演
中
す
る
な
ど
、
精
力
的
に

活
動
を
続
け
て
い
る
。

（
森
田
愛
子
、
写
真
・
高
橋
花

和
）

ありのままが美しい

サコ・ヤスマ

27日CRSで公演

Ｓ
Ｈ
Ｏ
Ｗ
Ｊ
Ｉ

年
越
し
イ
ベ
ン
ト
に
出
演

http://wishauto.com
http://www.meiseimotors.com
http://kadotains.com/
https://www.iace-usa.com


ル
ー
ト
66
フ
ァ
ン
の
皆
さ

ん
、
こ
ん
に
ち
は
。
新
年
明
け

ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま

す
！

こ
の
コ
ラ
ム
が
掲
載
さ

れ
る
頃
は
１
月
も
下
旬
だ
と
思

い
ま
す
が
、
２
０
１
９
年
第
１

回
目
と
し
て
ご
挨
拶
い
た
し
ま

す
。
今
年
も
よ
ろ
し
く
お
願
い

し
ま
す
。

さ
て
、
先
月
に
続
き
国
立
国

定
公
園
の
話
を
し
て
い
ま
す

が
、
何
と
も
タ
イ
ミ
ン
グ
悪
く
、

議
会
で
の
予
算
案
決
議
が
難
航

し
て
い
る
こ
と
が
理
由
で
政
府

機
関
が
閉
鎖
状
態
に
あ
り
ま

す
。
皆
さ
ん
が
こ
れ
を
読
む
こ

ろ
に
は
解
除
さ
れ
て
い
る
と
信

じ
て
い
ま
す
が
、
私
の
知
人
に

年
末
年
始
恒
例
の
国
立
公
園
の

旅
を
泣
く
泣
く
キ
ャ
ン
セ
ル
し

た
人
が
い
ま
す
。
一
般
的
に
国

立
公
園
へ
出
向
く
の
は
夏
季
が

多
く
、
冬
場
は
悪
天
候
の
影
響

か
ら
比
較
的
旅
行
者
が
少
な
い

こ
と
も
事
実
で
す
が
、
冬
の
国

立
公
園
に
も
素
敵
な
所
が
多
々

あ
り
ま
す
。
多
く
の
旅
行
者
が

断
念
せ
ざ
る
を
得
な
く
な
る
前

に
１
日
で
も
早
く
正
常
化
さ
れ

て
ほ
し
い
も
の
で
す
ね
。
　

さ
て
、
今
年
度
第
１
回
目
は

引
き
続
き
「
国
立
・
国
定
公
園

編
」
。
ル
ー
ト
66
を
訪
れ
た
際

に
「
ち
ょ
っ
と
脇
道
ド
ラ
イ
ブ
」

感
覚
で
寄
れ
る
場
所
を
厳
選
し

ま
し
た
。
筆
者
が
独
断
と
偏
見

で
選
ん
だ
ベ
ス
ト
10
、
第
５
位

か
ら
第
１
位
の
紹
介
で
す
。

第
５
位
国
立
史
跡
、
英
語
で

言
え
ばN

ation
al
H
istoric

Site

の
扱
い
と
な
り
ま
す
が
、

ル
ー
ト
66
を
愛
す
る
も
の
と
し

て
は
外
せ
な
い
場
所
で
す
。
イ

リ
ノ
イ
州
と
言
え
ば
シ
カ
ゴ
で

す
が
、
同
州
の
州
都
は
ス
プ
リ

ン
グ
フ
ィ
ー
ル
ド
、
ご
存
知
で

し
た
か
？

そ
の
ス
プ
リ
ン
グ

フ
ィ
ー
ル
ド
の
街
中
、
「
リ
ン

カ
ー
ン
の
家
国
立
史
跡
」
に
は

実
際
に
リ
ン
カ
ー
ン
と
彼
の
家

族
が
住
ん
で
い
た
住
居
が
残
っ

て
い
ま
す
。
史
跡
は
リ
ン
カ
ー

ン
の
家
の
ほ
か
に
も
周
辺
の

家
々
や
歴
史
的
建
築
物
も
保
存

さ
れ
て
お
り
、
エ
リ
ア
全
体
が

19
世
紀
の
街
を
再
現
し
た
テ
ー

マ
パ
ー
ク
の
よ
う
な
感
じ
で

す
。
も
ち
ろ
ん
ツ
ア
ー
に
参
加

す
れ
ば
家
の
中
に
も
入
る
こ
と

が
で
き
ま
す
よ
。
そ
の
他
に
も

近
隣
に
は
リ
ン
カ
ー
ン
の
お

墓
、
図
書
館
、
博
物
館
、
そ
れ

に
共
同
経
営
を
し
て
い
た
法
律

事
務
所
の
一
部
も
残
っ
て
い
ま

す
。
彼
の
影
響
力
の
大
き
さ
を

実
感
で
き
る
お
奨
め
ス
ポ
ッ
ト

で
す
。

続
い
て
第
４
位
は
、
カ
リ
フ

ォ
ル
ニ
ア
州
よ
り
「
ジ
ョ
シ
ュ

ア
・
ツ
リ
ー
国
立
公
園
」
。
先

月
ご
紹
介
し
た
モ
ハ
ー
ヴ
ェ
砂

漠
の
一
部
と
考
え
ら
れ
る
こ
と

も
あ
り
ま
す
が
、
１
９
９
４
年

立
派
に
国
立
公
園
に
制
定
さ
れ

ま
し
た
。
広
さ
は
約
３
２
０
０

平
方
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
で
、
東
京

都
の
お
よ
そ
１
・
５
倍
の
大
き

さ
で
す
。
高
度
、
湿
度
が
高
い

わ
り
に
比
較
的
涼
し
い
モ
ハ
ー

ヴ
ェ
砂
漠
は
ジ
ョ
シ
ュ
ア
・
ツ

リ
ー
の
特
別
生
息
地
と
な
っ
て

お
り
、
公
園
名
は
そ
こ
か
ら
採

ら
れ
た
も
の
で
す
。
多
く
の
読

者
の
皆
さ
ん
に
と
っ
て
ジ
ョ
シ

ュ
ア
・
ツ
リ
ー
と
言
え
ば
、
や

は
り
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
の
伝
説
的

バ
ン
ド
、
Ｕ
２
の
５
枚
目
の
ア

ル
バ
ム
タ
イ
ト
ル
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。
日
の
入
り
、
夜
間
、

明
け
方
の
景
色
は
写
真
好
き
の

あ
な
た
に
ピ
ッ
タ
リ
で
す
。

第
３
位
は
少
し
マ
イ
ナ
ー
か

も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
ニ
ュ
ー
メ

キ
シ
コ
州
の
州
都
サ
ン
タ
フ
ェ

よ
り
25
マ
イ
ル
（
約
40
キ
ロ
）

南
東
に
下
っ
た
と
こ
ろ
に
あ

る
、
「
ペ
コ
ス
国
立
歴
史
公
園
」

を
紹
介
し
ま
す
。
こ
こ
は
ペ
コ

ス
の
ア
ナ
サ
ジ
族
の
末
裔
と
、

植
民
地
支
配
を
狙
う
ス
ペ
イ
ン

人
た
ち
が
出
会
っ
た
場
所
と
言

わ
れ
て
い
ま
す
。
歴
史
を
書
き

始
め
る
と
今
月
は
そ
れ
で
終
わ

っ
て
し
ま
い
そ
う
な
の
で
お
伝

え
し
た
い
こ
と
を
要
約
し
ま
す

と
、
ペ
コ
ス
国
立
歴
史
公
園
に

は
ペ
コ
ス
族
の
14
世
紀
の
プ
エ

ブ
ロ
式
住
居
、
ス
ペ
イ
ン
人
ミ

ッ
シ
ョ
ン
が
建
て
た
教
会
の

跡
、
そ
の
そ
ば
に
残
る
「
キ
バ
」

と
呼
ば
れ
る
聖
な
る
集
会
場
の

跡
な
ど
が
残
さ
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
こ
の
公
園
の
一
部
は
南

北
戦
争
の
戦
い
の
ひ
と
つ
１
８

６
２
年
３
月
の
グ
ロ
リ
エ
ッ
タ

峠
の
戦
い
の
跡
も
敷
地
内
に
含

ま
れ
て
い
ま
す
。
見
渡
す
限
り

の
静
寂
、
ぜ
ひ
体
験
し
て
み
て

く
だ
さ
い
。

さ
あ
残
り
は
２
つ
、
こ
れ
ら

も
「
脇
道
ド
ラ
イ
ブ
」
と
い
う

に
は
結
構
な
距
離
が
あ
り
ま
す

が
ト
ッ
プ
10
に
は
入
れ
た
い
場

所
で
す
。
ま
ず
は
第
２
位
、
同

じ
く
ニ
ュ
ー
メ
キ
シ
コ
州
か
ら

「
ホ
ワ
イ
ト
サ
ン
ズ
国
定
公
園
」

で
す
。
ホ
ワ
イ
ト
サ
ン
ズ
を
知

ら
な
い
方
は
少
な
い
と
想
像
し

ま
す
の
で
細
か
い
説
明
は
や
め

て
お
き
ま
す
が
、
簡
単
に
言
え

ば
ニ
ュ
ー
メ
キ
シ
コ
州
ア
ラ
モ

ゴ
ー
ド
の
南
西
15
マ
イ
ル
（
約

25
キ
ロ
）
、
標
高
４
０
０
０
フ

ィ
ー
ト
（
約
１
２
０
０
メ
ー
ト

ル
）
に
位
置
す
る
白
い
大
砂
丘

地
帯
、
で
し
ょ
う
か
。
当
時
の

フ
ー
バ
ー
大
統
領
に
よ
っ
て
１

９
３
３
年
、
ア
メ
リ
カ
合
衆
国

国
定
記
念
物
に
指
定
さ
れ
ま
し

た
。
筆
者
が
ホ
ワ
イ
ト
サ
ン
ズ

の
話
を
す
る
と
き
多
く
聞
か
れ

る
の
が
「
ホ
ワ
イ
ト
サ
ン
ズ
っ

て
国
立
公
園
で
は
な
い
の
？
」

と
い
う
質
問
で
す
。
ホ
ワ
イ
ト

サ
ン
ズ
で
は
定
期
的
に
ミ
サ
イ

ル
実
験
が
あ
る
た
め
、
公
園
自

体
が
閉
鎖
さ
れ
る
こ
と
も
あ
り

ま
す
。
国
立
公
園
は
国
が
定
め

て
管
理
し
て
い
ま
す
か
ら
、
そ

の
要
綱
の
ひ
と
つ
に
「
戦
争
や

紛
争
時
で
も
、
国
立
公
園
は
破

壊
さ
れ
ず
に
残
さ
れ
る
べ
き
特

別
な
も
の
」
と
い
う
も
の
が
あ

り
ま
す
。
場
所
的
に
も
軍
事
関

係
の
基
地
が
存
在
し
、
ミ
サ
イ

ル
実
験
も
行
う
よ
う
で
あ
れ

ば
、
州
や
郡
の
管
理
す
る
国
定

公
園
レ
ベ
ル
に
留
め
て
お
こ
う

と
い
う
配
慮
が
あ
る
の
か
も
、

と
い
う
話
を
聞
い
て
い
ま
す
。

さ
て
最
後
、
第
１
位
は
何
と

い
っ
て
も
「
モ
ニ
ュ
メ
ン
ト
バ

レ
ー
」
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

こ
こ
も
多
く
の
説
明
は
不
要
と

思
い
ま
す
が
、
モ
ニ
ュ
メ
ン
ト

バ
レ
ー
は
ユ
タ
州
南
部
か
ら
ア

リ
ゾ
ナ
州
北
部
に
か
け
て
広
が

る
地
域
一
帯
の
名
称
と
な
り
、

「
メ
サ
」
と
い
わ
れ
る
テ
ー
ブ

ル
形
の
台
地
や
、
さ
ら
に
浸
食

が
進
ん
だ
岩
山
「
ビ
ュ
ー
ト
」

が
点
在
し
、
ま
る
で
異
な
る
惑

星
に
舞
い
降
り
た
か
の
よ
う
な

光
景
に
目
を
奪
わ
れ
ま
す
。
ま

た
、
古
く
か
ら
の
ナ
バ
ホ
族
居

住
地
域
で
あ
り
、
居
留
地
と
な

っ
た
現
在
で
は
そ
の
一
部
は
ナ

バ
ホ
族
管
轄
の
も
と
一
般
に
開

放
す
る
形
で
公
開
さ
れ
て
お

り
、
ナ
バ
ホ
族
の
聖
地
と
な
っ

て
い
ま
す
。
ま
だ
行
か
れ
て
い

な
い
方
は
、
と
に
か
く
ま
ず
行

っ
て
体
感
し
て
い
た
だ
き
た

い
。
筆
者
の
陳
腐
な
言
葉
で
は

表
現
で
き
な
い
感
動
と
発
見
が

必
ず
あ
る
は
ず
で
す
。

今
月
も
駆
け
足
で
紹
介
し
ま

し
た
が
、
い
か
が
で
し
た
で
し

ょ
う
か
。
も
っ
と
詳
し
く
知
り

た
い
方
は
筆
者
ま
で
直
接
ご
連

絡
く
だ
さ
い
。
そ
れ
で
は
ま
た

来
月
お
目
に
か
か
り
ま
す
！

（
後
藤
敏
之
／
ル
ー
ト
66
協
会

ジ
ャ
パ
ン
・
代
表
、
写
真
も
）
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正
月
休
み
に
仙
台
に
行
っ
た

際
、
「
仙
台
の
奥
座
敷
」
秋
保

温
泉
で
宿
泊
し
ま
し
た
。
秋
保

温
泉
に
は
、
ビ
ジ
タ
ー
セ
ン
タ

ー
的
機
能
を
有
す
る
秋
保
・
里

セ
ン
タ
ー
や
、
私
立
の
仙
台
万

華
鏡
美
術
館
や
佐
々
木
美
術

館
＆
人
形
館
な
ど
が
あ
り
ま
す

が
、
郷
土
的
な
も
の
と
し
て
は
、

秋
保
神
社
の
境
内
に
小
さ
な
資

料
館
が
あ
り
ま
す
。
秋
保
神
社

は
、
平
安
初
期
の
８
０
８
年
、

征
夷
大
将
軍
坂
上
田
村
麻
呂
が

蝦
夷
平
定
の
折
、
こ
の
地
に
熊

野
神
社
（
現
在
は
摂
社
と
し
て

御
本
殿
の
南
側
に
鎮
座
）
を
祀

っ
た
と
伝
え
ら
れ
、
１
２
０
０

年
の
歴
史
を
有
し
て
い
ま
す
。

祭
神
は
、
日
本
三
大
軍
神
と
さ

れ
て
い
る
建
御
名
方
神
（
た
け

み
な
か
た
の
か
み
）
で
、
い
わ

ゆ
る
勝
負
の
神
様
が
　
鎮
座
し

て
お
り
、
江
戸
時
代
に
は
二
代

藩
主
伊
達
忠
宗
の
参
詣
が
あ

り
、
伊
達
家
の
永
久
祈
祷
を
仰

せ
付
け
ら
れ
ま
し
た
。

さ
て
、
秋
保
温
泉
と
い
え
ば
、

老
舗
旅
館
「
佐
勘
」
が
有
名
で

す
が
、
今
回
は
「
岩
沼
屋
」
に

宿
泊
し
て
き
ま
し
た
。
歴
史
の

あ
る
旅
館
や
ホ
テ
ル
に
は
、
資

料
館
ギ
ャ
ラ
リ
ー
が
併
設
さ
れ

て
い
る
こ
と
が
多
い
の
で
す

が
、
こ
の
旅
館
も
創
業
４
０
０

年
を
謳
っ
て
い
る
だ
け
あ
っ

て
、
中
庭
に
あ
る
蔵
に
保
管
さ

れ
て
い
た
資
料
を
「
資
料
館
御

宿
暦
（
お
ん
や
ど
ご
よ
み
）
」

に
、
文
人
墨
客
達
の
作
品
等
を

「
ギ
ャ
ラ
リ
ー
プ
ロ
ム
ナ
ー
ド
」

に
展
示
し
て
い
ま
し
た
。
と
り

わ
け
刀
は
圧
巻
で
、
同
旅
館
の

蔵
か
ら
発
見
さ
れ
た
と
い
う
室

町
時
代
の
備
前
刀
、
則
光
の
脇

差
（
刃
長
約
51
セ
ン
チ
）
や
美

濃
刀
、
兼
幸
の
脇
差
（
同
32
セ

ン
チ
）
な
ど
、
八
振
が
拵
と
と

も
に
展
示
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

岩
沼
屋
は
寛
永
２
（
１
６
２
５
）

年
の
創
業
で
、
橘
家
が
京
都
か

ら
東
北
に
来
て
旅
館
を
始
め
た

と
い
い
、
道
中
で
護
身
用
と
し

て
携
帯
し
た
も
の
の
よ
う
で

す
。
二
年
前
に
前
社
長
の
橘
晴

哉
さ
ん
が
亡
く
な
り
、
遺
品
を

整
理
す
る
た
め
に
長
男
で
現
社

長
の
道
博
さ
ん
が
江
戸
時
代
か

ら
あ
る
蔵
を
確
認
し
た
と
こ

ろ
、
刀
剣
を
発
見
し
ま
し
た
。

す
ぐ
に
鑑
定
を
依
頼
し
た
後
、

宮
城
県
教
育
委
員
会
に
日
本
刀

と
し
て
登
録
し
、
修
理
を
施
し

た
上
で
、
大
崎
市
に
あ
る
刀
剣

専
門
の
「
中
鉢
美
術
館
」
で
刀

の
手
入
れ
方
法
に
つ
い
て
学

び
、
旅
館
内
で
の
展
示
を
開
始

し
た
そ
う
で
す
。

ま
た
、
戊
辰
戦
争
時
に
使
用

さ
れ
た
「
サ
ー
ベ
ル
脇
差
し
」

も
展
示
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
こ

れ
も
蔵
か
ら
発
見
さ
れ
た
も
の

で
、
同
様
の
も
の
が
西
南
戦
争

当
時
の
反
政
府
側
の
西
洋
式
装

備
と
し
て
熊
本
で
も
見
つ
か
っ

て
い
ま
す
。
興
味
深
い
の
は
、

並
べ
て
展
示
さ
れ
て
い
る
岩
沼

屋
の
先
祖
で
あ
る
橘
源
之
丞
の

「
会
津
御
征
伐
ニ
付
御
人
数
面

附
覚
書
」
と
従
軍
記
の
資
料
で
、

こ
の
脇
差
を
入
手
し
た
経
緯
に

関
す
る
記
述
こ
そ
な
い
も
の

の
、
慶
応
四
（
１
８
６
８
）
年

四
月
、
奥
羽
鎮
撫
総
督
の
命
に

応
じ
て
、
仙
台
藩
か
ら
出
兵
の

動
員
が
秋
保
地
区
に
か
か
り
、

動
員
さ
れ
た
農
兵
の
数
と
そ
の

動
向
が
記
さ
れ
て
お
り
、
当
時

の
秋
保
地
区
の
村
民
も
戊
辰
戦

争
に
巻
き
込
ま
れ
た
こ
と
を
如

実
に
物
語
っ
て
い
ま
す
。
ち
な

み
に
動
員
さ
れ
た
の
は
、
農
作

物
を
鳥
獣
被
害
か
ら
守
る
た
め

仙
台
藩
か
ら
鉄
砲
の
所
持
を
認

め
ら
れ
て
い
た
秋
保
の
「
山
立

漁
師
（
や
ま
だ
ち
り
ょ
う
し
）」

11
人
で
、
そ
の
後
彼
ら
は
全
員

帰
郷
し
て
い
ま
す
。

（
栗
原
祐
司
／
京
都
国
立
博
物

館
副
館
長
）

第292回

魅
惑
の
ア
メ
リ
カ
旧
国
道
「
ル
ー
ト
66
」
な
ん
で
も
ベ
ス
ト
10

秋保温泉の資料館

14世紀の住居跡なども残るメキシコ州のペコス国立歴史公園

そ
の
10：
国
立
・
国
定
公
園

後
編

紙面をまるごとウェブで読める！

「週刊ＮＹ生活デジタル版」
過去の紙面も5年分以上閲覧でき、必要なページはPDFで保存。とても便利です！！
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Queens & LI

メ
キ
シ
コ
国
境
の
壁
建
設
予

算
を
め
ぐ
る
与
野
党
対
立
で
、

連
邦
政
府
機
関
が
昨
年
12
月
22

日
か
ら
一
部
閉
鎖
と
な
っ
て
い

る
な
か
、
全
米
各
地
の
空
港
で

も
職
員
不
足
で
搭
乗
手
続
き
等

に
影
響
が
出
て
い
る
。

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
タ
イ
ム
ズ
紙

15
日
付
け
の
記
事
に
よ
る
と
、

保
安
業
務
を
担
当
す
る
米
運
輸

保
安
庁
（
Ｔ
Ｓ
Ａ
）
職
員
５
万

１
０
０
０
人
の
給
料
が
未
払
い

の
状
態
。
11
日
に
払
わ
れ
る
は

ず
の
給
料
が
受
け
取
れ
ず
、
Ｔ

Ｓ
Ａ
か
ら
は
勤
務
命
令
が
出
さ

れ
た
も
の
の
自
宅
待
機
も
し
く

は
欠
勤
す
る
職
員
が
急
増
し
、

身
体
検
査
の
列
に
１
時
間
並
ん

だ
例
も
報
告
さ
れ
た
。

ジ
ョ
ン
・
Ｆ
・
ケ
ネ
デ
ィ
国

際
空
港
や
ラ
ガ
ー
デ
ィ
ア
空
港

で
の
搭
乗
手
続
き
な
ど
に
大
き

な
支
障
は
み
ら
れ
て
い
な
い

が
、
日
系
旅
行
代
理
店
Ｉ
Ａ
Ｃ

Ｅ
ト
ラ
ベ
ル
で
は
、
「
通
常
２
、

３
時
間
前
に
空
港
に
行
か
れ
る

こ
と
を
お
す
す
め
し
て
い
ま
す

が
、
今
回
は
余
裕
を
持
っ
て
少

し
早
め
に
お
で
か
け
く
だ
さ

い
」
と
話
し
て
い
る
。

■
マ
ン
ハ
ッ
タ
ン
か
ら
各
空
港

へ
の
行
き
方

タ
ク
シ
ー
や
Ｕ
Ｂ
Ｅ
Ｒ
な
ど

の
ほ
か
、
主
要
駅
付
近
か
ら
出

発
す
る
大
型
バ
ス
や
ホ
テ
ル
な

ど
か
ら
乗
れ
る
シ
ャ
ト
ル
バ
ス

（

G
oA
irlin

k
N
Y
C

や

Su
persh

u
ttle

な
ど
）
が
あ

る
。公

共
交
通
機
関
の
利
用
の
場

合
、
ジ
ョ
ン
・
Ｆ
・
ケ
ネ
デ
ィ

空
港
へ
は
地
下
鉄
Ａ
・
Ｅ
線
を

利
用
し
て
エ
ア
ー
ト
レ
イ
ン
に

乗
り
換
え
る
。
ラ
ガ
ー
デ
ィ
ア

空
港
へ
は
地
下
鉄
Ｅ
・
Ｆ
・

Ｍ
・
Ｒ
・
７
線
74
ス
ト
リ
ー

ト
／
ル
ー
ズ
ベ
ル
ト
ア
ベ
ニ
ュ

ー
駅
下
車
、
空
港
直
行
の
セ
レ

ク
ト
バ
ス
に
乗
る
。

空
港
へ
は
余
裕
持
っ
て

搭
乗
身
体
検
査
で
混
雑
も

カ
ン
ト
リ
ー
、
ロ
ッ
ク
、
ク

ラ
シ
ッ
ク
ジ
ャ
ズ
、
ブ
ロ
ー
ド

ウ
エ
ー
、
Ｒ
＆
Ｂ
、
フ
ォ
ー
ク
、

キ
ャ
バ
レ
ー
形
式
な
ど
20
世
紀

か
ら
現
代
ま
で
ア
メ
リ
カ
で
誕

生
し
た
多
様
な
音
楽
ジ
ャ
ン
ル

を
紹
介
す
る
リ
ン
カ
ー
ン
セ
ン

タ
ー
主
催
の
「
ア
メ
リ
カ
ン
・

ソ
ン
グ
ブ
ッ
ク
・
シ
リ
ー
ズ
」

が
30
日
（
水
）
か
ら
３
月
４
日

（
月
）
ま
で
、
コ
ロ
ン
バ
ス
サ

ー
ク
ル
に
あ
る
フ
レ
デ
リ
ッ

ク
・
Ｐ
・
ロ
ー
ズ
ホ
ー
ル
の
ア

ペ
ル
・
ル
ー
ム
（
西
60
丁
目
と

ブ
ロ
ー
ド
ウ
エ
ー
）
を
メ
イ
ン

会
場
と
し
て
開
催
さ
れ
る
。

今
回
は
そ
の
キ
ャ
リ
ア
と
力

量
か
ら
オ
ペ
ラ
界
の
デ
ィ
ー
バ

と
呼
ば
れ
る
メ
ゾ
・
ソ
プ
ラ
ノ

の
ジ
ョ
イ
ス
・
デ
ィ
ド
ナ
ー
ト

が
ジ
ャ
ズ
や
ソ
ン
グ
ブ
ッ
ク
を

メ
イ
ン
に
披
露
す
る
ほ
か
、
ブ

ロ
ー
ド
ウ
エ
ー
か
ら
ク
リ
ス
テ

ィ
ー
ン
・
エ
バ
ソ
ー
ル
、
ジ
ェ

ニ
フ
ァ
ー
・
ル
イ
ス
、
デ
ズ
モ

ン
ド
・
チ
ャ
イ
ル
ド
、
ガ
ビ

ー
・
モ
レ
ノ
、
シ
ン
ガ
ー
・
ソ

ン
グ
ラ
イ
タ
ー
の
オ
ス
カ
・
ア

イ
ザ
ッ
ク
な
ど
が
出
演
す
る
。
　

入
場
料
や
開
演
時
間
は
公
演

に
よ
っ
て
異
な
る
。
チ
ケ
ッ
ト

は
リ
ン
カ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
各
窓

口
の
ほ
か
、
電
話
２
１
２
・
７

２
１
・
６
５
０
０
、
ま
た
は
ウ

ェ
ブ
サ
イ
ト
か
ら
購
入
で
き

る
。
詳
細
は
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト

w
w
w
.lincolncenter.org

を

参
照
。

豪華な顔ぶれ

新春を彩る歌

アメリカンソングブック

リンカーンセンターで

連
邦
政
府
閉
鎖
続
く

空
港
管
制
官
な
ど
無
給
で
働
く

連
邦
政
府
の
政
府
閉
鎖
は
14

日
で
過
去
最
長
の
24
日
目
を
迎

え
た
が
、
給
料
が
支
払
わ
れ
な

い
な
ど
し
て
い
る
た
め
ロ
ン
グ

ア
イ
ラ
ン
ド
の
連
邦
公
務
員
の

生
活
に
大
き
な
影
響
が
出
て
い

る
。ジ

ョ
ン
・
Ｆ
・
ケ
ネ
デ
ィ
、

ラ
ガ
ー
デ
ィ
ア
の
両
空
港
お
よ

び
地
方
空
港
で
は
、
出
入
り
す

る
す
べ
て
の
航
空
交
通
を
監
視

す
る
航
空
管
制
官
が
合
計
１
５

０
人
が
い
る
が
、
政
府
閉
鎖
の

た
め
１
月
の
第
２
週
か
ら
給
料

が
支
払
わ
れ
て
い
な
い
。
そ
れ

で
も
監
視
し
な
く
て
は
な
ら
ず

無
給
で
働
い
て
い
る
。

管
制
官
の
一
人
の
ケ
ビ
ン
・

メ
ニ
ー
さ
ん
は
、
現
在
の
「
空

の
安
全
に
つ
い
て
は
心
配
は
し

て
い
ま
せ
ん
」
と
述
べ
つ
つ
、

「
私
た
ち
は
犠
牲
者
で
す
。
給
料

を
も
ら
わ
ず
働
か
な
く
て
は
な

ら
な
い
立
場
に
置
か
れ
る
べ
き

で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
政
府
閉
鎖

は
早
急
に
終
え
る
必
要
が
あ
り

ま
す
」
と
語
る
。

こ
う
し
た
事
態
を
受
け
、
福

祉
団
体
、
フ
ー
ド
バ
ン
ク
、
信

用
組
合
（
ク
レ
ジ
ッ
ト
ユ
ニ
オ

ン
）、
さ
ら
に
は
ヨ
ッ
ト
ク
ラ
ブ

ま
で
が
、
給
料
の
支
払
わ
れ
て

い
な
い
数
千
人
の
連
邦
公
務
員

ソ
フ
ィ
ア
・
チ
ズ
コ
個
展

レ
ゾ
ボ
ッ
ク
ス
で
開
催
中

ソ
フ
ィ
ア
・
チ
ズ
コ
の
個

展
、
「
夢
の
一
片
」
が
２
月
10

日
（
日
）
ま
で
ロ
ン
グ
ア
イ
ラ

ン
ド
シ
テ
ィ
ー
の
レ
ゾ
ボ
ッ
ク

ス
（
27
丁
目
41-

26
番
地
）
で

開
催
中
。
マ
ニ
ラ
、
東
京
で
発

表
し
て
き
た
丸
で
画
面
を
埋
め

尽
く
し
た
抽
象
画
の
最
新
作

「
ラ
ヴ
」
は
２
年
か
け
て
制
作
、

１
８
０
セ
ン
チ
四
方
に
フ
リ
ー

ハ
ン
ド
で
描
か
れ
た
丸
が
何
重

に
も
重
な
り
、
メ
タ
リ
ッ
ク
カ

ラ
ー
を
含
め
た
さ
ま
ざ
ま
な
色

と
大
き
さ
の
丸
が
光
に
反
射
し

繊
細
に
輝
く
大
作
。
こ
の
作
品

を
描
い
て
い
る
様
子
が
コ
ン
エ

デ
ィ
ソ
ン
の
Ｃ
Ｍ
に
も
起
用
さ

れ
た
。
入
場
無
料
。
レ
セ
プ
シ

ョ
ン
は
25
日
（
金
）
午
後
７
時

30
分
か
ら
９
時
30
分
。
開
廊
日

時

な

ど

詳

細

は

resobox.com

を
参
照
。

に
食
料
な
ど
を
援
助
し
て
い
る
。

福
祉
団
体
ロ
ン
グ
ア
イ
ラ
ン

ド
・
ケ
ア
の
ポ
ー
ル
・
パ
ッ
チ

ャ
ー
氏
は
11
日
、
オ
イ
ス
タ
ー

ベ
イ
に
あ
る
サ
ガ
モ
ア
ヒ
ル
国

立
史
跡
で
記
者
会
見
を
行
い
、

食
料
品
、
家
庭
用
品
、
ペ
ッ
ト

フ
ー
ド
な
ど
を
連
邦
公
務
員
に

援
助
す
る
と
発
表
し
た
。
こ
れ

に
伴
い
寄
付
も
呼
び
か
け
て
い

る
。
こ
れ
に
呼
応
し
Ｎ
Ｙ
州
議

会
の
ジ
ム
・
ゴ
ー
ラ
ン
上
院
議

員
（
民
主
党
、
ハ
ン
チ
ン
ト
ン

選
出
）
と
チ
ャ
ー
ル
ズ
・
レ
バ

イ
ン
下
院
議
員
（
民
主
党
、
グ

レ
ン
コ
ー
ブ
選
出
）
は
食
料
や

物
資
を
集
め
る
独
自
の
取
り
組

み
を
開
始
し
、
ロ
ン
グ
ア
イ
ラ

ン
ド
・
ケ
ア
に
渡
す
と
発
表
し

た
。ナ

ッ
ソ
ー
金
融
連
邦
信
用
組

合
は
、
信
用
組
合
の
会
員
の
う

ち
政
府
閉
鎖
で
影
響
を
受
け
た

連
邦
公
務
員
を
支
援
す
る
た
め

に
特
別
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
提
供
し

て
い
る
。
最
長
90
日
ま
で
ロ
ー

ン
、
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
、
不

動
産
ロ
ー
ン
の
支
払
い
を
猶
予

で
き
、
ペ
ナ
ル
テ
ィ
ー
な
し
で

の
定
期
預
金
引
き
出
し
の
ほ
か
、

返
却
期
限
最
長
90
日
で
最
大
５

千
ド
ル
ま
で
の
個
人
ロ
ー
ン
申

し
込
み
が
で
き
る
よ
う
に
し
た
。

こ
の
ほ
か
、
グ
レ
ー
タ
ー
ハ

ン
チ
ン
ト
ン
評
議
会
の
ヨ
ッ
ト

と
ボ
ー
ト
ク
ラ
ブ
は
、
政
府
閉

鎖
の
間
、
無
給
で
働
い
て
い
る

米
国
沿
岸
警
備
隊
員
の
た
め
に

ギ
フ
ト
カ
ー
ド
寄
付
を
推
進
し

て
い
る
。
サ
フ
ォ
ー
ク
郡
の
Ｓ

Ｐ
Ｃ
Ａ
（
動
物
虐
待
防
止
協
会
）

は
、
閉
鎖
期
間
中
に
財
政
難
を

経
験
し
て
い
る
連
邦
公
務
員
と

そ
の
家
族
に
無
料
の
ペ
ッ
ト
フ

ー
ド
を
提
供
し
て
い
る
。

Joyce DiDonato American Songbook
Photo Chris Singer/Erato-Warner Classics

空
港
行
き
バ
ス
乗
り
場
（
41
丁
目
レ
キ
シ
ン
ト
ン
街
と

３
番
街
の
間
）
は
午
前
11
時
か
ら
午
後
７
時
ま
で
運
行
。

片
道
料
金
Ｊ
Ｆ
Ｋ
18
ド
ル
、
ラ
ガ
ー
デ
ィ
ア
16
ド
ル
。

作品　「ラヴ」72×72インチ、アクリル画

ケネディ国際空港への公共交通手段として
はバスや地下鉄、エアトレインがある

http://www.jwsny.org
http://ariyoshiny.com
http://www.lijcc.org/index.html
https://japaneseschool.org
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現
代
ウ
ォ
ー
ホ
ル
を
感
じ
る
店

ポ
ッ
プ
ア
ー
ト
界
の
巨
匠
ア

ン
デ
ィ
・
ウ
ォ
ー
ホ
ル
の
ス
タ

ジ
オ
を
再
現
し
た
バ
ー
兼
レ
ス

ト
ラ
ン
が
こ
の
ほ
ど
、
グ
ラ
マ

シ
ー
地
区
に
オ
ー
プ
ン
し
た
。

同
店
「
ザ
・
フ
ァ
ク
ト
リ
ー

３
８
０
」
（
３
番
街
３
８
０
番

地
）
は
、
か
つ
て
ウ
ォ
ー
ホ
ル

が
作
品
制
作
兼
仲
間
た
ち
と
の

交
流
の
場
と
し
て
い
た
「
ザ
・

フ
ァ
ク
ト
リ
ー
」
と
、
ウ
ォ
ー

ホ
ル
ら
著
名
人
た
ち
が
足
し
げ

く
通
っ
た
伝
説
の
デ
ィ
ス
コ

「
ス
タ
ジ
オ
54
」
か
ら
発
想
を

得
て
お
り
「
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
市

１
９
７
０
年
代
の
ナ
イ
ト
ラ
イ

フ
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
思
い
出
さ

せ
る
」
と
い
う
。

壁
は
、
ス
タ
ジ
オ
54
に
集
う

ウ
ォ
ー
ホ
ル
ほ
か
ジ
ョ
ン
・
レ

ノ
ン
や
ボ
ブ
・
デ
ィ
ラ
ン
な
ど

の
写
真
、
明
る
い
ピ
ン
ク
で
落

書
き
さ
れ
た
ウ
ォ
ー
ホ
ル
の
言

葉
で
飾
ら
れ
て
い
る
。

食
事
の
メ
ニ
ュ
ー
は
、
ナ
ス

の
パ
ル
ミ
ジ
ャ
ー
ナ
の
フ
ラ
イ

や
四
川
風
手
羽
先
、
ラ
ム
・
バ

ル
バ
ッ
コ
ア
の
タ
コ
ス
な
ど
、

人
種
の
る
つ
ぼ
の
ニ
ュ
ー
ヨ
ー

ク
ら
し
い
料
理
が
並
ぶ
。
ジ

ン
・
ベ
ー
ス
の
カ
ク
テ
ル
「
33

Ｕ
Ｓ
Ｗ
」
は
、
ウ
ォ
ー
ホ
ル
の

ス
タ
ジ
オ
が
あ
っ
た
ユ
ニ
オ

ン
・
ス
ク
エ
ア
・
ウ
エ
ス
ト
33

番
地
に
因
ん
で
い
る
。
ま
た
、

若
い
人
た
ち
に
さ
ら
に
ウ
ォ
ー

ホ
ル
を
知
っ
て
も
ら
お
う
と
、

グ
ラ
フ
ィ
テ
ィ
や
ス
ケ
ッ
チ
の

ク
ラ
ス
も
計
画
し
て
い
る
と
い

う
。
詳
細
は
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト

th
efactory

380.com

を
参

照
。

70年代の

エネルギー再現

ザ・ファクトリー380

ア
フ
リ
カ
料
理
は
ニ
ュ
ー
ヨ

ー
ク
で
稀
な
存
在
だ
が
、
２
０

１
８
年
８
月
に
開
店
し
た
「
ヘ

ン
リ
ー
・
ア
ッ
ト
・
ラ
イ
フ
ホ

テ
ル
」
が
独
自
の
ス
タ
イ
ル
で

そ
の
風
味
を
伝
え
、
人
気
を
集

め
て
い
る
。

料
理
長
は
ア
フ
リ
カ
系
ア
メ

リ
カ
人
の
シ
ェ
フ
Ｊ
Ｊ
こ
と
ジ

ョ
セ
フ
・
ジ
ョ
ン
ソ
ン
氏
。
料

理
界
の
ハ
ー
バ
ー
ド
と
呼
ば
れ

る
「
カ
リ
ナ
リ
ー
・
イ
ン
ス
テ

ィ
テ
ュ
ー
ト
・
オ
ブ
・
ア
メ
リ

カ
（
Ｃ
Ｉ
Ａ
）
を
卒
業
後
、
11

年
に
２
か
月
間
ガ
ー
ナ
に
滞

在
。
「
風
味
を
重
ね
て
深
く
大

胆
な
味
を
生
み
出
す
ア
フ
リ
カ

料
理
に
魅
了
さ
れ
、
自
分
の
Ｄ

Ｎ
Ａ
の
核
に
あ
る
ア
フ
リ
カ
の

食
文
化
の
価
値
を
伝
え
よ
う
と

決
め
ま
し
た
」
と
意
を
決
し
た

後
、
ハ
ー
レ
ム
の
人
気
店
「
セ

シ
ル
」
の
料
理
長
を
務
め
て
定

評
を
得
て
、
15
年
に
は
料
理
界

の
オ
ス
カ
ー
と
呼
ば
れ
る
ジ
ェ

ー
ム
ズ
・
ビ
ア
ー
ド
財
団
賞
の

「
期
待
の
新
星
賞
」
に
も
ノ
ミ

ネ
ー
ト
さ
れ
た
実
力
派
だ
。

15
品
（
10
〜
75
ド
ル
）
の
簡

潔
な
メ
ニ
ュ
ー
に
は
、
ア
フ
リ

カ
料
理
の
多
彩
な
要
素
を
伝
え

る
各
品
が
並
ぶ
。
一
例
は
「
き

の
こ
の
ヤ
ッ
サ
」
。
レ
モ
ン
と

デ
ィ
ジ
ョ
ン
マ
ス
タ
ー
ド
風
味

の
セ
ネ
ガ
ル
の
伝
統
的
な
鶏
の

シ
チ
ュ
ー
「
ヤ
ッ
サ
」
を
、
氏

は
ビ
ー
ガ
ン
に
も
対
応
可
能
な

品
に
転
換
。
タ
イ
ム
と
に
ん
に

く
で
マ
リ
ネ
し
た
エ
リ
ン
ギ
を

鶏
に
代
え
、
さ
ら
に
自
己
流
に

コ
コ
ナ
ッ
ツ
油
を
加
え
て
煮
汁

を
ソ
ー
ス
風
に
煮
詰
め
、
食
べ

や
す
い
小
皿
に
仕
立
て
る
。

ま
た
「
コ
ー
ラ
ビ
」
は
「
ア

フ
リ
カ
の
母
」
と
呼
ば
れ
る
ソ

ー
ス
に
焦
点
を
当
て
た
サ
ラ

ダ
＝
写
真
＝
。
ア
フ
リ
カ
で
一

般
的
だ
が
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
で
稀

な
コ
ー
ラ
ビ
を
生
で
ス
ラ
イ
ス

し
、
玉
ね
ぎ
、
人
参
、
ト
マ
ト

な
ど
を
炒
め
ト
マ
ト
ペ
ー
ス
ト

と
ピ
ー
ナ
ツ
バ
タ
ー
を
加
え
た

ソ
ー
ス
、
甘
い
米
国
原
産
コ
ン

コ
ル
ド
葡
萄
と
林
檎
を
添
え
味

に
広
が
り
を
与
え
る
。

新
し
い
旬
の
店
が
林
立
す
る

ノ
マ
ッ
ド
に
あ
る
ラ
イ
フ
ホ
テ

ル
、
そ
の
中
に
あ
る
同
店
に
は
、

多
彩
な
人
種
と
年
齢
層
の
客
が

新
感
覚
の
ア
フ
リ
カ
料
理
を
求

め
て
や
っ
て
来
る
。
ジ
ョ
ン
ソ

ン
氏
は
「
世
界
各
地
に
散
ら
ば

っ
た
奴
隷
が
現
地
で
育
ん
だ
ア

フ
リ
カ
料
理
の
豊
か
さ
を
、
こ

れ
か
ら
さ
ら
に
親
し
み
や
す
い

形
で
広
く
伝
え
て
い
き
た
い
」

と
話
す
。

（
片
山
晶
子
／
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク

在
住
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
）

Henry at Life Hotel
19 W.31st St

bet.Broadway & 5th Ave.)
Tel: 212-615-9910

http://henrynomad.com

軽食：7:00 15:30 
ディナー：17:30 23:00 

(日曜22:00まで)

高
級
料
理
も
一
律
価
格
で
堪

能
で
き
る
Ｎ
Ｙ
Ｃ
レ
ス
ト
ラ
ン

ウ
イ
ー
ク
、
ブ
ロ
ー
ド
ウ
エ
ー

公
演
や
美
術
館
や
有
名
観
光
地

の
入
場
券
が
１
枚
の
値
段
で
２

枚
買
え
る
ブ
ロ
ー
ド
ウ
エ
ー
ウ

イ
ー
ク
と
マ
ス
ト
・
シ
ー
・
ウ

イ
ー
ク
が
、
今
冬
は
「
Ｎ
Ｙ
Ｃ

ウ
イ
ン
タ
ー
・
ア
ウ
テ
ィ
ン
グ
」

と
し
て
21
日
（
月
）
か
ら
２
月

10
日
（
日
）
ま
で
同
時
開
催
さ

れ
る
。

レ
ス
ト
ラ
ン
ウ
イ
ー
ク
に
は

約
４
０
０
店
が
参
加
、
ラ
ン
チ

は
プ
リ
フ
ィ
ッ
ク
ス
で
26
ド
ル
、

３
コ
ー
ス
の
デ
ィ
ナ
ー
は
42
ド

ル
で
提
供
す
る
。
同
イ
ベ
ン
ト

の
詳
細
や
レ
ス
ト
ラ
ン
の
予
約

は
ウ
ェ
ブ
サ
イ
トnycgo.com

を
参
照
。
さ
ら
に
お
得
に
ニ
ュ

ー
ヨ
ー
ク
市
を
楽
し
む
た
め
の

ヒ
ン
ト
も
掲
載
さ
れ
て
い
る
。

食べて観て冬を楽しむ

お得3大イベント同時に

ア
フ
リ
カ
料
理
を
モ
ダ
ン
に
表
現

https://gutforlife.us/
https://www.mtckitchen.com
http://wasan-ny.com/


小
田
和
正
の
歌
で
有
名
な

『
東
京
ラ
ブ
ス
ト
ー
リ
ー
』
は

平
成
３
年
、
１
９
９
１
年
１

月
７
日
〜
３
月
18
日
放
映
の

ド
ラ
マ
だ
。
歌
と
共
に
当
時

の
豪
遊
を
懐
か
し
む
人
は
多

い
だ
ろ
う
。
と
こ
ろ
で
内
閣

府
に
よ
る
と
、
バ
ブ
ル
崩
壊

は
91
年
３
月
に
始
ま
っ
て
い

る
。
日
本
中
が
「
カ
ン
チ
！
」

と
絶
叫
し
て
い
た
正
に
そ
の

時
、
日
本
経
済
の
「
失
わ
れ

た
20
年
（
30
年
）
」
は
始
ま
っ

て
い
た
。
そ
ん
な
恐
ろ
し
い

こ
と
を
、
当
時
、
誰
が
知
っ

て
い
た
だ
ろ
う
。
さ
ら
に
日

本
は
今
も
平
成
の
終
焉
と
共

に
、
着
々
と
「
破
滅
」
に
向

か
っ
て
い
る
と
す
れ
ば
…
？

さ
て
、
本
書
の
テ
ー
マ
は

「
国
体
」
で
あ
る
。
今
の
若
者

な
ら
「
国
体
」
を
問
わ
れ
、

「
国

民

体

育

大

会

で

す

よ

ね
？
」
と
即
答
す
る
に
違
い

な
い
。
し
か
し
本
書
は
ア
ス

リ
ー
ト
に
は
無
関
係
で
あ
る
。

今
で
は
ほ
ぼ
死
語
で
あ
る

「
国
体
」
を
、
な
ぜ
今
さ
ら
取

り
上
げ
る
の
か
。

「
国
体
」
。
先
の
大
戦
の
体
験

者
で
、
こ
の
禍
々
（
ま
が
ま

が
）
し
い
言
葉
を
知
ら
な
い

人
は
い
な
い
。
第
二
次
世
界

大
戦
前
の
国
体
と
は
、
「
万
世

一
系
の
天
皇
を
頂
点
に
戴
い

た
『
君
臣
相
睦
（
あ
い
む
つ
）

み
合
う
家
族
国
家
』
を
理
念

と
し
て
全
国
民
に
強
制
す
る

体
制
」
で
あ
っ
た
。
明
治
維

新
か
ら
始
ま
っ
た
こ
の
体
制

は
、
「
国
体
」
へ
の
反
対
者
を

「
根
こ
そ
ぎ
打
ち
倒
し
つ
つ
破

滅
的
戦
争
へ
と
踏
み
出
し
、

軍
事
的
に
敗
北
が
確
定
し
て

も
そ
れ
を
止
め
る
こ
と
が
誰

に
も
で
き
ず
、
内
外
に
膨
大

な
犠
牲
者
を
出
し
た
挙
句
に

崩
壊
し
た
」
の
で
あ
る
。
し

か
し
こ
の
「
国
体
」
が
実
は

現
在
も
日
本
を
支
配
し
て
い

る
と
白
井
氏
は
言
う
。
い
や
、

「
国
体
」
で
し
か
現
代
日
本
の

「
奇
怪
な
逼
塞
（
ひ
っ
そ
く
）

状
態
」
を
説
明
で
き
な
い
、

た
だ
し
今
、
国
体
の
頂
点
に

あ
る
の
は
「
万
世
一
系
の
天

皇
」
で
は
な
く
「
ア
メ
リ
カ

合
衆
国
」
で
あ
る
と
…
。

「
真
実
は
簡
単
な
言
葉
で
説

明
で
き
る
」
と
思
う
こ
と
が

よ
く
あ
る
。
こ
の
白
井
論
、

即
ち
「
『
戦
後
の
国
体
』
と
は
、

天
皇
制
と
い
う
ピ
ラ
ミ
ッ
ド

の
頂
点
に
ア
メ
リ
カ
を
鎮
座

さ
せ
た
も
の
」
で
あ
り
、
日

本
は
こ
れ
に
支
配
さ
れ
て
い

る
が
、
そ
の
事
実
は
徹
頭
徹

尾
「
否
認
」
さ
れ
て
い
る
と

い
う
理
論
が
私
の
疑
問
を
一

気
に
解
消
し
た
。
「
な
ぜ
日
本

は
米
国
の
ポ
チ
な
の
か
」
と

い
う
長
年
の
疑
問
の
答
え
が

出
た
の
だ
。
折
し
も
続
々
と

最
近
出
版
さ
れ
る
「
日
米
密

約
」
関
連
本
で
、
日
本
が

「
主
権
国
家
」
で
な
い
こ
と
は

証
明
さ
れ
て
い
る
。
そ
こ
に

本
書
が
登
場
。
９
条
を
持
つ

日
本
が
高
価
な
武
器
を
ト
ラ

ン
プ
か
ら
爆
買
い
す
る
の
も
、

水
道
法
も
カ
ジ
ノ
も
Ｊ-

ア
ラ

ー
ト
も
す
べ
て
説
明
で
き
る
。

そ
し
て
改
め
て
戦
慄
し
た
。

白
井
氏
は
明
治
維
新
か
ら
敗

戦
ま
で
の
77
年
と
、
敗
戦
か

ら
現
在
ま
で
の
73
年
を
、
２

つ
の
国
体
に
よ
る
「
国
家
の

破
滅
」
ま
で
と
い
う
図
式
で

見
事
に
重
ね
合
わ
せ
る
。
歴

史
は
繰
り
返
し
て
い
る
。
現

在
の
日
本
の
民
主
主
義
の
劣

化
は
顕
著
で
あ
り
、
日
本
は

す
で
に
「
上
か
ら
下
ま
で

『
破
産
』
し
て
い
る
」
と
白
井

氏
は
言
う
。
す
る
と
、
も
し

『
東
ラ
ブ
』
の
時
代
が
大
正
デ

モ
ク
ラ
シ
ー
に
重
な
る
な
ら
、

今
後
日
本
が
行
く
先
は
ど
ん

な
奈
落
な
の
か
？

実
は
、
白
井
氏
に
本
書
を

書
か
し
め
た
の
は
、
２
０
１

６
年
８
月
８
日
の
「
天
皇
の

お
言
葉
」
だ
っ
た
。
氏
は
、

「
こ
の
人
は
、
何
か
と
闘
っ
て

お
り
、
そ
の
闘
い
に
は
義
が

あ
る
」
、
「
黙
っ
て
通
り
過
ぎ

る
こ
と
は
で
き
な
い
と
感

じ
」
、
「
敬
意
」
を
表
し
た
か

っ
た
と
言
う
。
そ
の
「
何
か
」

を
明
示
し
た
の
が
本
書
だ
。

マ
ル
ク
ス
主
義
研
究
者
（
白

井
氏
）
が
「
闘
う
今
上
天
皇
」

に
共
感
す
る
と
い
う
、
驚
天

動
地
の
時
代
を
迎
え
た
平
成

末
期
。
そ
の
想
い
は
果
た
し

て
天
皇
に
届
い
た
の
か
。

（
大
野
妹
子
）

■アリバイ崩し承ります（大山誠一郎、実業之日本社）難
事件に頭を悩ませる捜査一課の新米刑事は、時計にまつわ
る依頼は何でも承る美谷時計店にアリバイ崩しを依頼する。
ストーカーと化した元夫のアリバイ、郵便ポストに投函さ
れた拳銃のアリバイ、山荘の時計台で起きた殺人のアリバ
イ。７つの事件や謎に店主の美谷時乃が挑む。■妻のトリ
セツ（黒川伊保子・編著、講談社＋α新書）いつも不機嫌、
理由もなく怒り出す、突然10年前のことを蒸し返す…。妻
が怖いという人が増えているが、ほとんどの夫はその「怒
り」の理由がわらない。ベストセラー『夫婦脳』『恋愛脳』
の脳科学者が伝える理不尽な妻との上手な付き合い方。ト
リセツ＝取扱説明書。■熱帯（森見登美彦、文藝春秋）沈
黙読書会で見かけた『熱帯』はなんとも奇妙な本だった。
謎の解明に勤しむ「学団」に神出鬼没の「暴夜書房」、鍵を
握る飴色のカードボックス…。東京の片隅で始まった冒険
は京都を駆け抜け、満州の夜を潜り、幾多の語り手の魂を
乗り継いで、いざ謎の源流へ。■きれいなシワの作り方 淑
女の思春期病（村田沙耶香、文春文庫）皺は美しいと言い
ながら高いクリームを塗り込む、自意識が邪魔をしてSNS
に投稿できない、迫りくる「産むか産まないか」問題…。
アラサー女子の愛おしくもイタい日々を芥川賞作家が綴っ
た赤裸々エッセイ。■建設現場（坂口恭平、みすず書房）
これは小説なのか、それとも記録なのか。『独立国家のつく
りかた』の異才が未経験の幻視世界を言語で体感させ、新
しい次元をひらく。「れから始まることを知っていたのに、なぜ止めず放置
して労働をつづけたのか。それは理解のうえで、それとも自分自身である
ことを見失っていたのか？」■THE LAST GIRL（ナディア・ムラド、東洋
館出版社）貧しくも平和な村で、愛する家族と暮らしていたナディア・ム
ラド。しかし、イスラム国の驚異は次第に強まり、ついに虐殺と収奪の日
が訪れた。決死の覚悟で脱出して、支配地域の現状を世界に発信するまで
に彼女を支えた人々。著者ナディア・ムラドは、戦下における武器として
の性暴力の根絶に尽力して、2018年ノーベル平和賞を受賞。（去場 安）

■書籍データ／資料提供・紀伊國屋書店ＮＹ本店
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BOOKS

新
米
刑
事
が
通
う
時
計
屋
の
鮮
や
か
な
謎
解
き
。
平
穏
な
家
庭
づ
く
り
の
た
め
の
夫
へ
の

指
南
書
。
幻
の
本
を
め
ぐ
る
大
追
跡
が
始
ま
っ
た
。
ア
ラ
サ
ー
芥
川
賞
作
家
が
綴
る
幾
多
の

悩
み
。
未
体
験
の
幻
視
世
界
を
読
む
。
性
暴
力
の
根
絶
の
た
め
に
闘
う
女
性
の
実
話
。

■ 即買える新刊を紹介 ■

平成の次に来る時代予言

『どどどどど』

作：五味太郎

偕成社　1992年

「
五
味
太
郎
に
し
か
作
れ
な
い
絵
本
」

や
っ
ぱ
り
五
味
さ
ん
っ
て
一

種
の
天
才
だ
と
思
う
ん
で
す

ね
。
本
書
の
よ
う
な
絵
本
は
、

他
の
作
家
で
は
作
れ
な
い
は
ず

で
す
。
絵
と
文
章
と
ス
ト
ー
リ

ー
と
音
感
と
、
す

べ
て
を
持
っ
て
な

い
と
無
理
。
五
味

さ
ん
は
そ
の
す
べ

て
を
持
っ
て
る
ん

で
す
ね
え
。

表
紙
だ
け
で
は

わ
か
り
づ
ら
い
の

で
す
が
、
本
書
は
ド
レ
ミ
の
音

階
が
テ
ー
マ
に
な
っ
て
ま
す
。

タ
イ
ト
ル
の
「
ど
」
で
始
ま
っ

て
、
ブ
ル
ド
ー
ザ
ー
の
ス
ト
ー

リ
ー
と
共
に
少
し
ず
つ
音
階
が

上
が
っ
た
り
下
が
っ
た
り
し
ま

す
。
ス
ト
ー
リ
ー
と
言
っ
て
も
、

出
て
く
る
文
章
は
「
ど
」
と
か

「
れ
」
な
ど
の
音
ば
か
り
。
主

語
・
述
語
は
当
然
あ

り
ま
せ
ん
。

こ
ん
な
絵
本
、
五

味
さ
ん
の
ほ
か
に
だ

れ
が
作
れ
ま
す
？
　

日
本
の
絵
本
業
界

お
よ
び
育
児
業
界
は
、

五
味
太
郎
と
い
う
天

才
絵
本
作
家
の
存
在
に
あ
ら
た

め
て
感
謝
す
べ
き
だ
と
思
い
ま

す
よ
。

（
竹
永
浩
之
）

▲クリックすると新刊購入サイトへ！

集英社新書・刊

白井 聡・著

https://usa.kinokuniya.com/
http://www.seido.com
http://www.idocenter.com


祐
真
由
規
は
、
京
都
出
身
の

25
歳
。
父
母
兄
姉
の
５
人
家
族
。

末
っ
子
と
し
て
生
ま
れ
、
４
歳

上
の
姉
は
ロ
サ
ン
ゼ
ル
ス
を
拠

点
と
す
る
女
優
の
祐
真
キ
キ
。

叔
父
は
ス
タ
イ
リ
ス
ト
の
祐
真

朋
樹
。
幼
い
こ
ろ
か
ら
踊
る
こ

と
が
大
好
き
で
、
姉
と
一
緒
に

身
体
を
動
か
し
て
家
族
や
親
戚

の
人
気
者
だ
っ
た
。
11
歳
か
ら

ダ
ン
ス
を
習
い
始
め
、
姉
と
ミ

ュ
ー
ジ
ッ
ク
ビ
デ
オ
な
ど
を
見

て
憧
れ
を
抱
い
て
い
た
。

中
学
の
頃
か
ら
大
学
に
行
か

ず
に
ダ
ン
サ
ー
に
な
り
た
い
と

思
っ
て
い
た
。
京
都
の
紫
野
高

校
２
年
の
時
に
１
年
間
、
バ
ー

ジ
ニ
ア
州
の
高
校
に
交
換
留
学

で
１
年
間
ア
メ
リ
カ
生
活
を
体

験
し
た
。
そ
の
時
に
、
多
く
の

ダ
ン
ス
コ
ン
ペ
テ
ィ
シ
ョ
ン
に

出
場
、
優
勝
し
、
ア
メ
リ
カ
の

テ

レ

ビ

番

組

、

B
E
T

106&
P
A
R
K

に
出
場
し
た
。

そ
の
経
験
か
ら
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー

ク
で
の
将
来
の
活
動
を
決
意
し

た
と
い
う
。

日
本
の
高
校
を
卒
業
後
、
20

歳
ま
で
ア
ル
バ
イ
ト
と
ダ
ン
ス

の
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
に
励
み
、
２

０
１
３
年
に
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
に

や
っ
て
き
た
。
昨
年
、
ク
リ
ア

タ
レ
ン
ト
グ
ル
ー
プ
と
い
う
大

手
事
務
所
の
オ
ー
デ
ィ
シ
ョ
ン

に
受
か
り
、
専
属
契
約
し
た
。

最
も
尊
敬
し
て
影
響
を
受
け
た

ダ
ン
ス
界
の
エ
リ
ー
ト
の
ダ
ニ

エ
ル
・
ポ
ラ
ン
コ
を
師
と
し

て
、
彼
女
の
作
品
に
も
多
く
出

演
し
て
い
る
。
ま
た
、
セ
ネ
ガ

ル
出
身
の
ア
フ
リ
カ
ン
ダ
ン
サ

ー
、
ウ
ス
マ
ン
・
ワ
イ
ル
ス

(

オ
マ
リ
・
ミ
ズ
ラ
ヒ)

が
立
ち

上
げ
た
ダ
ン
ス
カ
ン
パ
ニ
ー
、

レ
ス
・
バ
レ
ッ
ト
・
ア
フ
リ
ッ

ク
の
メ
ン
バ
ー
と
し
て
、
い
く

つ
か
の
舞
台
に
出
演
し
て
い

る
。
自
分
自
身
、
ヴ
ォ
ー
グ
ダ

ン
ス
や
ボ
ー
ル
ル
ー
ム
カ
ル
チ

ャ
ー
に
魅
了
さ
れ
、
ハ
ウ
ス
・

オ
ブ
・
ア
マ
ゾ
ン
の
一
員
と
し

て
こ
れ
ま
で
数
々
の
バ
ト
ル
イ

ベ
ン
ト
に
も
出
演
し
た
。

静
か
で
控
え
目
な
話
し
ぶ
り

か
ら
は
想
像
で
き
な
い
パ
ワ
フ

ル
な
堂
々
の
踊
り
っ
ぷ
り
を
見

せ
て
い
る
。
２
０
１
５
年
に
ニ

ュ
ー
ヨ
ー
ク
拠
点
の
シ
ン
ガ
ー

ソ
ン
グ
ラ
イ
タ
ー
、Shenna

の
シ
ン
グ
ル
「
マ
ジ
ェ
ン
タ
」

の
ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク
ビ
デ
オ
に
メ

イ
ン
ダ
ン
サ
ー
と
し
て
出
演
、

Y
O
U
T
U
B
E

で
17
万
回
の
再

生
を
記
録
し
て
い
る
。

小
さ
い
時
は
内
気
な
少
女

で
、
活
発
な
姉
に
助
け
て
も
ら

う
こ
と
が
多
か
っ
た
が
、
い
ま

は
ロ
サ
ン
ゼ
ル
ス
と
日
本
を
舞

台
に
活
躍
す
る
姉
へ
の
憧
れ
も

持
ち
な
が
ら
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク

で
ダ
ン
ス
街
道
ま
っ
し
ぐ
ら
の

毎
日
だ
。

リ
ハ
ー
サ
ル
で
会
っ
て
振
り

を
合
わ
せ
て
、
翌
日
に
本
番
と

い
う
こ
と
も
あ
る
。
グ
ル
ー
プ

で
踊
る
ダ
ン
サ
ー
た
ち
に
は
瞬

時
で
振
り
覚
え
が
求
め
ら
れ

る
。
将
来
は
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
の

バ
ッ
ク
ダ
ン
サ
ー
と
し
て
ツ
ア

ー
に
出
る
の
が
夢
だ
。

（
三
浦
良
一
記
者
、
写
真
・
本

人
提
供
）

NY生活ウーマン
週刊NY生活は、家庭や職場、学校で美しく生きる女性たちを応援します。

ダンサー

祐真
すけざね

由規
ゆき

さん
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七
年
戦
争
の
終
戦
後
、
グ
リ

ー
ン
・
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
は
勲
章

「
ゴ
ー
ル
デ
ン
・
フ
リ
ー
ス
」

か
ら
外
さ
れ
、
帽
子
用
ブ
ロ
ー

チ
に
作
り
変
え
ら
れ
た
。
１
７

４
１
年
か
ら
約
２
０
０
年
も
の

間
ド
イ
ツ
・
ド
レ
ス
デ
ン
に
留

ま
っ
て
い
た
こ
の
宝
石
は
、
第

二
次
世
界
大
戦
開
始
前
ま
で
は

一
般
公
開
さ
れ
て
い
た
と
い

う
。
終
戦
後
ソ
ビ
エ
ト
連
邦
の

戦
利
品
と
し
て
モ
ス
ク
ワ
に
運

ば
れ
、
そ
の
13
年
後
ド
レ
ス
デ

ン
に
返
還
さ
れ
て
以
降
、
ア
ル

ベ
ル
テ
ィ
ー
ニ
ム
美
術
館
に
落

ち
着
い
た
。
こ
の
２
０
０
年
も

の
間
ド
レ
ス
デ
ン
の
地
で
人
々

を
魅
了
し
て
き
た
こ
と
か
ら
、

一
般
に
「
ド
レ
ス
デ
ン
・
グ
リ

ー
ン
・
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
」
と
呼

ば
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

２
０
０
０
年
に
こ
の
宝
石
は

ア
メ
リ
カ
に
わ
た
り
、
ニ
ュ
ー

ヨ
ー
ク
の
ハ
リ
ー
・
ウ
イ
ン
ス

ト
ン
サ
ロ
ン
で
展
示
さ
れ
た

後
、
そ
の
年
の
10
月
か
ら
約
１

年
間
、
ワ
シ
ン
ト
ン
Ｄ
Ｃ
の
ス

ミ
ソ
ニ
ア
ン
博
物
館
に
あ
る
ハ

リ
ー
・
ウ
イ
ン
ス
ト
ン
・
ギ
ャ

ラ
リ
ー
内
の
「
ホ
ー
プ
・
ダ
イ

ヤ
モ
ン
ド
」(

45
・
72
ｃ
ｔ
の

グ
レ
ー
か
か
っ
た

濃
青
色
）
の
隣
に

展
示
さ
れ
た
。
ヨ

ー
ロ
ッ
パ
の
王
室

に
所
有
さ
れ
、
数

世
紀
に
渡
り
人
々

を
翻
弄
し
な
が
ら

大
陸
を
横
断
し
て

き
た
と
い
う
共
通
点
を
持
つ

「
ホ
ー
プ
」
と
「
ド
レ
ス
デ
ン
」

は
「
姉
妹
」
の
よ
う
な
存
在
と

い
わ
れ
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
史
上
、

最
も
希
少
性
の
高
い
重
要
な
位

置
ず
け
に
値
す
る
至
宝
で
あ

る
。
両
者
を
並
べ
て
展
示
す
る

ウ
イ
ン
ス
ト
ン
氏
の
長
年
の
夢

が
叶
っ
た
と
い
う
わ
け
だ
。

世
界
で
発
掘
さ
れ
る
ダ
イ
ヤ

モ
ン
ド
の
多
く
は
窒
素
を
含
有

す
る
タ
イ
プ
Ｉ
型
（a.b
）
で
、

そ
の
量
に
も
よ
る
が
、
多
少
な

り
黄
色
味
を
帯
び
る
。
こ
の
グ

リ
ー
ン
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
は
そ
れ

を
殆
ど
含
ま
な
い
タ
イ
プ
Ⅱ

型
。
そ
の
色
因
は
結
晶
構
造
内

で
、
放
射
線
が
炭
素
原
子
を
通

常
の
位
置
か
ら
転
換
す
る
こ
と

に
よ
り
生
じ
る
。
市
場
に
は
人

工
的
に
緑
色
を
入
れ
ら
れ
た
ダ

イ
ヤ
が
出
回
っ
て
い
る
が
、
41

ｃ
ｔ
も
あ
る
「
ド
レ
ス
デ
ン
・

グ
リ
ー
ン
」
は
自
然
発
生
に
よ

る
天
然
の
緑
色
を
有
し
、
ク
ラ

リ
テ
ィ
ー
も
申
し
分
な
く
唯
一

無
二
の
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
だ
。

こ
の
お
宝
に
無
色
の
ダ
イ
ヤ

モ
ン
ド
が
散
り
ば
め
ら
れ
た
絢

爛
豪
華
な
帽
子
の
ク
ラ
ス
プ
は

現
在
、
ド
レ
ス
デ
ン
宮
殿
に
あ

る
ザ
ク
セ
ン
王
家
宝
物
館
の

「
緑
の
円
天
井
（
グ
リ
ー
ン
ヴ

ォ
ー
ル
ト)

」
の
部
屋
に
鎮
座

し
て
い
る
。

津

延

美

衣

（
つ
の
べ
み

え
）
＝
Ｎ
Ｙ

州
立
大
学
Ｆ

Ｉ
Ｔ
卒
業
。
米
国
宝
石
学
会
鑑

定
士
。
運
命
学
・
自
然
医
学
・

ア
ロ
マ
テ
ラ
ピ
ー
・
食
文
化
等

の
知
識
を
生
か
し
、
健
康
で
楽

し
く
感
動
的
な
人
生
を
描
く
プ

ラ
ン
ナ
ー
・
エ
ッ
セ
イ
ス
ト
兼

ジ
ュ
エ
リ
ー
ソ
ム
リ
エ
ー
ル
。

美

時

間

代

表

。

ブ

ロ

グ：
http//m

ijikan.blogspot.com
/

ド
レ
ス
デ
ン
・
グ
リ
ー
ン(

下)

12

Ｎ
Ｙ
で
音
楽
ビ
デ
オ
の
新
星
に

独自のコンテンツも充実！

「週刊ＮＹ生活ウェブ版」
スマホやタブレットからもご覧下さい！

デジタル版バックイシューも10年分保存！

www.nyseikatsu.com

https://mijikan.blogspot.com/
https://www.facebook.com/yukarispayoga/
https://www.lenajapon.com/
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STUDENT  LIFE
週刊NY生活・アメリカの学校紹介と学生ライフのページ

フ
ィ
ラ
デ
ル
フ
ィ
ア
日
本
語

補
習
授
業
校
（
工
藤
英
治
校
長
）

は
新
年
初
日
の
授
業
と
な
っ
た

５
日
、
継
承
日
本
語
コ
ー
ス
で

「
書
き
初
め
大
会
」
を
開
催
し

た
。

同
コ
ー
ス
は
隔
年
で
硬
筆
と

毛
筆
に
取
り
組
ん
で
い
る
。
今

年
は
補
習
校
習
字
教
室
の
川
端

三
恵
教
諭
を
講
師
に
、
児
童
・

生
徒
36
人
が
毛
筆
に
挑
戦
し

た
。先

生
の
説
明
や
デ
モ
ン
ス
ト

レ
ー
シ
ョ
ン
を
見
る
生
徒
た
ち

の
目
は
真
剣
そ
の
も
の
。
初
め

て
の
体
験
で
少
し
緊
張
気
味
の

児
童
も
、
い
ざ
筆
を
と
っ
て
書

き
始
め
る
と
た
ち
ま
ち
楽
し
さ

に
引
き
込
ま
れ
、
時
間
を
忘
れ

て
熱
心
に
筆
を
動
か
す
姿
が
見

ら
れ
た
。
翌
週
に
は
「
正
月
」

や
「
夢
」
な
ど
生
徒
た
ち
の
作

品
が
校
内
に
展
示
さ
れ
、
恒
例

の
全
校
餅
つ
き
大
会
と
も
併
せ

て
、
迎
春
の
お
祝
い
ム
ー
ド
い

っ
ぱ
い
に
新
年
の
学
習
を
ス
タ

ー
ト
さ
せ
た
。

書
き
初
め
で
日
本
の
心
を
感
じ
て

フ
ィ
ラ
デ
ル
フ
ィ
ア
日
本
語
補
習
校

継
承
日
本
語
コ
ー
ス
で

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
補
習
授
業
校

ウ
エ
ス
ト
チ
ェ
ス
タ
ー
校
（
片

山
隆
校
長
、
幼
児
児
童
生
徒
数

４
９
３
名
）
は
、
１
月
第
１
・

２
週
に
わ
た
り
授
業
の
一
環
と

し
て
書
き
初
め
を
行
っ
た
。
毎

年
新
年
に
行
わ
れ
て
い
る
書
き

初
め
は
、
初
等
部
３
年
生
か
ら

６
年
生
ま
で
が
楽
し
み
に
し
て

い
る
授
業
で
あ
る
。

ま
ず
、
生
徒
た
ち
は
教
師
か

ら
筆
の
使
い
方
や
漢
字
の
書
き

順
、
文
字
を
書
く
時
の
姿
勢
に

つ
い
て
指
導
を
受
け
、
そ
の
後
、

新
聞
紙
に
練
習
を
開
始
。
少
し

自
信
が
出
て
き
た
と
こ
ろ
で
、

半
紙
で
の
清
書
を
行
っ
た
。
普

段
、
筆
や
墨
を
使
っ
て
文
字
を

書
く
機
会
が
な
か
な
か
な
い
子

供
た
ち
は
み
な
興
味
深
そ
う
に

作
品
制
作
に
丁
寧
に
挑
ん
だ
。

大
き
く
元
気
な
文
字
を
書
く
生

徒
、
ゆ
っ
く
り
と
几
帳
面
な
文

字
を
書
く
生
徒
な
ど
、
そ
れ
ぞ

れ
の
個
性
が
生
か
さ
れ
た
作
品

が
出
来
上
が
っ
た
。

リ
セ
・
ケ
ネ
デ
ィ
日
本
人
学

校
（
石
塚
義
昭
校
長
）
土
曜
補

習
校
小
・
中
学
生
ク
ラ
ス
は
５

日
、
カ
ナ
ダ
出
身
の
落
語
家
・

桂
三
輝
（
カ
ツ
ラ
・
サ
ン
シ
ャ

イ
ン
）
氏
を
招
い
て
落
語
鑑
賞

会
を
行
っ
た
。
　

桂
氏
は
大
阪
の
コ
ン
ビ
ニ
で

「
こ
ん
に
ち
は
」
と
挨
拶
を
す

る
と
店
員
か
ら
「
日
本
語
が
上

手
で
す
ね
」
と
言
わ
れ
喜
び
、

講
演
会
で
１
時
間
半
、
日
本
語

で
話
を
し
た
時
に
は
、
「
も
う

少
し
日
本
語
を
勉
強
し
な
さ

い
」
と
言
わ
れ
て
が
っ
か
り
し

た
こ
と
も
あ
っ
た
と
話
し
、
同

じ
日
本
語
を
話
し
て
30
秒
で
褒

め
ら
れ
、
１
時
間
半
で
ま
だ
ま

だ
と
い
う
評
価
に
驚
い
た
こ
と

な
ど
、
20
年
間
の
日
本
で
の
生

活
経
験
を
基
に
日
本
語
（
標
準

語
）
、
大
阪
弁
、
英
語
を
巧
み

に
使
い
、
子
供
た
ち
を
笑
い
の

世
界
に
引
き
込
ん
だ
。
子
供
た

ち
か
ら
の
「
落
語
の
世
界
に
入

っ
た
き
っ
か
け
は
何
で
し
た

か
？
」
「
ど
う
や
っ
て
長
い
文

章
を
覚
え
た
の
で
す
か
？
」

「
な
ぜ
寿
限
無
（
じ
ゅ
げ
む
）

と
い
う
長
い
名
前
が
つ
い
た
ん

で
す
か
？
」
な
ど
の
質
問
に
も

分
か
り
や
す
く
丁
寧
に
答
え
て

い
た
。
実
際
に
落
語
の
面
白
さ

を
体
験
で
き
、
有
意
義
な
鑑
賞

会
と
な
っ
た
。

落語の面白さ体験
リセ・ケネディ日本人学校

桂
三
輝
が
来
校

日
本
語
で
笑
い
の
世
界
へ

Ｎ
Ｙ
補
習
授
業
校
Ｗ
校

半
紙
に
清
書
丁
寧
に

楽しい

週
刊
Ｎ
Ｙ
生
活

デ

ジ

タ

ル

版

w
w
w
.n
y
s
e
ik
a
ts
u
.c
o
m

書
き
初
め
を
す
る
前

に
先
生
の
指
導
に
熱
心

に
聞
き
入
る
フ
ィ
ラ
デ

ル
フ
ィ
ア
日
本
語
補
習

授
業
校
継
承
日
本
語
コ

ー
ス
の
児
童
た
ち

http://www.hiroogakuen.ed.jp/
https://www.joes.or.jp/
http://asunarokokusai.blogspot.com
http://ze-edu.com
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ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
補
習
授
業
校

Ｌ
Ｉ
校
（
児
童
生
徒
数
２
６
３

人
、
片
山
隆
校
長
）
は
５
日
、

新
春
恒
例
の
「
餅
つ
き
大
会
」

を
開
催
し
た
。

当
日
は
早
朝
か
ら
保
護
者
に

よ
る
杵
や
臼
、
も
ち
米
の
準
備

が
始
ま
っ
た
。
準
備
が
整
う
と

保
護
者
で
ブ
ル
ッ
ク
リ
ン
の
タ

イ
コ
・
マ
サ
ラ
の
一
員
と
し
て

活
動
す
る
植
野
玲
子
さ
ん
に
よ

る
太
鼓
の
音
と
共
に
各
学
年
が

会
場
に
集
ま
り
、
正
月
飾
り
の

前
で
の
写
真
撮
影
や
蒸
さ
れ
た

も
ち
米
を
保
護
者
と
教
員
が
杵

で
こ
ね
る
様
子
を
見
学
し
た
。

そ
の
後
、
児
童
生
徒
一
人
ひ
と

り
が
「
よ
い
し
ょ
、
よ
い
し
ょ
」

と
い
う
掛
け
声
と
と
も
に
順
番

に
杵
で
餅
を
つ
い
た
。
最
近
で

は
日
本
で
も
体
験
す
る
機
会
が

少
な
い
本
格
的
な
餅
つ
き
は
、

大
変
貴
重
な
経
験
と
な
っ
た
。

つ
き
た
て
の
餅
は
磯
辺
、
き

な
粉
、
餡
子
餅
に
味
付
け
さ
れ
、

児
童
生
徒
ら
に
振
舞
わ
れ
た
。

こ
の
日
の
た
め
に
各
家
庭
で
餅

の
安
全
な
食
べ
方
を
あ
ら
か
じ

め
学
ん
だ
生
徒
ら
は
、
大
喜
び

で
味
わ
い
な
が
ら
堪
能
し
た
。

同
校
保
護
者
会
餅
つ
き
委
員

会
に
よ
っ
て
企
画
・
運
営
さ
れ

る
餅
つ
き
大
会
は
、
全
校
生
徒

が
心
待
ち
に
し
て
い
る
新
春
の

恒
例
行
事
。
会
場
は
習
字
や
し

め
縄
等
で
飾
ら
れ
、
日
本
の
伝

統
的
な
囃
子
が
流
れ
る
な
か
、

新
年
を
祝
う
晴
れ
晴
れ
し
い
雰

囲
気
に
包
ま
れ
た
。
数
か
月
前

に
転
入
し
て
き
た
植
野
さ
ん
は

「
Ｌ
Ｉ
校
で
の
初
め
て
の
餅
つ

き
大
会
で
す
が
、
和
気
あ
い
あ

い
と
し
て
い
て
、
子
供
た
ち
も

保
護
者
の
も
と
て
も
楽
し
そ
う

で
す
ね
」
と
話
し
た
。

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
育
英
学
園
全

日
制
部
門
（
Ｎ
Ｊ
州
イ
ン
グ
ル

ウ
ッ
ド
ク
リ
フ
ス
、
岡
本
徹
学

園
長
）
は
、
７
日
と
８
日
の
両

日
に
新
春
恒
例
の
餅
つ
き
大
会

を
幼
児
部
・
小
学
部
そ
れ
ぞ
れ

で
行
っ
た
。
大
き
な
杵
と
臼
、

炊
き
立
て
の
も
ち
米
が
所
狭
し

と
並
び
、
熱
気
に
満
ち
て
い
た
。

小
学
部
は
６
年
生
の
司
会
運

営
の
も
と
に
お
正
月
ク
イ
ズ
な

ど
を
行
い
、
４
〜
６
年
生
が
餅

つ
き
の
補
助
や
き
な
粉
、
醤
油

な
ど
の
味
付
け
を
担
当
し
た
。

教
師
に
よ
る
獅
子
舞
、
餅
つ
き

の
由
来
の
話
や
高
速
餅
つ
き
な

ど
の
デ
モ
ン
ス
ト
レ
ー
シ
ョ
ン

終
了
後
、
子
供
た
ち
は
さ
っ
そ

く
重
い
杵
を
持
っ
て
餅
つ
き
に

挑
戦
し
た
。
「
よ
い
し
ょ
ー
！

よ
い
し
ょ
ー
！
」
と
掛
け
声
に

あ
わ
せ
て
力
い
っ
ぱ
い
杵
を
振

り
上
げ
、
餅
を
つ
き
上
げ
た
。

幼
児
部
年
少
組
か
ら
小
学
６
年

生
ま
で
が
全
員
で
一
生
懸
命
掛

け
声
を
合
わ
せ
て
つ
い
た
餅
の

味
は
格
別
で
あ
っ
た
。

同
学
園
は
サ
タ
デ
ー
ス
ク
ー

ル
Ｎ
Ｊ
校
、
Ｐ
Ｗ
校
、
サ
ン
デ

ー
ス
ク
ー
ル
、
フ
レ
ン
ズ
ア
カ

デ
ミ
ー
の
各
部
門
に
お
い
て

も
、
平
成
最
後
と
な
る
餅
つ
き

大
会
を
盛
大
に
行
っ
た
。

Ｎ
Ｙ
補
習
授
業
校
Ｌ
Ｉ
校

順
番
に「
よ
い
し
ょ
」

Ｎ
Ｙ
育
英
学
園
全
日
制

お
餅
の
味
は
格
別

正
月
気
分
も
皆
で
一
緒
に
！

ニ
ュ
ー
ジ
ャ
ー
ジ
ー
補
習
授

業
校
（
Ｎ
Ｊ
州
パ
ラ
マ
ス
、
天

川
博
校
長
）
の
４
・
５
・
６
年

生
は
５
日
、
昼
休
み
に
バ
ブ
ル

と
呼
ば
れ
る
ド
ー
ム
の
中
で
手

作
り
の
補
習
校
か
る
た
取
り
大

会
を
催
し
た
。

こ
の
行
事
は
５
・
６
年
生
児

童
会
役
員
を
中
心
に
子
供
た
ち

が
準
備
や
運
営
を
行
っ
た
。

５
・
６
年
生
対
象
だ
が
来
年
度

に
児
童
会
に
入
る
４
年
生
を
招

待
し
て
４
〜
６
人
の
縦
割
り
男

女
混
合
の
各
グ
ル
ー
プ
内
の
個

人
戦
が
行
っ
た
。

「
ア
メ
リ
カ
の
パ
ラ
マ
ス
に

あ
る
補
習
校
」
「
寝
る
前
に
漢

字
の
勉
強
金
曜
日
」
な
ど
ア
イ

デ
ア
い
っ
ぱ
い
の
創
作
か
る
た

で
、
補
習
校
に
ち
な
ん
だ
絵
札

を
和
気
あ
い
あ
い
と
取
り
合

い
、
会
場
に
は
子
供
た
ち
の
歓

声
が
響
き
笑
顔
が
あ
ふ
れ
て
い

た
。
こ
の
活
動
を
通
し
て
日
本

文
化
を
楽
し
み
、
異
学
年
と
の

交
流
を
深
め
た
。

Ｎ
Ｊ
補
習
授
業
校
で

児童かるた大会

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
日
本
人
学
校

（
コ
ネ
テ
ィ
カ
ッ
ト
州
グ
リ
ニ

ッ
チ
　
小
島
昇
校
長
）
は
３
日
、

穏
や
か
な
新
春
の
陽
気
の
な
か

日
本
よ
り
一
足
早
く
３
学
期
始

業
式
を
行
っ
た
。

式
で
は
小
島
校
長
が
、
２
学

期
の
終
業
式
に
話
し
た
「
よ
り

良
い
学
校
に
す
る
た
め
の
４
つ

の
キ
ー
ワ
ー
ド
『
Ｈ
Ａ
Ｐ
Ｐ
Ｙ
』

『
Ｓ
Ｍ
Ｉ
Ｌ
Ｅ
』
『
キ
ラ
キ
ラ
』

『
Ｔ
Ｈ
Ａ
Ｎ
Ｋ

Ｙ
Ｏ
Ｕ
』
に

続
く
新
し
い
キ
ー
ワ
ー
ド
」
に

つ
い
て
、
「
皆
さ
ん
は
Ｇ
Ｊ
Ｓ

の
メ
ン
バ
ー
で
す
。
先
生
は
も

ち
ろ
ん
よ
り
良
い
学
校
に
す
る

た
め
に
全
力
で
頑
張
り
ま
す

が
、
皆
さ
ん
に
も
自
分
た
ち
の

こ
と
と
し
て
努
力
し
て
ほ
し
い

で
す
。
そ
の
第
一
歩
と
し
て
、

新
し
い
キ
ー
ワ
ー
ド
を
皆
さ
ん

も
考
え
て
く
だ
さ
い
」
と
改
め

て
話
し
た
。

続
い
て
、
児
童
生
徒
代
表
が

３
学
期
の
抱
負
を
述
べ
た
。
５

年
生
の
代
表
児
童
は
、
「
下
級

生
を
ま
と
め
、
引
っ
張
る
リ
ー

ダ
ー
に
な
る
こ
と
」
を
目
標
と

し
て
挙
げ
、
そ
の
た
め
に
「
相

手
の
意
見
を
よ
く
聞
き
、
よ
り

良
い
解
決
策
を
出
せ
る
よ
う
に

し
た
い
」
と
述
べ
た
。
８
年
生

の
代
表
生
徒
は
、
「
２
学
期
に

は
た
く
さ
ん
の
行
事
が
あ
り
、

多
く
の
役
割
を
果
た
し
、
た
く

さ
ん
得
る
こ
と
が
あ
っ
た
が
、

自
分
の
課
題
も
見
え
た
」
の
で

「
生
活
習
慣
を
見
直
し
、
時
間

の
管
理
を
自
分
で
で
き
る
よ
う

に
し
て
い
き
た
い
」
と
述
べ
た
。

受
験
の
た
め
に
一
時
帰
国
す

る
９
年
生
も
自
分
の
こ
と
の
よ

う
に
う
な
ず
き
な
が
ら
話
を
聞

い
て
い
た
。
新
年
に
あ
た
り
全

校
の
児
童
生
徒
が
自
分
の
目
標

に
向
け
、
気
を
引
き
締
め
て
い

た
。

Ｎ
Ｙ
日
本
人
学
校

３
学
期
始
業
式

ニ
ュ
ー
ジ
ャ
ー
ジ
ー
補
習
授

業
校
（
Ｎ
Ｊ
州
パ
ラ
マ
ス
、
天

川
博
校
長
）
の
中
・
高
等
部
は

先
頃
、
２
０
１
７
年
か
ら
始
ま

っ
た
生
徒
会
行
事
で
生
徒
会
役

員
を
中
心
に
企
画
運
営
す
る

「
ミ
ニ
運
動
会
」
を
行
っ
た
。

最
初
の
種
目
は
小
学
校
１
年

生
の
「
紅
白
玉
入
れ
」
。
競
技

や
ゲ
ー
ム
は
単
純
な
も
の
ほ
ど

面
白
く
熱
く
な
る
。
小
学
生
と

違
っ
て
玉
籠
に
玉
が
集
中
し
て

い
る
の
は
さ
す
が
中
・
高
校
生

で
一
人
で
い
く
つ
も
玉
を
持
っ

て
入
れ
る
様
子
は
日
本
で
行
っ

て
い
る
「
玉
入
れ
選
手
権
」
を

彷
彿
さ
せ
た
。
２
種
目
は
「
ぱ

り
ん
こ
喰
い
競
走
」
。
ラ
ケ
ッ

ト
に
ボ
ー
ル
を
乗
せ
て
麻
袋
を

は
き
、
ひ
も
に
ぶ
ら
下
が
っ
て

い
る
袋
入
り
の
お
菓
子
を
手
を

使
わ
ず
に
口
で
ち
ぎ
り
取
る
パ

ン
喰
い
競
走
で
あ
る
。
思
う
よ

う
に
い
か
ず
四
苦
八
苦
し
て
い

た
姿
に
応
援
す
る
生
徒
た
ち
か

ら
歓
声
や
笑
い
が
あ
ふ
れ
た
。

最
後
は
「
紅
白
綱
引
き
」
。
紅

白
互
い
に
譲
ら
ぬ
一
勝
一
敗
。

生
徒
た
ち
の
意
思
で
最
後
は
決

着
を
つ
け
ず
に
仲
良
く
引
き
分

け
で
終
わ
ら
せ
た
。
ど
の
生
徒

も
笑
顔
が
は
じ
け
フ
ェ
ア
ー
な

姿
が
好
印
象
だ
っ
た
。

５
月
の
幼
・
初
・
中
・
高
等

部
合
同
運
動
会
で
は
、
競
技
を

楽
し
む
よ
り
も
ス
タ
ー
ト
・
ゴ

ー
ル
の
係
や
道
具
の
出
し
入

れ
・
得
点
計
算
や
放
送
な
ど
係

の
仕
事
が
多
く
、
裏
方
で
運
動

会
を
支
え
て
い
た
。
今
回
の
ミ

ニ
運
動
会
は
雨
天
で
体
育
館
で

の
開
催
と
な
っ
た
が
、
生
徒
た

ち
は
思
い
切
り
競
技
を
楽
し
ん

で
い
た
。
こ
の
行
事
を
通
し
て

中
・
高
校
生
の
つ
な
が
り
や
学

年
学
級
の
絆
が
強
ま
り
、
思
い

出
深
い
一
日
と
な
っ
た
。

Ｎ
Ｊ
補
習
校

ミ
ニ
運
動
会

餅
つ

き

http://shidogakuin.com
http://www.betteratmath.com
http://www.kodomony.org
http://starchildny.com
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学
習
塾
ｅ
ｎ
ａ
・
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
校

●

幼
児
の
部

国
連
国
際
学
校
（
Ｕ
Ｎ
Ｉ
Ｓ
）

中
部
テ
ネ
シ
ー
日
本
語
補
習
校

●

小
学
三
年
・
四
年
の
部

●

小
学
五
年
・
六
年
の
部

ピ
ッ
ツ
バ
ー
グ
日
本
語
補
習
授
業
校

神
谷
書
道
教
室

●

中
学
の
部

プ
リ
ン
ス
ト
ン
日
本
語
学
校

小
山
書
道
教
室

●

高
校
・
一
般
の
部

次回第33回春季課題の発表

は2月9日号の予定です。

●

小
学
一
年
・
二
年
の
部

プ
リ
ン
ス
ト
ン
補
習
授
業
校

硬筆書写コンクール第32回冬期課題、第２次締め切り
までに送られた選考作品20点を発表します。
紙面に掲載された選考作品のなかから、年度末に年間最
優秀大賞と優秀賞を選出し、米国ゼブラ社より豪華筆記用
具セットの賞品と賞状が授与されます。また、年間を通し

て作品の応募数が一番多かった団体には、特別団体賞とし
て応募人数分のゼブラペンを進呈します。
課 題 の 見 本 と 規 定 用 紙 は 、 ウ ェ ブ サ イ ト

www.nyseikatsu.comよりダウンロードできます。応
募要項の詳細も同ウェブサイトを参照してください。

フ
ィ
ラ
デ
ル
フ
ィ
ア
日
本
語
補
習
授
業
校

カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
州
ロ
サ
ン
ゼ
ル
ス
・
ひ
ま
わ
り
習
字
教
室

学
習
塾
ｅ
ｎ
ａ
・
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
校

学
習
塾
ｅ
ｎ
ａ
・
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
校

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
日
本
人
学
校

シ
ン
シ
ナ
テ
ィ
日
本
語
補
習
校

週
刊
Ｎ
Ｙ
生
活

第
32
回
冬
期
課
題
選
考
作
品
発
表
（
２
）

小
山
書
道
教
室

協
賛：

米
国
ゼ
ブ
ラ
社

シ
ン
シ
ナ
テ
ィ
日
本
語
補
習
校

中
部
テ
ネ
シ
ー
日
本
語
補
習
校

ク
イ
ー
ン
ズ
区
レ
ゴ
パ
ー
ク
・
み
ら
い
塾

サ
ン
ア
ン
ト
ニ
オ
日
本
語
補
習
校

カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
州
サ
ン
デ
ィ
エ
ゴ
・
学
習
塾
ピ
ー
ク

https://www.zebrapen.com/
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Letter From

Vaporwave is
an esoteric
music genre that
has been around
for about a
decade, and its
emergence on
the Internet has
fascinated and
confused listen-
ers due to what some may call its
eccentric and nostalgic style. Also, the
sound and “a e s t h e t i c” have some
relation to Japan. Two characteristics
that I would like to point out are its use
of Japanese characters and the sam-
pling of Japanese genres like city pop
and funk. 

If you look at some of the imagery
used in vaporwave, you may notice the
use of Japanese words. Native speakers
and advanced learners may also find
that in many cases the words and sen-
tences are unnatural and nonsensical.
One can easily assume that some of
these lines were translated literally, but
this use of strange Japanese is charac-
teristic of vaporwave. 

Although Ariana Grande is not a
vaporwave artist, the album cover for
her single “Imagine” looks very much
inspired by vaporwave, featuring hazy
image quality reminiscent of VHS
tapes, the Japanese word for “imagina-
tion” in kanji and even a somewhat
unnatural Japanese translation of the
parental advisory. 

Some Japanese artists who have been
sampled in vaporwave include
Yamashita Tatsuro, Junko Yagami,
Kenjiro Sakiya and Anri. If you’re
interested in listening to what a vapor-
wave song with Japanese music sam-
pling sounds like, listen to the track
called “Skylar Spence” from the album
“Hit Vibes” by New York based vapor-
wave artist Skylar Spence (formerly
known as Saint Pepsi). Or, if you want
to listen to a typical vaporwave song
that is slowed down with lowered pitch,
try Luxury Elite’s “Secret Lover” sam-
pled from Toshiki Kadomatsu’s song of
the same name. If you’re an 80’s junkie
you might find yourself curious for
more!

2.5 dimensional musical “Pretty
Guardian Sailor Moon: The Super
Live” will be performed Friday,
March 29th at 8 P.M. and Saturday,
March 30th at 1 P.M. and 5 P.M. at
Times Square PlayStation Theater
(1515 Broadway).

Sailor Moon is a shōjo manga
by Naoko Takeuchi serialized in the
Japanese monthly magazine
“Nakayosi” (published by Kodansha)
starting from 1991. “2.5 dimensional
musical” is a new genre of entertain-
ment. Manga and anime are 2 dimen-
sional while stage performances are 3
dimensional; therefore, the musical
live performance is called 2.5 dimen-
sional. This genre is so popular that a
theater dedicated  to  2.5 dimensional
musical  performance has been built
in Japan. 

This production celebrates the
25th anniversary of Sailor Moon. It

was first performed on August 31,
2018, in AiiA 2.5 Theater Tokyo. In
Paris, it was performed as an official
event of “Japonismes 2018: Paris, in
Japanese Colours” on November 3rd
and 4th.

The upcoming US premier perfor- https://www.yomiuri-info.jp/daily_yomiuri/nys/

1980s Japanese Music 
Partially Inspires Niche 
2010s Electronic Music 

By Ashley Matarama

mance will take place in Washington
DC on March 24, then will come to
NY. Production: Nelke Planning, NY
Performance Producer: Takaharu Uera
(Nelke Planning), Kumiko Yoshii
(Gorgeous Entertainment). Performed
in Japanese, with English subtitles.
Ticket prices range from $30 to $75.
For further information, visit
h t t p : / / s a i l o r m o o n -
of f ic ia l . com/s tage /super l ive /us .

Kaoru Komi/Translated by Ai Omae
Photo:©T.P/SMTSL

The Organization to Promote
Japanese Restaurants Abroad (JRO)
will organize a free seminar at
CHAKURA (230 East 9th street, 3rd
Floor) on Tuesday, January 29 from
2:00 p.m. to 4:30 p.m. to talk about the
system of Certification of Cooking
Skills for Japanese Cuisine.

JRO has been trying to promote the
guidelines for Certification of
Cooking Skills for Japanese Cuisine
in foreign countries so that they can
use Japanese agricultural, forestry and
fishery products and foods more
effectively. On that day, Mr. Yagi of
the JRO New York branch will make
an opening remark. The seminar will
include cooking techniques, kitchen
sanitation and a lecture by a NewYork

health inspector. Participants will also
discuss the NPO Japanese Restaurant
Association N.Y.

Please RSVP by Monday, January
21 via e-mail to rsvp@azix.net. For
more information, visit
http://events.r20.constantcontact.com/
register/event?oeidk=a07efxqo-
j x d 6 1 9 1 1 3 6 c  
(Ryoichi Miura/Translated by
Chikako Iwasaki)

Certification of Cooking Skills for
Japanese Cuisine:

Organization to Promote Japanese
Restaurants Abroad to Organize

Free Seminar in New York;
Demonstration and 

Opinion Exchange on January 29

2.5D Sailor Moon Musical
March 29 and 30 in NY

Japanese visual kei band the
GazettE released their 9th album,
NINTH in June 2018 and has been on
“THE NINTH” tour since. They start-
ed with their concert hall dates titled
“PHASE #01-PHENOMENON-,”
then onto their all-standing venues
titled “ PHASE #02-ENHANCE-
MENT-,” and while we eagerly antic-
ipate the nightclub dates in February
2019 titled “PHASE#03 Gekijo wa
Doumou (meaning “ passion is
vicious”),” their “WORLD TOUR 19
THE NINTH PHASE #04 -99.999-”
was just announced to the delight of
fans around the world. 

The last time the GazettE went on a
world tour was three years ago for
“the GazettE WORLD TOUR 16
DOGMATIC -TROIS-” consisting of
16 shows. The upcoming tour will
start in Los Angeles to tour through
North America, South America and
Europe for a total of 13 shows
between April and June. Fans around
the globe will be blown away by the
GazettE’s latest hits as they embody
their album NINTH, and it’s going to
be a memorable tour for sure.

Just thinking about how the GazettE
will be carrying over their explosive
energy from their nightclub tour in
Japan to the world tour is enough to
get excited about. We’re looking for-
ward to “THE NINTH” tour continu-
ing to evolve toward the upcoming
world tour and beyond. 

the GazettE 
Announces
World Tour 

for April 2019!

You can read the whole layout of the newspaper

on the website!

www.nyseikatsu.com

And the back numbers, too!!

New York Seikatsu Press, Inc.

https://artofhaiku.org/
http://www.anything.ne.jp/newyork/


2019年（平成31年）1月19日（土） 週刊NY生活　SHUKANNEWYORKSEIKATSU ［教　育］　（22）

原作・岡田光世  漫画・島本真記子

今週の

フレーズ

● 単行本＝研究社より全４巻 www.kenkyusha.co.jp ● 文庫本＝幻冬舎より全５巻 www.gentosha.co.jp

文庫本シリーズ15万部突破！

生活費を稼ぐ

bring home the bacon

ア
メ
リ
カ
大
学
進
学
シ
リ
ー
ズ

３
回
目
の
今
月
は
、
Ｓ
Ａ
Ｔ

(Scholastic
A

ptitude
T

est)

に

関
し
て
考
え
て
み
ま
し
ょ
う
。

Ｑ

現
在
９
年
生
の
娘
が
お
り
ま

す
。
大
学
進
学
ま
で
に
４
年
も
あ

る
と
思
っ
て
い
た
の
で
す
が
、
周

り
は
Ｓ
Ａ
Ｔ
を
受
け
る
準
備
を
始

め
て
い
る
よ
う
で
す
。
高
校
の
ガ

イ
ダ
ン
ス
・
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
は
、

実
際
の
受
験
生
対
応
で
大
忙
し
な

の
で
全
く
ア
ポ
が
取
れ
ず
、
親
と

し
て
は
あ
ま
り
詳
細
も
把
握
で
き

て
い
ま
せ
ん
。

Ｓ
Ａ
Ｔ
に
向
け
て

ど
の
よ
う
に
勉
強
し
て
行
け
ば
良

い
の
か
、
ま
た
い
つ
受
け
れ
ば
い

い
の
か
な
ど
ぜ
ひ
教
え
て
く
だ
さ

い
。
　
　

（
オ
ハ
イ
オ
州
、
母
）

Ａ

Ｓ
Ａ
Ｔ
と
は
、
本
人
が
ど
れ
だ

け
ア
カ
デ
ミ
ッ
ク
に
大
学
進
学
の

準
備
が
で
き
て
い
る
か
を
測
る
標

準
テ
ス
ト
で
す
。
学
校
で
の
成
績

の
ほ
か
、
こ
の
点
数
に
よ
っ
て
、

合
格
可
能
ラ
イ
ン
の
候
補
大
学
が

ほ
ぼ
決
ま
り
ま
す
。
内
容
は
、
英

語
（
リ
ー
デ
ィ
ン
グ
、
ラ
イ
テ
ィ

ン
グ
、
間
違
い
を
正
す
等
）
と
数

学
に
分
か
れ
て
お
り
、
オ
プ
シ
ョ

ン
で
エ
ッ
セ
イ
も
あ
り
ま
す
。
各

セ
ク
シ
ョ
ン
は
２
０
０
〜
８
０
０

点
満
点
で
、
２
つ
の
セ
ク
シ
ョ
ン

を
合
わ
せ
る
と
合
計
で
１
６
０
０

点
と
な
り
ま
す
。
何
度
も
受
け
ら

れ
、
そ
の
す
べ
て
の
結
果
の
中
か

ら
セ
ク
シ
ョ
ン
ご
と
に
一
番
良
い

ス
コ
ア
が
自
動
的
に
大
学
受
験
先

に
送
ら
れ
る
し
く
み
に
な
っ
て
い

ま
す
（
こ
れ
を
ス
ー
パ
ー
ス
コ
ア

と
呼
び
ま
す
）
。
Ｓ
Ａ
Ｔ
は
年
に

７
回
実
施
さ
れ
、
例
え
ば
今
年
な

ら
、
３
月
、
５
月
、
６
月
、
８
月
、

10
月
、
11
月
、
12
月

に
行
わ
れ
ま

す
。
多
く
は
10
年
生
の
10
月
に
Ｐ

Ｓ
Ａ
Ｔ
（Pre-SA

T

）
と
い
う
テ

ス
ト
を
ま
ず
受
け
ま
す
が
、
こ
れ

は
Ｓ
Ａ
Ｔ
の
予
行
演
習
の
よ
う
な

も
の
で
、
こ
の
テ
ス
ト
の
点
数
は

進
学
に
は
影
響
し
ま
せ
ん
。
一
般

的
な
パ
タ
ー
ン
と
し
て
は
、

Ｐ
Ｓ

Ａ
Ｔ
の
結
果
で
弱
か
っ
た
と
こ
ろ

を
重
点
的
に
５
か
月
ほ
ど
勉
強
を

続
け
、
10
年
生
の
翌
年
３
月
に
本

当
の
Ｓ
Ａ
Ｔ
を
受
け
て
み
て
感
触

を
つ
か
み
ま
す
。
ま
た
春
夏
勉
強

を
続
け
て
11
年
生
に
な
っ
た
秋
に

再
度
挑
戦
、
そ
し
て
11
年
生
翌
年

春
、
夏
、
12
年
生
最
初
の
10
月
な

ど
、
多
く
の
生
徒
が
お
よ
そ
３
〜

５
回
受
け
る
よ
う
で
す
。

さ
て
、
Ｓ
Ａ
Ｔ
の
準
備
で
す
が
、

こ
れ
も
多
く
の
家
庭
で
は
９
年
生

か
ら
、
学
校
内
外
で
Ｓ
Ａ
Ｔ
コ
ー

ス
を
取
っ
た
り
、
Ｓ
Ａ
Ｔ
専
門
の

チ
ュ
ー
タ
ー
を
雇
っ
た
り
し
て
い

ま
す
。
ト
ッ
プ
大
学
を
目
指
し
て

い
る
よ
う
な
熱
心
な
家
庭
で
す

と
、
も
う
ミ
ド
ル
ス
ク
ー
ル
か
ら

準
備
を
始
め
て
い
る
と
も
聞
き
ま

す
。
た
だ
、
基
本
親
が
教
え
ら
れ

る
よ
う
な
も
の
で
は
な
く
、
ま
た

テ
ス
ト
の
フ
ォ
ー
マ
ッ
ト
も
決
ま

っ
て
い
る
の
で
す
が
、

Ｓ
Ａ
Ｔ
専

門
の
チ
ュ
ー
タ
ー
は
時
給
２
０
０

〜
３
０
０
ド
ル
な
ど
、
と
ん
で
も

な
い
費
用
が
か
か
り
ま
す
。
そ
れ

で
も
ト
ッ
プ
ス
ク
ー
ル
を
目
指
し

て
、
点
数
を
伸
ば
さ
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
の
で
あ
れ
ば
、
ま
た
そ
の

よ
う
な
予
算
が
可
能
な
ら
ば
、
Ｓ

Ａ
Ｔ
の
専
門
家
に
教
え
て
も
ら
う

ほ
う
が
効
果
的
で
は
あ
り
ま
す
。

し
か
し
、
今
の
９
年
生
の
時
点
で

す
と
、
ま
ず
学
校
外
で
の
Ｓ
Ａ
Ｔ

の
専
門
コ
ー
ス
か
ら
始
め
て
み
て

は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。
い
ろ
い

ろ
進
学
情
報
も
入
っ
て
き
ま
す

し
、
長
い
道
の
り
で
す
の
で
、
こ

れ
か
ら
の
進
み
具
合
や
結
果
、
ま

た
本
人
と
の
相
性
な
ど
に
よ
っ

て
、
途
中
に
方
向
転
換
を
す
る
こ

と
も
可
能
で
す
。

ま
た

Ｓ
Ａ
Ｔ
は
、C

olleg
e

Board

と
い
う
テ
ス
ト
会
社
が
作

成
し
て
い
ま
す
が
、
こ
こ
が
運
営

し
て
い
るK

h
an

A
cadem

y
(khanacadem

y.org/sat) 

と
い

う
サ
イ
ト
が
あ
り
、
こ
こ
に
登
録

す
れ
ば
無
料
の
Ｓ
Ａ
Ｔ
プ
ラ
ク
テ

ィ
ス
・
テ
ス
ト
や
説
明
、
レ
ッ
ス

ン
、
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
が
受
け
ら

れ
ま
す
。
ま
た
、
エ
ッ
セ
イ
の
テ

ス
ト
も
、
ち
ゃ
ん
と
個
人
的
な
感

想
や
ア
ド
バ
イ
ス
も
返
っ
て
き
ま

す
。
コ
ロ
ン
ビ
ア
大
学
の
あ
る
学

生
は
、
高
校
時
代
に
こ
の
サ
イ
ト

の
テ
ス
ト
を
毎
日
自
分
で
受
け
、

地
道
に
勉
強
を
続
け
て
、
最
終
的

に
満
点
に
近
い
ス
コ
ア
が
取
れ
た

と
言
っ
て
い
ま
し
た
。
ぜ
ひ
活
用

し
て
み
て
く
だ
さ
い
。

先
ほ
ど
の
英
語
と
数
学
の
Ｓ
Ａ

Ｔ
は
一
般
の
Ｓ
Ａ
Ｔ
で
す
が
、
こ

の
ほ
か
にSA

T
SubjectT

est

と

呼
ば
れ
る
も
の
が
あ
り
ま
す
。
こ

れ
は
科
目
ご
と
の
テ
ス
ト
で
す

が
、
多
く
の
ト
ッ
プ
大
学
が

E
n

g
lish

、

H
istory

、

M
ath

em
atics

、

Scien
ce

、

Languages

の
う
ち
の
二
科
目
を

受
け
る
こ
と
を
課
し
て
い
ま
す
。

例
え
ば
、
後
に
ど
こ
の
大
学
の
ど

う
い
っ
た
フ
ィ
ー
ル
ド
と
進
学
先

が
決
ま
っ
て
く
る
よ
う
な
ら
、
必

ず
大
学
の
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
の
ア
ド

ミ
ッ
シ
ョ
ン
の
ペ
ー
ジ
で
、
必
要

と
さ
れ
る
テ
ス
ト
科
目
が
あ
る
か

確
認
を
行
い
、
必
要
な
場
合
は
受

け
て
く
だ
さ
い
。

も
ち
ろ
ん
先
月
お
話
し
し
た
学

校
の
成
績
（
Ｇ
Ｐ
Ａ
）
や
、
来
月

の
ト
ピ
ッ
ク
「
課
外
活
動
、
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
」
な
ど
も
受
験
審
査
に

は
重
要
な
項
目
と
さ
れ
ま
す
の

で
、
こ
れ
ら
に
も
平
行
し
て
取
り

組
ん
で
く
だ
さ
い
。

本欄への相談は

●NY日本人教育審議会

教育文化交流センター

Tel: 914-305-2411

Fax: 914-921-0393

info@jec-ny.org

●コメット

www.faminet.net/komet

【解説】静江が勉強したとおり、昔アメリカの地方のお祭りで行われた競技で、
体に油を塗った豚を捕まえた人は、褒美にそれを持って帰れました。この表現
の由来には、別の説もあります。「賞を持ち帰る、成功する、勝つ」、さらに
「お金を稼いで生計をたてる」という意味にも使われるようになりました。

現地教育コンサルタント

コメット代表　

高橋純子相談員（M.S.,CCC-SLP）

「アメリカ大学進学パート３：

SATをどうクリアする？」

例文：My husband brings home the bacon.

夫が生活費を稼いでいます。

https://japaneseschool.org
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ス
ポ
ー
ツ
の
試
合
や
試
験
を

受
け
る
と
き
な
ど
の
よ
う
に
、

人
生
の
中
に
は
何
度
も
応
援
す

る
と
き
や
、
さ
れ
る
と
き
が
あ

る
。
で
は
、
人
は
何
の
た
め
に

他
の
人
を
応
援
す
る
の
で
あ
ろ

う
か
。

も
ち
ろ
ん
、
人
は
応
援
す
る

対
象
の
人
に
、
勝
っ
た
り
成
功

し
た
り
し
て
ほ
し
い
か
ら
応
援

す
る
の
で
あ
ろ
う
。
だ
か
ら
応

援
す
る
相
手
が
友
達
や
親
せ
き

な
ら
分
か
る
。

し
か
し
ス
ポ
ー
ツ
を
観
戦
す

る
と
き
に
、
選
手
の
名
前
が
書

か
れ
た
ユ
ニ
ホ
ー
ム
を
着
る
人

が
た
く
さ
ん
い
る
。
僕
自
身
も

そ
の
う
ち
の
一
人
だ
が
な
ぜ
自

分
と
関
わ
り
の
な
い
人
を
熱
心

に
応
援
し
よ
う
と
す
る
の
で
あ

ろ
う
か
。
応
援
す
る
こ
と
に
よ

っ
て
利
益
が
あ
る
と
は
思
え
な

い
。人

は
、
一
つ
の
好
き
な
こ
と

に
夢
中
に
な
り
や
す
い
生
き
物

で
あ
る
。
好
き
な
選
手
を
応
援

す
る
の
も
、
そ
の
ス
ポ
ー
ツ
が

好
き
だ
か
ら
こ
そ
で
あ
ろ
う
。

そ
の
選
手
の
ス
ポ
ー
ツ
に
興
味

が
無
け
れ
ば
、
そ
の
選
手
を
知

る
こ
と
さ
え
で
き
な
い
。

だ
か
ら
人
は
興
味
が
あ
り
、

夢
中
に
な
る
か
ら
人
を
応
援
す

る
の
だ
。
人
は
本
気
で
夢
中
に

な
っ
て
応
援
す
る
時
、
と
て
も

ヒ
ー
ト
ア
ッ
プ
し
て
ヤ
ジ
を
飛

ば
す
く
ら
い
盛
り
上
が
る
。
夢

中
に
な
っ
て
応
援
し
、
自
然
に

モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
上
げ
て
い

る
こ
と
だ
ろ
う
。
そ
ん
な
と
き
、

人
は
応
援
し
な
が
ら
実
際
に
や

っ
て
い
る
人
と
同
じ
気
持
ち
、

い
や
そ
れ
以
上
に
戦
っ
て
い
る

気
持
ち
に
な
っ
て
い
る
の
で
あ

る
。例

え
ば
、
プ
ロ
ゴ
ル
フ
ァ
ー

の
タ
イ
ガ
ー
ウ
ッ
ズ
選
手
は
、

た
と
え
自
分
の
ラ
イ
バ
ル
選
手

の
パ
ッ
ド
で
も
「
入
れ
」
と
応

援
す
る
ら
し
い
。
こ
う
し
た
方

が
よ
り
自
分
の
パ
フ
ォ
ー
マ
ン

ス
が
上
手
く
い
く
そ
う
だ
。
自

分
が
戦
っ
て
い
な
い
と
き
に
他

者
の
応
援
を
す
る
こ
と
で
、
自

分
の
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
上
げ

て
い
る
の
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
「
応
援
」
と
い

う
の
は
他
人
の
た
め
に
す
る
も

の
の
よ
う
に
見
え
て
、
実
は
自

分
の
た
め
に
す
る
も
の
な
の
だ

ろ
う
。
だ
か
ら
人
は
応
援
す
る

こ
と
を
楽
し
め
る
の
だ
。

（
滞
米
１
年
８
か
月
）

「カキ」
ニューヨーク州ライ・ミドルスクール６年

深谷　馨

これまで作文掲載者には掲載紙を１部郵送していましたが、2018年10月より

郵送を中止させて頂きます。本紙デジタル版よりPDFをダウンロードして頂

くようお願い致します。学校単位で応募、掲載された方は学校に郵送された

掲載紙を学校担当者よりお受け取り下さい。別途、掲載紙をご希望の方は郵

送料負担にて個別郵送致しますので編集部までご連絡下さい。

あ
な
た
は
一
日
を
い
つ
も
ど

う
過
ご
し
て
い
ま
す
か
。
そ
の

人
生
は
楽
し
い
と
思
い
ま
す

か
。
そ
の
人
生
を
楽
し
く
し
て

い
る
の
は
誰
で
す
か
。
私
は
よ

く
考
え
ま
す
。
人
と
話
さ
な
い

一
人
ぼ
っ
ち
の
生
活
だ
っ
た
ら

楽
し
い
だ
ろ
う
か
。
友
達
と
一

緒
に
い
な
か
っ
た
ら
ど
う
い
う

人
生
を
送
っ
て
い
る
の
だ
ろ
う

か
。
い
つ
も
た
ど
り
つ
く
答
え

は
不
幸
な
人
生
で
す
。
私
は
毎

日
を
有
効
に
楽
し
く
過
ご
す
た

め
に
、
友
達
と
の
時
間
を
大
切

に
し
て
い
ま
す
。

友
達
と
一
緒
に
い
る
と
、
悩

み
ご
と
を
話
す
こ
と
が
で
き

て
、
ス
ト
レ
ス
が
発
散
さ
れ
ま

す
。
生
き
て
い
る
と
つ
ら
い
こ

と
や
不
満
が
た
ま
る
こ
と
が
あ

り
ま
す
。
し
か
し
人
と
の
ケ
ン

カ
、
先
生
や
身
内
へ
の
不
満
か

ら
く
る
ス
ト
レ
ス
、
ま
た
、
つ

か
れ
た
、
お
腹
す
い
た
な
ど
の

下
ら
な
い
こ
と
を
友
達
に
話
す

こ
と
で
、
ス
ト
レ
ス
が
発
散
さ

れ
、
人
に
八
つ
当
た
り
し
た
り
、

人
の
ぐ
ち
を
言
っ
た
り
す
る
こ

と
が
減
り
ま
す
。
友
達
と
話
す

こ
と
に
よ
っ
て
、
人
の
気
持
ち

を
傷
つ
け
な
い
よ
う
に
自
分
の

言
葉
を
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
で
き
る

よ
う
に
な
る
の
で
す
。

次
に
、
友
達
と
一
緒
に
過
ご

す
と
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

能
力
が
上
が
り
ま
す
。
私
は
小

さ
い
こ
ろ
ア
メ
リ
カ
に
引
っ
越

し
て
来
ま
し
た
。
そ
の
こ
ろ
英

語
が
話
せ
な
か
っ
た
の
で
、
話

す
こ
と
を
拒
否
し
て
い
ま
し

た
。
で
も
、
友
達
を
作
っ
て
、

が
ん
ば
っ
て
話
し
続
け
る
こ
と

で
、
会
話
力
や
英
語
で
の
コ
ミ

ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
が
向
上

し
た
の
で
す
。

最
後
に
、
友
達
と
一
緒
に
過

ご
す
と
、
一
人
よ
り
楽
し
い
時

間
を
送
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

一
人
だ
と
で
き
な
い
こ
と
が
、

二
人
だ
と
で
き
た
り
、
一
人
で

や
る
と
め
ん
ど
う
な
こ
と
が
友

達
と
だ
っ
た
ら
楽
し
く
な
り
ま

す
。
宿
題
や
学
校
は
一
人
で
は

つ
ま
ら
な
く
め
ん
ど
う
で
す

が
、
友
達
が
い
る
と
楽
し
い
時

間
に
変
わ
り
ま
す
。
だ
か
ら
こ

そ
、
友
達
は
私
に
と
っ
て
大
切

な
存
在
な
の
で
す
。

こ
の
よ
う
に
、
友
達
と
過
ご

す
こ
と
で
、
つ
ま
ら
な
い
一
日

が
が
ら
っ
と
変
わ
っ
た
り
、
人

を
喜
ば
せ
る
こ
と
が
で
き
た

り
、
一
人
の
と
き
よ
り
人
生
が

楽
し
く
な
り
ま
す
。
自
分
だ
け

が
楽
し
い
人
生
で
は
な
く
て
、

み
ん
な
と
楽
し
み
や
喜
び
を
分

か
ち
合
え
る
の
で
す
。

（
滞
米
９
年
４
か
月
）

ぼ
く
は
、
今
回
、
読
書
感
想

文
に
、
梅
谷
献
二
作
の
「
果
物

は
ど
う
し
て
創
ら
れ
た
か
」
を

読
ん
だ
。

カ
キ
は
中
国
で
生
ま
れ
て
、

日
本
で
発
展
し
た
く
だ
も
の
で

あ
り
、
日
本
の
名
前
で
外
国
に

通
用
す
る
、
数
少
な
い
く
だ
も

の
で
あ
る
。
大
正
期
ま
で
は
、

カ
キ
は
く
だ
も
の
の
王
座
に
君

臨
し
て
い
た
が
、
そ
の
座
を
ミ

カ
ン
と
リ
ン
ゴ
に
う
ば
わ
れ
て

し
ま
い
、
ナ
シ
に
も
生
産
量
で

負
け
て
い
る
。
カ
キ
に
は
、
甘

ガ
キ
と
渋
ガ
キ
が
あ
り
、
カ
キ

の
渋
み
の
本
体
は
、
タ
ン
ニ
ン

で
あ
る
が
、
成
熟
す
る
に
し
た

が
っ
て
渋
み
が
消
え
て
い
く
。

渋
ガ
キ
の
渋
み
も
熟
し
た
カ
キ

に
な
れ
ば
抜
け
て
い
る
が
、
渋

い
あ
い
だ
は
動
物
は
手
を
出
さ

な
い
。

ぼ
く
は
、
ア
メ
リ
カ
に
来
て

か
ら
、
カ
キ
を
一
口
も
食
べ
て

い
な
い
。
ど
ん
な
味
か
も
忘
れ

て
し
ま
っ
た
。
甘
い
こ
と
だ
け

は
お
ぼ
え
て
い
る
。
最
後
に
食

べ
た
の
は
、
た
し
か
よ
う
ち
園

の
こ
ろ
だ
っ
た
。
ぼ
く
の
よ
う

ち
園
の
庭
に
は
、
カ
キ
の
木
が

一
本
あ
っ
た
。
た
ま
に
、
先
生

は
、
カ
キ
を
干
し
て
、
干
し
ガ

キ
に
す
る
。
干
し
ガ
キ
は
、
け

っ
こ
う
甘
く
て
お
い
し
い
。
先

生
は
、
「
仲
良
く
食
べ
な
さ
い
。
」

と
言
い
、
子
ど
も
た
ち
は
、
「
は

ー
い
。
」
と
言
う
が
、
み
ん
な
カ

キ
を
と
り
あ
い
始
め
て
し
ま
う
。

カ
キ
を
食
べ
て
い
る
み
ん
な
は

元
気
だ
。
ま
さ
に
、
カ
キ
が
赤

く
な
れ
ば
医
者
も
青
く
な
る
の

だ
。カ

キ
は
、
日
本
人
に
と
っ
て
、

親
し
み
の
あ
る
く
だ
も
の
だ
。

な
ぜ
な
ら
、
カ
キ
は
昔
か
ら
食

べ
ら
れ
て
い
る
れ
き
し
の
あ
る

く
だ
も
の
だ
か
ら
だ
。

（
滞
米
４
年
）

「
友
達
」

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
州
リ
セ
・
ケ
ネ
デ
ィ

日
本
人
学
校
補
習
校
中
１

諏
訪
部
　
春
霞

（学年は応募時）

■児童生徒作文のページ■

「すきな遊び」
ピッツバーグ日本語補習授業校小３

かし山　志帆

「
人
間
と
応
援
」

駿
台
ミ
シ
ガ
ン
国
際
学
院
中
２

岩
田
　
優

白
、
赤
、
そ
し
て
今
年
は

赤
組
で
し
た
。
一
年
生
の
と

き
も
二
年
生
の
と
き
も
か
っ

た
け
れ
ど
今
年
は
10
点
さ
で

ま
け
て
く
や
し
か
っ
た
で

す
。

も
う
一
つ
く
や
し
か
っ
た

の
は
リ
レ
ー
で
こ
ろ
ん
だ
こ

と
で
す
。
今
年
は
じ
め
て
こ

ろ
び
ま
し
た
。
そ
の
時
も
う

や
る
気
が
な
く
な
り
ま
し

た
。
だ
け
れ
ど
ま
だ
チ
ャ
ン

ス
が
あ
る
か
も
し
れ
な
い
と

思
っ
て
、
す
ぐ
立
ち
上
が
っ

て
さ
い
ご
ま
で
い
っ
し
ょ
う

け
ん
め
い
走
り
ま
し
た
。

そ
の
あ
と
の
リ
レ
ー
は
赤

組
が
は
や
か
っ
た
り
、
白
組

が
は
や
か
っ
た
り
、
は
げ
し

か
っ
た
で
す
。
や
っ
と
決
ま

り
ま
し
た
。
白
組
が
か
ち
ま

し
た
。
わ
た
し
が
こ
ろ
ん
だ

か
ら
ま
け
た
と
思
う
と
さ
み

し
い
気
も
ち
に
な
り
ま
し

た
。来

年
の
目
ひ
ょ
う
は
ぜ
っ

た
い
に
こ
ろ
ば
な
い
こ
と
、

そ
し
て
か
つ
こ
と
で
す
。

（
滞
米
８
年
）
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わ
た
し
が
す
き
な
遊
び
は
、

お
ま
ま
ご
と
で
す
。

な
ぜ
か
と
い
う
と
、
や
く
を

決
め
て
遊
ぶ
こ
と
が
楽
し
い
か

ら
で
す
。

お
う
ち
に
あ
る
キ
ッ
チ
ン
セ

ッ
ト
や
デ
ザ
ー
ト
を
使
っ
て
、

遊
び
ま
す
。
い
つ
も
、
妹
と
遊

ん
で
い
ま
す
。

わ
た
し
の
や
く
は
、
お
ね
え

さ
ん
で
、
妹
が
赤
ち
ゃ
ん
の
や

く
で
す
。
妹
の
赤
ち
ゃ
ん
の
や

く
が
か
わ
い
い
か
ら
、
ず
っ
と

遊
び
た
い
な
と
思
い
ま
す
。

で
も
、
毎
日
は
遊
べ
ま
せ
ん
。

し
ゅ
く
題
を
し
な
け
れ
ば
い
け

な
い
か
ら
で
す
。
早
く
し
ゅ
く

題
を
終
わ
ら
せ
て
、
い
っ
ぱ
い

遊
び
た
い
で
す
。
　

（
滞
米
１
年
２
か
月
）

「
く
や
し
い
う
ん
ど
う
か
い
」

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
育
英
学
園
ア
フ
タ
ー
ス
ク
ー
ル
Ｎ
Ｊ
校
小
３

ナ
ガ
ツ
カ
　
セ
レ
ー
ネ
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オペラ座の怪人
The Phantom of the Opera
Majestic Theatre
247 W. 44th St. 
(bet 7th & 8th Aves)
$29.00〜$209.00 2h30m
www.thephantomoftheopera.com

© Broadway.  com 

パリのオペラ座の地下に棲む怪人

の、歌姫クリスティンへの悲恋物

語。ある日クリスティンは、怪人

の仮面を剥いでしまう。

--------------------------------------------------

シカゴ
Chicago
Ambassador Theatre
219 W. 49th St. 
(bet Broadway & 8th Ave)
$49.50〜$189.00 2h30m
www.chicagothemusical.com
1920年代のシカゴ台。愛人殺し

の罪を逃れたコーラスガール、

ロキシーは悪徳弁護士と組みス

キャンダルで一躍有名になる。

--------------------------------------------------

ライオン・キング
The Lion King
Minskoff Theatre
1515 Broadway 
(corner of 45th St)
$99.00〜$299.00 2h30m
www.disney.go.com/disney
theatrical

© Broadway.  com

無実の父親殺しの罪で王国を追

われたライオン、シンバが、新

しい仲間と出会い、やがて勇敢

な「ライオンの王」に成長する

までの物語。

--------------------------------------------------

ウィキッド
Wicked
Gershwin Theatre
222 W. 51st St. 
(bet Broadway & 8th Ave)
$89.00〜$252.00 2h45m
www.wickedthemusical.com
物語は『オズの魔法使い』のラ

スト、西の魔女エルファバの死

から始まる。その死に狂喜する

オズの人々を前に、エルファバ

の親友が現れる。

--------------------------------------------------

ブック・オブ・モルモン
The Book of Mormon  
Eugene O'Neill Theater
230 W. 49th St.
(bet Broadway & 8th Ave)
$69.00〜 $199.00    2h30m
www.bookofmormonbroadway.com

© Broadway.  com 

モルモン教徒の青年ふたりが

ソルトレイクシティから可能な

限り遠くへ伝道に行った先はウ

ガンダ。過激なブラックジョー

クの意欲作。

キンキーブーツ
Kinky Boots
Al Hirschfeld Theatre
302 W. 45th St.

（bet 8th & 9th Aves）
$55.00〜$199.00 2h30m
http://kinkybootsthemusical.com
実在の靴メーカー、W. J. ブルッ

クス社がモデルの実話。「差別

や偏見を乗り越えた時、世界は

変わって見える」。2005年英映

画のミュージカル化作品。

--------------------------------------------------

ビューティフル：
キャロル･キング物語
Beautiful:
The Carol King Story
Stephen Sondheim Theatre
124 W. 43rd St.
(bet. 6th Ave. & Broadway)
$59.00〜$249.00 2h20m
www.beautifulonbroadway.com
世界中で大ヒットしたセカンド

アルバム「つづれおり」で知ら

れるシンガー･ソングライターの

半生を描いた新作。

--------------------------------------------------

アラジン
Aladdin
New Amsterdam Theatre
214 W. 42th St.
(bet 7 th & 8 th Aves)
$57.50〜$215.00  2h30m 
www.aladdinthemusical.com

「アラジンと魔法のランプ」が

アカデミー賞受賞作曲家の名曲

で登場。魔法のランプが巻き起

こす大冒険、そしてロマンス。

--------------------------------------------------

ハミルトン
Hamilton
Richard Rodgers Theatre
226 W. 46th St
(bet. Broadway & 7th Ave.)
$350.00 〜$849.00 2h55m
www.broadway.com

© Broadway.  com 

合衆国憲法の起草者の一人、ア

レ キ サ ン ダ ー ・ ハ ミ ル ト ン

（1755-1804）の生涯をヒップホ

ップにのせて描く。

--------------------------------------------------

ウェイトレス
Waitress
Brooks Atkinson Theatre
256 W. 47th St.
(bet 7th & 8th Ave)
$79.00〜299.00 2h30m
www.waitressthemusical.com

© Broadway.  com

気鋭のシンガーソングライター、

サラ・バリレスの楽曲で同名映

画が舞台化。南部の田舎でウェ

イトレスとして働くジェンナが

予想外の妊娠をきっかけに、本

当の幸せに目覚めていく。

--------------------------------------------------

ディア・エヴァン・ハンセン
Dear Evan Hansen
Music Box Theatre
239 W.45th St.
(bet.7th & 8th Aves)
$119.00~$299.00 2h30m
http://www.broadway.com
自分の存在を誰もが気にして来

なかったエヴァンは、突然一通

の手紙によって一躍有名にな

り、誰もが知りたく近づきたい

存在になったが…。

--------------------------------------------------

アナスタジア
Anastasia
Broadhurst Theatre
235 W.44th St.
(bet Broadway & 7th Ave. )
$69.00~$275.00 2h25m
www.broadway.com

© Matthew Murphy

1997年同名映画の舞台版。記憶

を失いパリで暮らす孤児のアー

ニャはロシア革命時に行方不明

となった皇女なのだろうか。時

代が大きく変わるなかで、たく

ましく生きるアーニャの姿を新

作ミュージカルで描く。

--------------------------------------------------

カム・フロム・アウェー
Come From Away
Schoenfeld Theatre
236 W.45th St.
(bet. Broadway & 7th Ave.)
$69.00- $227.00  1h40m
www.broadway.com
カナダの小さい町ガンダーで実

際にあった話に基づく舞台。９

月11日、38機の飛行機と乗客６

千人超が緊急避難。文化や言語

を越えて町民は客人をもてなす。

カナダ発ミュージカル。

--------------------------------------------------

バンドビジット
The Band's Visit
Ethel Barrymore Theatre
243 W.47th St.
(bet. Broadway & 7th Ave.)
$49.00~$931.00  1h30m
www.broadway.com

© Broadway.  com

エジプトの警察音楽隊が公演旅

行でイスラエルに入国する。予

定外の砂漠の真ん中の町に行く

はめに。灼熱の太陽のもと、音

楽隊員たちの思わぬ交流が始ま

る。2018年トニー賞10部門受賞。

--------------------------------------------------

アイランド
Once On This Island
Circle in the Square Theatre
235 W. 50th St.
(bet Broadway & 8th Ave)
$89.50~$300.00 1h30m
www.onceonthisisland.com

© Broadway.  com

カリブの島に住む勇気ある貧し

い少女が恋する相手は裕福な少

年。二人は身分の違いから離さ

れるが、少女は島に住む神々に

導かれて彼との再会のために奮

闘する。原作はローザ・ガイの

「My Love, My Love」。

--------------------------------------------------

フローズン
Frozen
St.James Theatre
246 W.44th St.
(bet. 7th & 8th Aves)
$82.50〜$299.00 2h30m
www.frozenmusical.com

© Broadway.  com

同名映画（邦題：アナと雪の女

王）で一世風靡した名作が舞台

に。映画版に新曲も加えたディ

ズニーミュージカル最新作。

--------------------------------------------------

マイ・フェア・レディ
My Fair Lady
Vivian Beaumont Theater
150 W.65th St.
(Lincoln Plaza)
$97.00〜$325.00 2h55m
www.lincolncenter.org

©Joan  Marcus

「王様と私」や「南太平洋」の再

演でトニー賞を着実に受賞する

演出家バートレット・シャーが、

名作を豪華絢爛な新演出で再演。

--------------------------------------------------

ミーン・ガールズ
Mean Girls
August Wilson Theatre
245 W.52nd St.
(bet. 7th & 8th Aves)
$79.50〜$299.50  2h30m
meangirlsonbroadway.com
2004年の同名映画の舞台化、学

園コメディー。アフリカで育っ

たケイディにとって規則でがん

じがらめのシカゴ郊外の学園生

活はいかに。

--------------------------------------------------

サマー：ザ・ドナ・サ
マー・ミュージカル
SUMMER:

The Donna Summer Musical
Lunt Fontanne Theater
205 W.46th St.
(bet.7th &8th Aves.)
$48.00〜$252.00 １h40m
www.broadway.com

1970年代後半にディスコ界に君

臨したスター歌手ドナサマー

（1948-2013）の生涯を綴る新作。

-------------------------------------------------

ヘッド・オーバー・
ヒールズ
Head Over Heels
Hudson Theatre
145 W. 44th St.

（bet. 6th & 7th Aves）
＄89.00〜$169.00 2h20m
headoverheelsthemusical.com

© Broadway.  com

エリザベス朝を彷彿とさせるコ

メディー。ある王族が破滅の予

言を避けようと大奮闘。愛する

王国を守るため、一家は旅に出

る。ゴーゴーズの象徴的なポッ

プ音楽に合わせて展開。

-------------------------------------------------

プリティーウーマン
Pretty Woman
Nederlander Theatre
208 W.41st St.
(bet.Broadway & 7th Ave.)
$99.00 〜169.00 2h35m
www.broadyway.com
ウォール街の青年実業家とコー

ルガール。援助交際から本当の

恋愛が生まれる。著名コメディ

ー映画を舞台にした新作。

--------------------------------------------------

キングコング
KIng Kong
Broadway Theatre
1681Broadway
(50 & 51 Sts)
$49.00 〜200.00  2h30m
www.broadyway.com

©Joan  Marcus

ロボット工学と人形劇と舞台芸

術が融合した革新的ステージで、

2000ポンドに20階建て相当の巨

大キングコングがブロードウエ

ーに現れる。女優と映画人のカ

ップルが1930年代のニューヨー

クから未知の島まで冒険の旅に

出る。

--------------------------------------------------

プロム
The Prom
Longacre Theatre
220 W.48th St.
(bet. Broadway & 7th Ave.)
$49:00〜$199:00 2h15m
www.theprommusical.com

©Denn van Meer

レズビアンカップルの女子高校

生が、プロム（卒業パーティー）

に参加しようとしたらプロム自

体が中止に。メディアで放送さ

れ全米中の話題となった二人の

行動が周囲を変えていく。

チケット料金（券面）は1/1〜1/31のものです。
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Coming Soon.....

*Be More Chill

Preview 2/13

*Ain't Too Proud

Preview 2/28

http://jweeklyusa.com
http://jweeklyusa.com
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１
９
７
０
年
代
の
ニ
ュ
ー
ヨ

ー
ク
。
人
種
差
別
の
犠
牲
に
な

り
な
が
ら
も
愛
と
忍
耐
と
希
望

で
人
生
を
切
り
開
い
て
い
く
若

い
カ
ッ
プ
ル
を
描
く
物
語
。
人

種
問
題
を
テ
ー
マ
に
し
た
小
説

を
数
多
く
手
掛
け
る
作
家
・
詩

人
で
公
民
権
運
動
家
で
も
あ
る

ジ
ェ
ー
ム
ス
・
ボ
ー
ル
ド
ウ
ィ

ン
著
の
同
名
小
説
を
ベ
ー
ス
に

ア
カ
デ
ミ
ー
作
品
賞
受
賞
作

「
ム
ー
ン
ラ
イ
ト
」
の
監
督
・
脚

本
を
務
め
た
バ
リ
ー
・
ジ
ェ
ン

キ
ン
ス
が
ま
た
も
繊
細
な
詩
的

描
写
で
全
体
像
を
作
り
上
げ
て

い
く
。

主
人
公
で
19
歳
の
テ
ィ
ッ
シ

ュ
に
本
作
品
が
メ
ジ
ャ
ー
・
デ

ビ
ュ
ー
と
な
る
キ
キ
・
レ
イ
ン
。

可
憐
さ
と
し
っ
か
り
と
し
た
意

志
を
併
せ
持
つ
快
活
な
少
女
だ
。

テ
ィ
ッ
シ
ュ
の
恋
人
で
22
歳
の

青
年
フ
ォ
ニ
ー
に
は
ス
テ
フ
ァ

ン
・
ジ
ェ
ー
ム
ス
。
ジ
ェ
ー
ム

ス
は
「R

ace

」(

16
年
）
の
ジ
ェ

シ
ー
・
オ
ー
ウ
ェ
ン
ズ
役
で
高

い
評
価
を
受
け
、
ま
た
、
テ
レ

ビ
ド
ラ
マ
「H

om
ecom

ing

」

で
ジ
ュ
リ
ア
・
ロ
バ
ー
ツ
と
共

演
し
ゴ
ー
ル
デ
ン
グ
ロ
ー
ブ
賞

テ
レ
ビ
ド
ラ
マ
部
門
主
演
男
優

賞
に
ノ
ミ
ネ
ー
ト
さ
れ
る
な
ど
、

若
手
黒
人
俳
優
の
注
目
株
だ
。

レ
イ
ン
、
ジ
ェ
ー
ム
ス
と
も
爽

や
か
で
初
々
し
い
恋
人
に
ぴ
っ

た
り
の
キ
ャ
ス
テ
ィ
ン
グ
だ
。

１
９
７
４
年
、
ハ
ー
レ
ム
。

テ
ィ
ッ
シ
ュ
と
フ
ォ
ニ
ー
は
幼

馴
染
み
。
家
族
交
流
も
あ
り
そ

れ
ぞ
れ
勤
勉
で
心
優
し
い
若
者

に
成
長
し
た
。
フ
ォ
ニ
ー
は
木

工
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
で
彼
の
作
る

一
風
変
わ
っ
た
作
品
が
テ
ィ
ッ

シ
ュ
は
大
好
き
だ
。
二
人
は
結

婚
を
約
束
し
、
新
居
を
さ
が
す
。

そ
れ
で
な
く
と
も
黒
人
カ
ッ
プ

ル
の
ア
パ
ー
ト
探
し
は
難
し
い

う
え
に
予
算
も
そ
れ
ほ
ど
な
い
。

と
あ
る
ビ
ル
の
だ
だ
っ
広
い
フ

ロ
ア
を
案
内
さ
れ
て
テ
ィ
ッ
シ

ュ
は
戸
惑
う
が
、
フ
ォ
ニ
ー
は

想
像
力
豊
か
に
新
居
の
レ
イ
ア

ウ
ト
を
練
り
始
め
る
。
フ
ォ
ニ

ー
の
バ
イ
タ
リ
テ
ィ
ー
と
前
向

き
な
姿
勢
は
テ
ィ
ッ
シ
ュ
に
は

眩
し
い
ほ
ど
に
頼
も
し
く
映
る
。

し
か
し
、
幸
せ
の
絶
頂
に
あ

る
二
人
を
襲
っ
た
の
は
フ
ォ
ニ

ー
へ
の
レ
イ
プ
の
疑
い
だ
。
も

ち
ろ
ん
フ
ォ
ニ
ー
は
レ
イ
プ
な

ん
て
し
て
い
な
い
。
し
か
し
、

地
元
の
白
人
警
官
に
よ
る
ね
じ

曲
げ
ら
れ
た
レ
イ
プ
事
件
は
真

実
を
か
く
し
た
ま
ま
独
り
歩
き

す
る
。

偏
見
と
差
別
が
人
々
の
自
由

と
幸
せ
を
平
然
と
奪
う
現
実
に

虚
し
さ
を
覚
え
る
と
同
時
に
、

状
況
を
見
据
え
最
良
の
選
択
を

す
る
こ
と
で
新
た
な
人
生
を
見

極
め
る
若
者
の
強
い
意
志
が
ひ

し
ひ
し
と
伝
っ
て
く
る
。
心
に

響
く
パ
ワ
フ
ル
な
作
品
だ
。
１

時
間
57
分
。
Ｒ
。
　
　
　
（
明
）

自
由
と
幸
せ
を
こ
の
手
に

動
画
予
告
編
デ
ジ
タ
ル
版w

w
w

.n
yse

ika
tsu

.co
m

で
右
の
写
真
を
ク
リ
ッ
ク
す
る
と
動

画
で
予
告
編
が
ご
覧
に
な
れ
ま
す
。

■上映館■

AMC Empire 25
234 W.42nd St.

Angelika Film Center
18 W.Houston St.

Cinepolis Chelsea
260 W. 23rd St.

If Beale Street

Could Talk

二人の将来を話し合うティッシュ（レイン）とフォニー（ジェームス）

Photo : Tatum
 M

angus/Annapurm
a Pictures

若
山
富
三
郎
主
演
の
映
画

「
子
連
れ
狼
」
の
特
別
上
映
会

が
25
日
（
金
）
と
26
日
（
土
）

の
２
日
間
、
ジ
ャ
パ
ン
・
ソ
サ

エ
テ
ィ
ー
（
Ｊ
Ｓ
＝
東
47
丁
目

３
３
３
番
地
）
で
開
催
さ
れ
る
。

若
山
は
１
９
２
９
年
東
京
生

ま
れ
。
子
連
れ
狼
シ
リ
ー
ズ
で

の
激
し
い
殺
陣
、
凄
絶
な
ア
ク

シ
ョ
ン
を
見
せ
る
主
役
の
拝
一

刀
を
演
じ
時
代
劇
の
傑
作
と
し

て
大
ヒ
ッ
ト
に
貢
献
。
第
３
回

日
本
ア
カ
デ
ミ
ー
賞
最
優
秀
主

演
男
優
賞
な
ど
受
賞
多
数
。
92

年
４
月
２
日
に
急
性
心
不
全
に

よ
り
他
界
し
た
。

70
年
代
前
半
に
劇
場
公
開
さ

れ
た
若
山
の
子
連
れ
狼
シ
リ
ー

ズ
６
作
品
は
、
当
時
人
気
だ
っ

た
小
池
一
夫
・
小
島
剛
夕
に
よ

る
同
名
漫
画
を
映
像
化
し
た
日

本
映
画
史
に
残
る
チ
ャ
ン
バ
ラ

映
画
と
な
り
、
そ
の
過
激
な
殺

陣
シ
ー
ン
は
海
外
映
画
に
も
影

響
を
与
え
た
。
若
山
の
実
弟
・

勝
新
太
郎
が
プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー

を
務
め
、
原
作
者
の
小
池
が
脚

本
を
担
当
、
時
代
劇
の
巨
匠
監

督
と
し
て
知
ら
れ
る
三
隈
研
次

監
督
と
タ
ッ
グ
を
組
ん
だ
。
上

映
は
英
語
字
幕
付
き
デ
ジ
タ
ル

復
元
版
を
劇
場
公
開
さ
れ
た
順

序
で
紹
介
す
る
。

上
映
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
は
25
日

（
金
）
午
後
７
時
か
ら
「
子
連

れ
狼

子
を
貸
し
腕
貸
し
つ
か

ま
つ
る
」
、
８
時
45
分
か
ら

「
子
連
れ
狼

三
途
の
川
の
乳
母

車
」
。
26
日
（
土
）
は
午
後
３

時
か
ら
「
子
連
れ
狼

死
に
風

に
向
う
乳
母
車
」
、
４
時
45
分

か
ら
「
子
連
れ
狼

親
の
心
子

の
心
」
、
６
時
45
分
か
ら
「
子

連
れ
狼

冥
府
魔
道
」
、
８
時
30

分
か
ら
「
子
連
れ
狼

地
獄
へ

行
く
ぞ
！

大
五
郎
」
。

ま
た
、
チ
ケ
ッ
ト
購
入
者
は

会
場
で
行
わ
れ
る
ラ
ッ
フ
ル
に

参
加
で
き
る
。
抽
選
で
２
人
に

漫
画
『
子
連
れ
狼
〜
オ
ム
ニ
バ

ス
版
〜
』
（
英
語
版
）
の
第
１

巻
と
２
巻
の
セ
ッ
ト
を
、
１
人

に
昨
年
７
月
に
米
国
で
出
版
さ

れ
た
原
画
の
イ
ラ
ス
ト
が
印
刷

さ
れ
た
『
子
連
れ
狼
〜
ギ
ャ
ラ

リ
ー
版
〜
』
の
デ
ラ
ッ
ク
ス
本

が
当
た
る
。

入
場
料
は
一
般
14
ド
ル
、
シ

ニ
ア
・
学
生
11
ド
ル
、
Ｊ
Ｓ
会

員
10
ド
ル
。
２
作
品
同
時
購
入

で
各
２
ド
ル
割
引
、
全
作
品
鑑

賞
可
能
な
オ
ー
ル
ア
ク
セ
ス
パ

ス
は
36
ド
ル
。
18
歳
以
上
対
象
。

チ
ケ
ッ
ト
は
電
話
２
１
２
・
７

１
５
・
１
２
５
８
、
ま
た
は
ウ

ェ
ブ
サ
イ
ト
か
ら
購
入
で
き

る
。
詳
細
は
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト

w
w
w
.japansociety

.org

を

参
照
。

JSで25、26日

「子連れ狼」特別上映

http://iwaokadental.com
http://www.ojfd.com
http://myriverside.net/home
https://www.parkavesinusallergy.com
https://www.parkavesinusallergy.com


ジ
ャ
パ
ニ
ー
ズ
・
コ
ン
テ
ン

ポ
ラ
リ
ー
・
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
・

チ
ー
ム
（
Ｊ
Ｃ
Ａ
Ｔ
、
い
た
み

あ
り
さ
デ
ィ
レ
ク
タ
ー
）
は
22

日
（
火
）
か
ら
２
月
16
日
（
土
）

ま
で
、
チ
ェ
ル
シ
ー
の
プ
レ
ア

デ
ス
・
ギ
ャ
ラ
リ
ー
（
西
25
丁

目
５
３
０
番
地
４
０
５
号
）
で

80
人
の
所
属
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
に

よ
る
作
品
展
「
ス
マ
イ
リ
ー
エ

キ
シ
ビ
ジ
ョ
ン
」
を
開
催
す
る
。

Ｊ
Ｃ
Ａ
Ｔ
は
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク

に
拠
点
を
置
き
、
１
８
０
人
以

上
の
所
属
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
を
抱

え
る
ク
リ
エ
イ
テ
ィ
ブ
チ
ー

ム
。
さ
ま
ざ
ま
な
背
景
を
持
つ

才
能
あ
ふ
れ
る
ア
ー
テ
ィ
ス
ト

を
発
掘
し
、
数
多
く
の
作
品
を

世
界
に
発
信
し
て
い
る
。

同
展
で
は
、
注
目
の
ア
ー
テ

ィ
ス
ト
と
し
て
リ
リ
ー
ス
紹
介

さ
れ
て
い
る
男
女
２
人
組
の

「
色
音
色
（
イ
ロ
ネ
イ
ロ
）
」
が

参
加
。
ミ
リ
ペ
ン
に
よ
る
ペ
ン

画
の
ユ
ウ
キ
と
水
彩
画
に
よ
る

彩
色
を
担
当
す
る
ミ
ホ
と
の
共

同
制
作
で
、
生
き
物
や
宇
宙
な

ど
を
テ
ー
マ
に
し
た
二
人
の
世

界
観
が
絶
妙
に
融
合
し
た
作
品

を
展
示
す
る
。

入
場
無
料
。
開
廊
時
間
は
正

午
か
ら
午
後
６
時
ま
で
。
オ
ー

プ
ニ
ン
グ
レ
セ
プ
シ
ョ
ン
は
24

日
（
木
）
午
後
５
時
か
ら
８
時

ま
で
。

(27)　［文化・芸能］ 週刊NY生活　SHUKANNEWYORKSEIKATSU 2019年（平成31年）1月19日（土）

EVENT
■2019年冬のアンティークショー＝18
日〜27日 Park Avenue Armory (643
Park Ave) Tel: 212-616-3930　入場料：
＄25　今年で65回目となる全米でも有
数のアンティークショー。
詳細はwww.winterantiquesshow.com
■冬のレストラン・ウィーク2019＝21
日〜2月8日まで（市内レストラン約250
店)　有名レストランの食事が格安料金
で楽しめる。ランチ＄26、ディナー$42

（いずれもプリフィックス3コース、飲
み物、税&サービス料は別途）
詳細はwww.nycvisit.com
■ブロードウェー・ウィーク2019＝21
日〜2月10日まで（加盟のブロードウェ
ー各劇場）料金は公演によって異なる
オンとオフブロードウェーの公演チケ
ットが、１枚の料金で２枚購入できる
恒例の期間限定キャンペーン。
詳細はwww.nycgo.com/broadway-week
■ニューヨークタイムズ・トラベルシ
ョー＝25日〜27日　Jacob K. Javits
Convention Center（655 W. 34th St）
Tel: 212-216-2000 入場料：$20　国内
外から3万以上の関係業者が集い、今年

の人気トレンドや傾向などを紹介する。
詳細はhttps://nyttravelshow.com

MUSIC
■マーティン・ルーサー・キング・ジ
ュニア・コンサート＝20日  15:00
Marble Collegiate Church (5th Ave. and
29th St) Tel :212-686-2770 入場料：
$15（前売）、$20（当日）、$10（学生）
アレサ・フランクリンなどアフリカ
ン・アメリカンの女性シンガーを特集
したゴスペルコンサート。日本人Maya
がリードシンガーとしてソロ曲を歌う。
詳細はwww.marblechurch.org

■ブルー・ノート＝30日まで　開演時
間20:00、22:30　料金はアーティストに
よって異なる　Blue Note（131 W. 3rd
St）Tel：212-475-8592  出演：〜20日
エディ・パルミエリ／21日〜23日キー
ヨン・ハロルド／24日〜27日デュー
ク・エリントン・オーケストラ／29日
〜30日ロン・カーター　
詳細はwww.bluenote.net
■ジャズ・アット・キタノ＝シンガー
山田朱実プリ・バレンタインライブ。
２月７日（木）＝Jazz At Kitao  66
Park Ave. & E.38th St. (Tel: 212-885-
7119)20:00&22:00 ミュージックチャー
ジ：18ドル　ミニマム：20ドル（飲み
物、食べ物）山田の作曲したブラジル
音楽と近代ジャズの影響を受けたオリ
ジナル曲やジャズスタンダートの独自
アレンジ、ボサノバスタンダード、日
本の楽曲のジャズアレンジを英語、ポ
ルトガル語、日本語の三言語で歌う。
欧州、米国、日本、ブラジル等世界で
活躍するミュージシャンが演奏をバッ
クアップ。
■メトロポリタン・オペラ2018年〜19
年シーズン＝５月11日まで 公演は日曜
を除く毎日　時間は公演によって異な
る　Metropolitan Opera House (Lincoln
Center) Tel: 212-362-6000 料金：＄30
〜＄480　今シーズンから音楽監督に指
揮者ヤニック・ネゼ＝セガンを抜擢。
新演出作品はサン・サーンスの「サム
ソンとデリラ」現代作曲家ニコ・マー
リーの「マーニー」、ベルデイ作「椿姫」、
チレア作の「アドリアナ・ルクブルー
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www.nyseikatsu.comで
動画がご覧になれます

www.youtube.com/user/NYSEIKATSUTV1●過去の動画は

■ インターネットに接
続し、デジタル版のア
ドレスwww.nyseikat-
su.comで開いた最初の
扉ページのテレビ画面
をクリックすると動画
ニュースをYouTubeで
ご覧になれます。

◎
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紙
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YouTubeで聴く

週刊NY生活TV

2019年1月19日号

❶ 新潟県がNYで県産品
PRイベント開催

枚
の
ア
ル
バ
ム
が
米
ト
ッ
プ
40

位
に
入
っ
て
い
る
。
こ
の

「
Ｓ
＋
オ
ウ
フ
ル
・
ナ
イ
ス
」

は
そ
の
中
で
も
彼
の
ビ
ッ
グ
バ

ン
ド
の
魅
力
を
存
分
に
聞
か
せ

て
く
れ
る
１
枚
。

ル」の4作品。
詳細はwww.metopera.org

ART
■江戸絵画自然の詩展／フィシュビー
ン・ベンダー・コレクショ
ン＝21日まで　Metropolitan
Museum of Art (1000 Fifth
Ave) Tel :212-535-7710 入場
料：＄25（大人）、＄17（シ
ニア）、＄12（学生）、12歳
未 満 無 料 　 NY州 在 住 者 と
NJ・CT州在住学生は任意料
金。南画、文人画、琳派など
諸流派が競った時代の、自然
をモチーフにした絵画や陶磁
器などを展示。　
詳細はwww.metmuseum.org
■アレキサンダー・ヤフニツ
キ ー 作 品 展 「 FUJI 富 士
山」＝ 23日 〜 2月 4日 ま で
Tenri Cultural Inst itute Of
New York (43A West 13th
St) Tel:212-645-2800  入場無
料　クロアチア出身の建築家
による富士山をテーマにした
110作品の油絵を展示。レセ
プションは24日午後６時〜８時。詳細は
www.tenri.org
■アンディ・ウォーホル回顧展＝3月31
日まで　Whitney Museum of American
Art (99 Gansevoort St) Tel: 212-570-
3600 入場料：＄25（大人）、＄18（学
生・シニア）18歳未満無料　60年代のポ
ップアートの代名詞、ウォーホルの生誕
90年を記念する大回顧展、約350点を展
示。キャンベルスープやコカコーラなど
に代表される工業的商業的繁栄をアート
化した代表作が並ぶ。
詳細はhttps://whitney.org
■ヒルマ・アフ・クリント／未来への絵
画＝４月23日まで　Guggenheim Museum
(1071 Fifth Ave) Tel:212-423-3500　入場
料：＄25（大人）、＄18（学生・シニア）
12歳未満無料　誰よりも早く抽象絵画を
描き始めたスウェーデンの具象画家クリ
ント（1862〜1944）の回顧展。1986年
まで公開されなかったが新鮮な透明性を
見出せる展示。
詳細はwww.guggenheim.org
■ティファニーのガラスの虹色合い展＝
10月6日まで　Queens Museum (New
York City Bldg. Flushing Meadows Corona
Park) Tel:718-592-9700 入場料：＄8

（大人）、＄4（シニア）18歳未満無料
ステンドグラス第一人者として名を残す
ルイス・C・ティファニーの収集家ノイ
シュタット夫妻のコレクションを展示。
詳細はhttps://queensmuseum.org
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Ｋａ-Ｎａ25日 ハピネスリリース公演
25日19:00 Joe’s Pub（425 Lafayette St.) 入場料：
$20 Tel: 212-967-7555  「トイレの神様」などの大
ヒットで知られるシンガーソングライターのKa-Na

（植村花菜）が７曲収録のミニアルバム「Happiness」
発売を記念してニューヨークで初めてバンドスタイ
ルで演奏する。
詳細はhttps://joespub.publictheater.org

世界からＮＹの今が読める！便利な

「週刊ＮＹ生活デジタル版」
掲載されたお子さまの作品を、

日本のご家族に読んでいただくのに最適です。

プリントも可能です！！

www.nyseikatsu.com

https://www.bing.com/videos/search?q=ray+conniff+s+awful+nice&view=detail&mid=0A5C4CE532C7C0F531BA0A5C4CE532C7C0F531BA&FORM=VIRE
https://youtu.be/BHl02sPfE7o
http://www.yamagatadental.com
https://www.hondag.com
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http://ena-kikoku.com/
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